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プロローグ



　体育祭が終わった夜は、さすがに誰だれもが疲れ切っていたのだろう、全員が泥のように眠った。そして代休の翌日も筋肉痛の身体からだを休めることで費やされ、次の晩まで疲れを引きずったのか、夕ゆう也やも恋れん子こにトイレに起こされることもなく夜が明けた。

「ねえ、起きてよ。ねえってば」

　優しく揺すられて夕也が目をこすりこすり身を起こすと、寝ぼけ眼まなこの前に広がっていたのは豊かな双そう丘きゆうが織りなす渓けい谷こくだった。肌色の。

「う、うわっ!?」

　その大人っぽい黒の下着に包まれたふくらみに驚いて、夕也は立ち上がることもままならずに手と足を駆使して後あと退ずさった。

「み、み、御み子こ神がみさん!?　どうして……昨夜ゆうべはこんなところじゃ眠れない、保健室で寝るって言ってたのに……」

　夕也を揺すっていたのは、髪を解ほどいて眼鏡を外し、真っ赤なルージュと白衣で武装した保健医モードの御子神更さら紗さだった。保健医とはいっても真ま似ね事ごとだけで、実際は夕也と同じクラスの高等部二年生である。

「どうしてって、決まってるじゃない？　昨日一昨日とマッサージでケアした患者の経過を診みにきたのよ。筋肉痛はどう？　痛いところはあるかしら？」

　更さら紗さは夕ゆう也やに視線を合わせるように四よつん這ばいになって、ぐいっと顔を近づけてきた。

　重力の干渉を多分に受けたはだけた胸元が、夕也の目の前で凄すごい勢いで揺れる。

「え、いや、その……」

　その胸の迫力にたじろいで、夕也はまた少し後あと退ずさった。

　が、狭い上に女の子がところ狭しと寝ている部室である。

　後退った拍子に、手が何やら柔らかいものに触れた。というか、柔らかい何かを直撃して鷲わしづかみにした。

　――え。

　同時に、

「やんっ」

　甘い声がすぐ側そばから上がった。

　夕也がおそるおそる自分の手を見やると、手の下ではネグリジェに包まれた、今まで目の前にあった絶景と同等の大きさを誇る霊峰がぐにゃりと極上の弾力で形を歪ゆがませていた。

「もう、夕ゆうくんったら、そんな大胆な……」

　そして、目が合った霊峰の持ち主――秋あき月つき学がく園えんの生徒会長の琴こと音ねは、恥ずかしそうに夕也の視線から顔を背けた。



    

  
    
      



    

  
    
      「うわっ、ちょ、ごめん、わざとじゃなくて……！」

　慌てて粗そ相そうをしでかした手を引っ込めて、夕ゆう也やは謝罪とも弁明ともつかない言葉を口走ったが、言い終わる前に、

「ずるいですの！　私も兄にい様さまとスキンシップしますのっ！」

　妹の耶や宵よいが夕也の胸に飛び込んできた。そうやって琴こと音ねを牽けん制せいしつつ、耶宵はキッと更さら紗さを睨にらみつけた。

「貴女あなたもッ！　兄様を誘惑するのはやめてほしいですの！　治療とかなんとか言うなら、そのだらしない胸元をキッチリ閉めるべきですの！　だいたい、いつものわぁんとかよぉんっていう変な口調はどうしましたの!?」

「あら、お馬ば鹿かな小娘ねえ。もう正体を隠す意味はないんだから、わざとらしく口調を偽装する必要なんてないじゃない」

「あ、あれ、やっぱり演技だったんだ」

「ええ。さ、それより筋肉を診みせてちょうだい」

「い、いや、その」

　更紗の胸元や色香に、夕也がたじろぐ。

「……負けない」

　そして、なぜかゆすらまでがシュラフから出てくるやいなや、野生のしなやかさを遺い憾かんなく発揮して耶宵と同じ行動を取った。

「ちょ……！」

　いかにゆすらが小柄でも、夕也の胸は女の子二人を許容できるほど広くはない。

「うわあっ」

「きゃあっ」

　夕也はゆすらと耶宵のタックルの勢いを受け止めきれずに押し倒された。その瞬間、夕也の悲鳴に琴音の悲鳴が重なった。倒れ込んだ夕也のクッションになったのが琴音の柔らかな身体からだだった。

　つまるところ、飛び込んできたゆすら＆耶宵と、巻き込まれた琴音とに夕也はサンドイッチされた状態なのだった。

　痛いとか理不尽な目に遭ったとか、そう思う以前に、全身あちこちに感じる温ぬくもりや柔らかさに感動と幸福感を感じてしまう。何しろ、琴音のみならず全員が寝ていた姿そのままなので、ゆすらはタンクトップに下は水玉パンツ一枚だし、耶宵もロング丈のＴシャツ姿で、下はかろうじて裾すそに隠れて見えないものの、十中八九ゆすらと大差ない。

　言うなれば、期せずしてたどり着いたユートピア。

　しかしいつまでも女の子に密着しているわけにもいかないという理性の判断からなんとか抜け出そうともがくものの、もがけばもがくほどよからぬところに触ってしまって抗議なのかどうかさえよくわからない甘い声を聞く羽目になるのだった。

「……」

　寝たまま一連のやりとりを聞いていた恋れん子こは、掛けていたタオルケットをはね上げて無言のまま立ち上がり、揉もみ合あう夕ゆう也やたちにゆらりと歩み寄った。

　そしてゆすらと耶や宵よいを引ひっ剥ぱがすと、夕也の胸ぐらを掴つかみ、発掘作業で鍛えた膂りよ力りよくでぐいっと立ち上がらせた。

「あ、えーと、恋子、助かったよ……」

「……………………いい加減にしやがれです。毎朝毎朝、お約束のように誰だれかしらとイチャイチャしやがって……！」

「え？」

「歯ぁ食いしばれです――――ッ！」

　恋子は握りしめた拳を大きく振りかぶり、思い切り腰のひねりを利かせて、それを夕也の頬ほおに叩たたきつけた。

「ごはあっ」

　夕也は恋子パンチの威力に床をゴロゴロと転がり、ドアに激突して、それでも止まらずに通路にまで吹っ飛ばされて門番よろしく安置されたボロボロの熊の剥はく製せいの前で大の字になって目を回した。

「あらあ、これは治療が必要かしら」

　伸びてしまった夕也に歩み寄り、顔を覗のぞき込こんで更さら紗さが呟つぶやいた。そして恋子を振り返り、

「それにしても、朝から色々過激ね。毎朝こんな調子なの？」

「ええ、まあ、概おおむね」

　そう答えて夕也を一いち瞥べつし、ふん、と鼻を鳴らして恋子はぷいっとそっぽを向くのだった。



　　　＊



　全員が制服に着替え終わって、コンビニで買ってきた朝ご飯を囲む段になっても、恋子の機嫌はどこか斜めを向いたままだった。

「……悔しいなら恋子もユウにくっつけばいい」

　そう言って、ゆすらはおにぎり（ツナマヨ）を大きな一口で囓かじった。

「べっ、別に悔しくなんかねーですっ！」

「あらあら、そうよね。木き滝たきさんはラブレターをもらったばかりだものね」

「ぶっ!?　げほっ、ごほっ！」

　イタズラっぽく言った琴こと音ねの言葉に、恋子はむせて飲んでいた野菜ジュースを吹き出しそうなほど咳せき込こんだ。

「だっ、だから、あたしにはそういう趣味はねーんですっ」

　体育祭が終わった晩、夕食を終えてこの部室に戻ってみると、一通のファンシーな封筒が床に置かれていたのだった。

　恋れん子こ宛あてのその封筒の中には、

『ずっと、ずっと貴女あなたを見てました。

　お話ししたいことがあります。明後日の夜、物理教室まで来て下さい。

　いつまでもお待ちしています』

　そんな文章が綴つづられた、やはり可愛かわいらしい便びん箋せんが入っていたのだった。

　どう見ても女の子の字であり、封筒も便箋も普通に考えれば女の子の趣味だった。

「あらあら、照れなくてもいいじゃない。誰だれかに好かれるというのは素敵なことだわ」

「そうですの。それに、決めつけてかかるのはよくありませんの。案外付き合ってみたら、今まで知らなかった自分に目覚めるかもしれませんの」

「わ、わ、私も、偏見を持つのはよくないと思います……」

　制服に着替えて、眼鏡三つ編みモードになった更さら紗さがオドオドと遠えん慮りよがちに言った。

「あたしのこと以前に、貴女本当にあの保健医女と同一人物なんですか……？」

「え、ええ、まあ……」

「ホント、信じられませんの」

　そんな女の子たちのやりとりに苦笑しながら、夕ゆう也やは、

「今晩だよね、その手紙の日って。どうするの？」

　と訊きいた。

「どうって……別に、あたしにその気はありませんし」

「ええっ!?　まさか恋子ちゃん、行かない気ですの!?」

「それはいけないわ、木き滝たきさん。その手紙を出した子は勇気を振り絞ったのだと思うわ。女の子同士ともなれば、普通の告白の何倍も勇気が必要だったはずよ？　それを無視するなんていけないわ。断るにしても、ちゃんと会って言うのが礼儀だと思うわ」

「それはそうですけど……っていうか、生徒会長、もっともらしいこと言ってますけど、明らかに面白がってますよね!?」

「そんなこと言われるなんて、悲しいわ」

「目が笑ってるじゃないですかッ！」

　声を荒らげる恋子にまた苦笑しながらも、夕也は、

　――目が笑ってるのはゆすら以外のほぼ全員なんだけどなあ。

　とは言い出せずに肩をすくめた。
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　お昼休み。

「で、どの子？」

　一般教室棟の廊下を歩きながら、夕ゆう也やは同行している桐きり谷や雅まさ紀きに訊きいた。

　夕也のクラスメイトにして中学時代からの親友で、顔も頭もいいのに筋すじ金がね入いりのロリコンという残念すぎるモテモテ男だった。

「がう」

　と、一緒にくっついてきたゆすらも雅紀の方を見て小首を傾かしげた。

　いつもクールな眼鏡＆サラサラヘアの優やさ男おとこ、雅紀は、珍しく顔を真っ赤にして、

「だ、だから、俺おれは別に無理に応援とかしてくれなくてもいいって……」

　もごもごと言いい淀よどむのだった。

　雅紀には、言い寄ってくる女の子が多いという特性を活いかして、たびたび帰宅しない部のために情報を集めたり流したりしてもらっている。

　そのお礼として、夕也は雅紀の想おもい人びととの仲を応援すると約束したのだ。

「遠えん慮りよしないでよ。雅紀にはずいぶんお世話になってるんだから」

「がう」

　ちょこちょことくっついてきているゆすらもうなずいた。

「だからな…………やれやれ、まったく」

　諦あきらめたように、雅紀は深いため息をついた。

「わかったよ。どうせ言うまで食い下がってくるんだろうし……」

　雅紀は先に立って廊下を進み、階段を下り始めた。

「あれ、この階じゃないってことは、学年が違うの？」

「まあな」

　私立秋あき月つき学がく園えんでも、フロアごとに各学年の教室が分かれている。二階は一年生、三階は二年生、四階は三年生、ちなみに一階には校長室や職員室、事務室などが割り当てられている。

「下ってことは一年生か……」

「ああ。外部受験組だ」

　中高一貫の秋月学園ではあるが、もちろんエスカレーター式に中等部から上がってくる生徒ばかりではない。他の中学校から高等部に入学する生徒も少なからずいる。

「そっか、だから去年まで話題にも出なかったんだ」

　エスカレーターで高等部に上がったのではない一年生ということは、この春から秋月学園に通い始めたということである。

「そういうことだな」

　二階に到着するなり、雅まさ紀きは慌てて廊下の角に身を隠した。

「……どうした」

「まさか、もう遭遇？」

　言いながら、夕ゆう也やとゆすらも雅紀に倣ならって廊下の角に隠れる。

「ああ……あのツインテの子だ」

　夕也はこっそりと顔だけ出して雅紀の言う子を探す。

「あ」

　目が止まったのは、艶つややかな美しい髪をツインテールにまとめた、小柄な女の子だった。ゆすらといい勝負か、もしかしたらゆすらより小柄かもしれない。

　ふんわりとした髪は、頭の高い位置で結んでいるというのに、腰にまで届きそうなほどの長さだった。

　日本人形のように白い肌と、童顔だが端整な顔立ち。

　少しつり上がっている目はくりっと大きく、黒目がちな大きな瞳は宝石のようにまばゆく輝いていた。

「なるほど……確かにロリっ娘こだ」

　そのツインテールの女の子は、大事そうにあんパンと牛乳を抱えて教室に入ろうとしていた。が、入り口の側そばでたむろしている男子生徒たちが邪魔で教室になかなか入れずにいるようだった。

「ちょっと！　邪魔よ！　教室に入れないでしょッ！」

　業ごうを煮にやして、その女の子は男子たちに強い語調で言い放った。

　が。

　人気アニメのヒロインもかくやという可愛かわいらしい声と舌っ足らずな発音のコンボが、言葉のきつさを完全に消し去っていた。

　いや、それどころか、子どもが背伸びをして強がっているように聞こえてしまい、むしろ可愛くさえあった。

「聞いたか、夕也！　あの可愛らしい声！」

「ええと、まあ、うん。なるほど、これは雅紀が好きそうだね……。あの童顔、背丈、声だったら映画館とか小学生料金で入場できそうだよね」

「ああ。彼女の存在は奇跡だよ……。ロリ愛好者のために神が遣わしたもうた最後の天使、唯一無二の理り想そう郷きようだ」

　眼鏡を指で押し上げて、天を仰ぎつつ、夢見心地な表情で雅紀は言った。

「……大おお袈げ裟さだ」

「僕もそう思う」

　しかし彼女の可愛かわいさにメロメロなのは雅まさ紀きだけではないようで、教室の入り口をふさいでいた男子連中もデレデレ全開で道をゆずったのだった。

「こりゃ競争率も高そうだね。この学校に雅紀と同じ趣味の男子がわんさかいるとは思いたくないけど……そうでなくても、あれだけ可愛ければ」

「む……やはりそうだろうか」

　不安げに、雅紀は表情を曇くもらせた。

「可愛い子が人気ないわけないでしょ。それで、雅紀のことだから彼女のことは調べてあるんだよね？」

「いや、それが……どうも仲の良いい友達が少ないらしくてな。名前くらいしか」

「うーん、外部受験組だとなかなか輪に入れなかったりするからなあ。で、名前は？」

「土つち御み門かど沙さ月つきさん」

「……珍しい名前」

「あはは、そうだね。っていうか、むしろ中二病っぽいかな。恋れん子ことか羨ましがりそう」

「あたしがどうかしましたか？」

　後ろからそう声をかけられて、夕ゆう也やはのけぞるほど驚いた。

「うわあ!?　れ、恋子、なんでここに!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんでって、一年生の階に来ておいて何言ってるんですか。あたしの教室すぐそこですもん」

　呆あきれ顔がおで、恋れん子こは言った。

「あ、それはそうか」

「あんたたちこそ何しに来たんですか？　あ、まさかあたしにどうしても会いたくなって辛しん抱ぼう堪たまらず来ちゃったんですか!?　少女マンガとかでもよくある『不意打ちで会いに来ちゃった』パターンですね！　いやその、気持ちは嬉うれしいですけど、周囲の目もありますし、そういうのってちょっと困るっていうか……」

「いや、違うけど」

「がう。違う」

　あっさりと否定されて、舞い上がっていた恋子のテンションは急降下。そして恋子はうつむいたまま静かに正拳突きの構えを取った。

「歯ぁ食いしばりやがれ、です」

「いやいや、ちょ、待った！　うん、そのつもりはなかったけど、偶然恋子の顔が見られてラッキーだなあ！」

　恋子は構えを解きつつ、

「えっ、そ、そうですか？」

　と、自分でそう言わせたことなど忘れたかのように、頬ほおをポッと染めた。

「も、もちろん！　いやあ、恋子の笑顔は見るだけで癒いやされるよ！」

「そ、そんな……いくらホントのことでも、そんなことをこんなところで言うとか、い、い、いくらなんでも恥ずかしすぎますっ」

「……でも、恋子に会いに来たんじゃない」

「……。ゆすら先輩、うるせーです。で、何しにここへ？」

「あ、うん、実はさ……っていうか、そういや恋子と雅まさ紀きって初対面だよね。こいつは桐きり谷や雅紀、僕の中等部からの友人。帰宅しない部のために情報を集めてもらったり流してもらったりしてるんだ。で、彼女は木き滝たき恋子、僕の幼なじみで、帰宅しない部のエースっていうか勝利の立たて役やく者しやね」

「よろしく」

「あ、どーもです」

「でね、恋子。お礼にこいつの恋のキューピッドをやろうと思うんだ。相手が一年生だし、協力してくれると助かるんだけど」

「へー。あんたは他人の恋愛の面倒を見る前に自分のことをちゃんと考えた方がいいと思うんですけど」

「え、何が？」

「なんでもねーです」

「言わんとすることがわかる気はするが」

　苦笑する雅まさ紀きに、夕ゆう也やは首を傾かしげた。

「……恋れん子こ」

　ゆすらが恋子の袖そでを引っ張った。

「……群れの恩人には報いたい。恋子も群れの仲間なんだから、手伝うべき」

「ええ、まあ、間接的にあたしもお世話になってると思いますから、協力はしますよ。あたしもあんまり友達とかいないんで、上う手まくいくかは知りませんけど」

「助かるよ」

「で、相手は誰だれなんです？」

「土つち御み門かど沙さ月つきさんだって」

「あー。あの」

「知ってるの？」

「面識も、話したこともないですけどね。あんなオカルトっぽくてかっこいい名字の人、目立つに決まってるじゃないですか。いっそ羨ましいです」

　恋子の名前に関する反応があまりに予想通りすぎて、夕也は苦笑してしまった。

「……恋子」

　ゆすらは恋子の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「……負けてるけど気にするな」

「は？　なんの話ですか」

「……今の女の子は、恋子より胸があった」

「うるせーですっ！　気にもしてなかったことを気にさせないで下さいッ！」

　確かに、土御門沙月の胸は恋子に比べれば大きかった。だが、琴こと音ねや更さら紗さとは比べるべくもない。おそらくは普通の範はん疇ちゆうだろう。しかしそれでも、その体格や童顔の印象から、本来のサイズより若干お得に見えているのもまた事実だった。

「だいたい、彼女の胸はゆすら先輩のよりも大きいっぽいじゃないですか！　なんであたしだけ負けてるみたいな物言いなんですか！」

「……お前よりはある」

「いい加減、その下を見て安心する根性はなんとかしやがれですっ」

　そんな微笑ほほえましい諍いさかいを見守りながら、雅紀は、

「賑にぎやかで楽しそうだな。夕也が帰宅しない部を守ろうとする気持ちがわかる」

「まあね。賑やかすぎて、暴走したり脱線したりは日常茶飯事だけど」

「それもまた楽しいんだろ？」

「うん」

「俺おれのことを気にかけてくれるのはありがたいが、それより早く部員を見つけないとな」

　生徒会に『活動』を認めさせるには帰宅しない部を正式な部活動として承認させる必要がある。そのための最低条件が『部員を五人以上揃そろえること』なのだった。

「確かにそうだね。でも、御み子こ神がみさんが名前を貸してくれたから、あと一人ってところまでは来たよ」

「え、御子神さんが？　意外な名前が出てきたな。何回か保健室に連れていってもらっただけでそんなに仲良くなったのか？」

「あ、えーと……まあね」

　――雅まさ紀きには悪いけど、御子神さんが保健医女だってことは言わない方がいいな。

　瞬間的にそう考えて、夕ゆう也やは言葉を濁した。

　それは更さら紗さが隠しておきたかったことで、夕也たちを信用して明かしてくれたのだ。たとえ親友相手でも、簡単に明かしていいことではない。

「とにかく、部員探しは進んでるし、ちゃんとやってるからさ。心配しないでよ」

「とはいえ、体育祭も終わったし、揉もめ事ごとも乗り越えて生徒会もますます結束を強めたっぽいし、油断はできないと思うが」

「まあね。敵に塩を送りすぎた気は、確かにしてる」

　その揉め事解決に一役買ったのが帰宅しない部だったりするのだ。

「まあ、敵でさえも困っていたら見捨てられないあたりが夕也らしいが」

「損な性格だよねえ」

「かもな」

　そう苦笑する夕也と雅紀のすぐ横では、まだゆすらと恋れん子こが言い争いという名のじゃれあいを続けていた。



　　　＊



　夜。

　指定された物理教室に向かう恋子を、夕也とゆすらはこっそりと追いかけた。

「やっぱりさ、万が一の事態だって想定しなきゃダメだよね。琴こと姉ねえたち生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが仕掛けた罠わなって線もあるんだから」

「がう」

「だからこれは、品のない野や次じ馬うま根性とは違うんだよ」

「がう」

　言い訳めいた言葉を声を潜めて口にしながら、夕也とゆすらは恋子に気づかれないようにこそこそと身を隠しながら歩みを進めていく。

　そんな二人のさらに後ろから、

「あらあら、失礼ね。わたくしはそんな罠わなは仕掛けていないわ」

「とか言いつつ、実際のところはやりかねないのが琴こと姉ねえ様ですの」

　さらに二名がひょっこりと現れた。

「……二人とも、何しにきたの」

「うふふ、何って、もちろん顛てん末まつを見届けにきたのよ？」

「こんな面白いイベント、見逃す手はありませんの」

　そして琴こと音ねと耶や宵よいを追いかけるようにして眼鏡三つ編みモードの更さら紗さまでがやってきた。

「あ、あの、仲間はずれはちょっと……」

「結局全員が揃そろっちゃうんだね……」

「がう。みんな仲間」

「こんなときまで息が合う必要はないと思うんだけどなあ」

「あら、率先して様子を見にきた夕ゆうくんにそれを言う資格はないわよ？」

「うん、まあ、確かにね」

　苦笑しながら夕ゆう也やは、恋れん子こが入っていった物理教室の後ろ側の引き戸を少しだけ開けて、中の様子を窺うかがった。

　真っ暗ではないものの、かなり照明の光量を絞っているらしく、目が慣れるまではなかなか内部の様子を見通すことはできなそうだった。

　全員が、その隙すき間まに群がるようにして中を覗のぞき込こむ。

「ちょ、琴姉……！」

　押し殺した声で、夕也は琴音に抗議した。

　細いドアの隙間から複数の人間が覗き込むには、縦に重なるようになるしかない。

　つまるところ、夕也の上から物理教室を覗き込んだ琴音の豊かで柔らかい二つのふくらみが背中をふにょんと直撃していたのだった。

「しっ！　あんまり喋しやべると見つかってしまうわよ？」

「……いや、僕的には不満はないっていうか、むしろラッキーではあるんだけど」

「琴姉様、ずるいですの！」

「あらあら、耶宵ちゃん、声が大きいわ。ホントに気づかれちゃう」

「がう。静かにした方がいい」

　言いつつ、ゆすらも身体からだの小ささを活いかして夕也の懐に入り込んで物理教室の中を窺い始めた。ゆすらも夕也に触れるのはお構いなしなので、自然と上下女の子の感触と温ぬくもりに挟まれる格好になる。

「部長さんまで……ずるいですのずるいですの！」

「あ、あの、本当に静かにした方が……。こっちからも中は見られますから」

　おずおずと、更さら紗さが耶や宵よいをたしなめる。

　不満そうに頬ほおを膨らませたまま、更紗とともに引き戸の反対側から中を覗のぞき見し始めた。

　そして、そうやって息を潜めた面々がスタンバイしたその瞬間、

「やっと来たわね、木き滝たき恋れん子こ！」

　という、高圧的だが可愛かわいらしく、そして舌っ足らずな声が聞こえてきた。

「あれ、あの声……」

　その可愛らしい特徴的な声に、夕ゆう也やは聞き覚えがあった。

　――まさか。

　声の主を一目見ようと、細い隙すき間まを広げるように、さらに少し引き戸を開けた。

　目に入るのは、背を向けていた状態から今まさにくるりと恋子に向き直った、ツインテールの小柄な女の子。

　どういうわけか、平安時代の狩かり衣ぎぬを思わせる黒い衣装を身に着けていた。

　ただし、その服はノースリーブ状にバッサリと袖そでが切り取られ、狩衣の黒と闇やみの中に白い肩が浮かび上がっているように見えた。そして長手袋のように、大きく膨らんだ独特の形状の袖は二の腕の半ばから手首までを覆っていた。

　動きやすさを考慮してなのか、それとも肩同様に現代風にオシャレなアレンジを施した結果なのか、ミニスカート的な丈しかない狩衣もどきから続くのは、オーバーニーソックスとの境界で圧倒的なまでの存在感を放つ絶対領域。

　そしてさらにその下は、制服を着ていたときのままの黒いローファーだった。

「よりによって彼女か……」

「あら、夕ゆうくん、あの子のこと、知っているの」

「まあ、ちょっとね」

　相あい対たいしている恋子も、自分を呼び出した相手が雅まさ紀きの想おもい人びとだったことに少なからず驚いているようだった。

「土つち御み門かど沙さ月つき……さん。意外すぎます。まさか、貴女あなただったなんて」

「あら、私を知っているの？　それは光栄ね」

　ふふん、と偉そうに言うものの、やはり可愛さ満点のハニーボイスと舌っ足らずが背伸びをしているような印象しか与えない。

「ええと、まあ、色々あったもので。それで、その……」

　少しモジモジしつつ、恋子は照れ臭そうにうつむいた。

「そうね、せっかく来てもらったんだし、話を始めるわよ」

「え、ええ」

「とりあえず、来てくれたことについては素直にお礼を言っておくわ」

「あ、うん。その、あたしは土御門さんに謝らないと……」

「あれ？　もしかして、呼び出された理由がわかってるの？」

「そりゃあ、まあ」

　どういうわけだろう。ラブレターを出して告白しに来たのは沙さ月つきのはずである。

　なのに、呼び出された、告白される側の恋れん子この方がガチガチになっていた。

　むしろ、緊張しまくりの恋子に比べて、沙月は落ち着き払っているように見える。

「ねえ、琴こと姉ねえ。なんだか様子がおかしくない？」

「そうね、呼び出した方の子、これから愛の告白っていう態度には見えないわね」

「ラブレターじゃなかったのかな。確かに好きですとは一言も書いてなかったけど」

「かもしれないわね。もう少し様子を見てみましょう？」

「だね」

　これまでモジモジしながらうつむいていた恋子が、意を決したように顔を上げた。

「ええと、ごめんなさい！　あたし、そういう趣味はないんですっ」

「はあ？　趣味？」

　沙月の眉が吊つり上あがった。

「私が趣味でやっているとでもいうの？」

　その言葉にも、ハッキリと怒ど気きがこもっている。

「え？　え？　でもほら、好みとかのことを趣味って言うじゃないですか」

「好みとか趣味とか、私はそんな安易な覚悟でやってるんじゃないわ！　貴女あなたにはわからないかもしれないけど、必死なのよ！　人生賭かけてるの！」

「人生って……、確かにそういう情熱的なのは少女マンガとかにも負けないくらい素敵ですけど……」

　ポッと赤らめた頬ほおに両手を添えて照れながら、恋子は、

「でも、さすがにそれは重すぎですよう」

「ええ、重いわ！　だから必死なんじゃない！　一〇〇〇年以上続く伝統とか期待とか、そんなものをいっぱい背負わされているんだもの！　才能に恵まれた貴女には、私の気持ちなんてわかりっこないのよ！」

「……才能？　ええと、何言ってるのかよくわかりませんけど、あたしには恋愛の才能とかたぶんねーです。現に今だって全然上う手まくいってなくて……」

「は？　恋愛？」

「あれ、そういう話じゃなかったんですか？　命を賭けるくらい情熱的な恋の話」

「はあ？　貴女、何を言っているの？」

　恋子と沙月は顔を見合わせて、数秒沈黙した。

「ええと、この手紙は土つち御み門かどさんが書いたんですよね？」

「ええ、そうよ。私が書いて貴女たちが使っている部室に置いたわ」

「これってラブレターですよね？」

「なっ」

　途端に、沙さ月つきの顔が真っ赤に染まった。

「なななななっ、何を言ってるの!?　そそそそれがラブレターだなんて、か、勘違いも甚はなはだしいわよっ！」

　しかも、あわあわと一目でわかるほどに狼ろう狽ばいしている。

「あれ、ちょっと様子がおかしくなってきたね。なんていうか、逆に」

「がう？」

「いやほら、あのうろたえ方がさ」

「案外、彼女が木き滝たきさんを好きだというのは的を射ているのかもしれないわね」

「でも、何かもう少し込み入った因いん縁ねんのようなものがありそうですの」

「あ、あの……でも、因縁とかの当人に心当たりはないみたいですけど……」

「うん、恋れん子こは知らないはずだよ。そもそも、恋子は珍しい名字がかっこいいから、くらいの理由で彼女を知っていただけだよ。でも、彼女は恋子を以前から知っていた。そういうふうに聞こえるよね」

　そんな傍観者たちのやりとりには気づきもせず、恋子は、

「だって、こんなに可愛かわいらしいレターセットでしたし」

「うっ。し、仕方ないじゃない！　買いに行ったら、つい可愛い色の方に目が行っちゃったんだから！」

「字も可愛さてんこ盛りの丸っこい字ですし」

「癖くせ字じで悪かったわね！　どんな字を書こうと私の勝手でしょおッ！」

「だったら、せめて用件を書いてくれれば判断もついたんですけど」

「だ、だって、用件をハッキリ書いて、その……来てくれなかったら困るじゃない！」

「はあ」

　なんだか困ったような顔で、恋子は頭を掻かいた。

　沙月は上気した顔のまま、

「と、とにかくっ！　あ、貴女あなたは私を知っているのよね!?」

　と恋子に詰め寄った。

「え、ええ、まあ。なんていうか、偶然今日知り合いとの間で話題に出たんで」

「そ、それだけ!?」

「あとは、かっこいい名字だなあ、って……」

「本当にそれだけなの!?」

「ホントにそれだけですけど……」

「私は土つち御み門かどの人間なのよ!?　私個人のことは知らなくても、土御門の家のことは……」

「ええと、凄すごい名字ですよね！　マンガとかに出てくる陰おん陽みよう師じ的っていうか、いかにも重い過去とか宿命とか背負っていそうな！」

「何言ってはるの！　貴女あなた、その陰陽師の娘やないのっ」

「あれ、言葉が……」

　沙さ月つきは恋れん子こに言われてハッとなって、

「う、う、うるさいッ！　とにかく、私は土つち御み門かどの人間なの！　貴女は父親から何も聞いていないの!?」

「ええ、まあ……。お父さん、実家の話とかあんまりしないんで」

　沙月は呆あきれたように、大きく深いため息をついた。

「私の家はね、代々続く陰陽師の家系なの。名前からもわかるでしょ？」

「ええっ、じゃあ本物なんですか!?　あ、それでその格好？　うわあ、メチャメチャかっこいい……」

「だから、貴女の家だってそういう家やないのっ！」

「えー、でも、木き滝たきって名字が全然それっぽくないですし。もっとそういう家っぽいかっこいい名字だったらよかったのに。あー、もう、そういう話になるんだったらあたしもマントとか持ってくればよかったです」

「な……なんやの、このミーハー中二病娘は……ッ！」

「中二病言うなですっ！　で、お父さんの実家となんの関係があるって言うんですか」

「そ、そう！　その話よ！　私の土御門家はね、貴女のお父さんの実家である賀か茂も家と昔っから競い合っているっていうか、張り合っているっていうか、そういうライバル的な関係なの！」

「はあ。でも、お父さんは婿むこ入いりして実家を出たわけで、そしたら関係ないんじゃないですか？」

「普通はね。でも、その婿入り先で生まれた娘が天才だったとしたら、看過するわけにはいかないのよ！」

「へ？　ええと……」

「何をすっとぼけているの。貴女のことよ、木滝恋子！　百年に一人の死霊魔術師ネクロマンサーなんでしょ！」

「あー。いやあ、あたしの名前がそんなに轟とどろき渡わたっているなんて……」

「当たり前でしょ！　ただでさえ専門的すぎて狭い業界なんだから」

「ふふふ、この溢あふれんばかりの才能を、全人類に敵対しうる超魔力を、世界の意思は放ほうっておいてはくれないんですね……！　因いん果が律りつをねじ曲げてまで、こうやって刺客を差し向けてくるなんて。これも天才の宿しゆく業ごうというわけですか……」

「その通りやけど、ああもう、また中二病的な言い回ししはって……！　調子が狂うったらないわ！　貴女あなた、もう少しちゃんとしなさいよ！」

「えー。そんなこと言われても」

「とにかく！　私はライバルの家の血を引く貴女を倒すために、はるばるこの秋あき月つき学がく園えんまでやってきたのよッ！　わかった!?」

　狩かり衣ぎぬの袖そでをひるがえしつつ、ビシッと恋れん子こに指を突き付けて、沙さ月つきは言い放った。

「はあ」

「何よ、その気のない返事は！　私は怒ってるのよ!?」

「って言われても、その声で言われてると怒られてる気がしないっていうか、むしろ女のあたしから見ても可愛かわいくて微笑ほほえましいっていうか」

「なっ」

　可愛いとか言われて、また沙月は顔を赤くして面食らった。

「う、う、う、うるさいっ！　もっとシャキッとしなさい！　まったく、熊の剥はく製せいに死霊魔術を施して武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいどもを撃退したときの、あの気合いが入った貴女はどこへいってしまったの！」

「え、なんで知ってるんですか」

「見ていたからよ。窓越しに、カーテンの隙すき間まからね。あの魔法はさすがだったわ。正直、見とれてしまうほどに」

「あ、そう？　えへへ、それはどうも」

「なのに、今の貴女は何!?」

「へ？」

「毎夜毎夜、修行も放ほうり出して遊あそび呆ほうけてばかりじゃない！」

「うっ」

　痛すぎる図星を突かれて、恋子はたじろいだ。

「情けないわね、まったく！　私のライバルである以上、日々の精しよう進じんは怠ってほしくないのよ！」

「ううっ、返す言葉もねーですけど、勝手にライバル認定されても……」

「ふん、じゃあ、そんなふぬけたことを言ってられないようにしてあげるわ」

　芝居がかった調子で身を翻して、沙月は教壇の端に上がった。

「何を……」

「ふふふ、見せてあげるのよ、私の、貴女のライバルの実力の一端を！」

　言いながら、沙月は右手を胸の高さまで上げた。そして、宙に九本の線を描く。縦に四本、横に五本、縦と横を交互に。

「朱雀すざく、玄武げんぶ、白虎びやつこ、勾こう陣じん、南なん斗と、北ほく斗と、三台、玉ぎよく女じよ、青龍せいりゆう」

　と、線を一本描くごとに一つの名を唱える。

「これは、ドーマン……？」

　恋れん子こが呟つぶやいた瞬間、沙さ月つきの足下から白い煙がブシューッと勢いよく吹き出した。

「え!?　なんでドーマンの九字でこんな……!?」

　驚く恋子を尻しり目めに、沙月はなおも仰々しく五ご芒ぼう星せいを宙に描いた。

「我が式神ひとり、ここへ参れ。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　その刹せつ那な、煙の中にゆらりと大きな影が現れた。

「ひっ!?」

　その姿に驚いて、恋子は後あと退ずさるように尻しり餅もちをついた。

　それは、身の丈が天井までありそうなほどの鬼だった。額には二本の角、髪を振り乱し、らんらんと目を光らせている。身体からだの何カ所かには式神らしく呪じゆ符ふが貼られていた。

　が、その姿はどこかぼやけており、背後の壁が透けて見えていた。

　パチン、と沙月が指を鳴らす。

　すると、その鬼の姿がパッとかき消えた。煙も、徐々に霧散していく。

「今日は顔見せだから、実体化まではさせないわ。ふふん、これを見てもまだ暢のん気きなことを言っていられる？　それとも、貴女あなたの魔法じゃ勝てないってもう悟っちゃった？　それならそれで構わないけど」

「そ、そんなこと……」

　尻餅をついたまま、恋子は反論しようとした。しかし、その声はか細く、頼りないほど小さかった。

「天才って聞いていたからどれほどかと思ったけど、がっかりよ。その程度の覚悟で魔法を志さないでほしいわね！」

「冗談じゃねーです！　あ、あたしの覚悟は……ッ」

　ガバッと勢いよく、恋子は立ち上がった。

「あたしのことをよく知りもしないで、勝手なこと言うんじゃねーですっ！」

「そう、じゃあ、決闘しましょ」

　腰に手を当ててふんぞり返って恋子を睥へい睨げいして、沙月は言った。

「け、決闘!?」

「そう、魔法勝負の決闘。そこまで言うんだから、逃げないわよね？」

「うっ……。じょ、上等ですっ！　木き滝たき家とかお父さんの賀か茂も家とか関係なしに、あたしはあたしとしてその決闘を受けて立つですッ！」

　ふふん、と沙月は不敵に笑った。

「じゃあ、魔法使いには色々準備も必要だろうし、日時は一週間後の夜。場所は戦いやすいように、広くて何もないところ……そうね、一般教室棟の屋上でいいわね？」

「ＯＫです！　あたしの実力と覚悟、思い知らせてやるですッ！」

　こうして、恋れん子こ宛あてのラブレター事件は、愛の告白どころか魔法による決闘の約束が取り交わされて次のステージへと発展したのだった。



    

  
    
      第二章　学園マジカル・スカーミッシュ



「……ということがあったのよ」

　体育の授業前の女子更衣室。

　体操着に着替えるべく制服を脱ぎながら、琴こと音ねは恋子と沙さ月つきのいきさつを腹ふく心しんの二人に話して聞かせた。

　白という清純な色でありながら精せい緻ちなレースのブラによって怒ど濤とうの色っぽさを演出された大きな胸が、圧倒的な存在感を放ちながら揺れる。

「魔法、ねえ」

　同様に制服を脱ぎながら、生徒会副会長にして武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい二番隊隊長も兼任しているサイドアップテール（右）の志し々し谷や右う京きようが呟つぶやいた。

　そして横目で琴音の谷間を見やって、諦あきらめと落胆が入り混じったため息をついた。

　それに気づいた琴音は苦笑して、

「あらあら、そんな露骨なため息をつかなくてもいいじゃない。右京さんだって小さいわけじゃないんだから」

「会長に言われても同情にしか聞こえないんだよなあ」

　右う京きようは青のスポーツブラに包まれた自分の胸を見下ろした。

　琴こと音ねの見立てでは、右京のサイズは同年代の平均値に届くか届かないかというラインだった。少なくとも、恋れん子こやゆすらに比べれば恵まれている。

「右京、ため息一つで話題を変えるな」

　右京のとなりで着替えていた、やはりサイドアップテール（左）の双子の姉、志し々し谷や左さ京きようが真面目まじめな顔でたしなめた。

　その左京は、ブラではなくサラシで胸をきつく巻いていた。剣を振るのに邪魔だ、と言っているのを琴音も何度か聞いたことがあった。

　サラシを巻いた状態では右京と同じくらいに見えるその胸も、実は琴音ほどではないにしても、平均値以上のサイズを誇っている。

「いいなあ、姉さんは。なんで双子なのに、ここだけこんなに違っちゃうかなあ」

　言いながら、右京は左京の胸をサラシの上からタッチした。

「なっ……！」

　左京は顔を真っ赤にして、妹のセクハラに及んだ手を払いのけた。

「右京！　バカなことをして生徒会長殿の話の腰を折るなっ！」

「はいはい。それで、会長は信じるの？　その魔法を」

「さあ……どうかしらね。確かにその女の子は、簡単な言葉と身振りだけで妙なものを喚よび出して見せたけれど」



    

  
    
      



    

  
    
      「実際見てないから何とも言えないけど……でも、木き滝たき恋れん子この熊はボクたちも見てるしなあ。っていうか、ボッコボコにされたし。ってことは、そういう世界もあるのかな？」

「さあ、どうだろうな。で、どうなさるのです？　生徒会長殿がそのお話を自分たちにしたということは、何か妙案があるのでは？」

「そうね、妙案というほどではないけれど、敵の敵は味方でしょう？　こちらに引き入れられれば、戦力としてだけではなくアドバイザーとしても役に立ってくれそうだとは思っているわ」

「なるほどね。で、その女の子の素す性じようはわかってるの？」

「ええ。土つち御み門かど沙さ月つき、と呼ばれていたわ。今朝、名簿で調べてみたところ、外部受験で今年入学してきた高等部の一年生ね」

「そこまでわかってるなら話は早いよね。じゃあ、お昼か放課後にでもボクが会いに行ってみるよ」

「……そうね」

　右う京きようの提案に、琴こと音ねはしばし思案した。

　帰宅しない部を潰つぶす。

　もう、その流れは止められない。

　それほどに、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい内では帰宅しない部との決戦を望む気運が高まっている。下へ手たにその勢いに逆らえば、「やはり生徒会長に二心あり」と思われてしまうおそれが少なからずあった。

　体育祭がらみで一度は失脚しかけた琴音である。同じ失敗を短期間に繰り返すわけにもいかない。

　ならば、どうするか。

　――むしろ、潰してしまうべきだわ。

　琴音としては、夕ゆう也やを家に帰して耶や宵よいと二人きりにする展開を避けつつ、そのために帰宅しない部を成立させないようにコントロールするのがベストだった。

　しかし、すでに帰宅しない部は正式に部活動として承認されるための『高等部の生徒による部員五名』という条件にあと一人のリーチをかけている。

　そして、あろうことか新しく加わった部員も女の子であり、琴音の最大の武器であるたわわな巨乳に匹敵するそれを持っているのだ。

　――あまり悠長なことは言っていられないもの。帰宅しない部は潰す。潰して、その上で柊木ひいらぎの叔お父じ様と叔お母ば様に「お留守中は秋あき月つき家で夕ゆうくんと耶宵ちゃんのお世話をします」と持ちかければいいのよ。過去に夕くんたちをわたくしの家で預かった前例もあるし、断られる要素はないわ。そうなれば、耶宵ちゃんとは引き離せなくとも、今よりは幾分かマシな状況になる……！

　そのためには、五人目になりそうな芽は、確実に摘んでおかねばならない。

「いいえ、わたくしが行くわ」

「え、会長が？」

「ええ。彼女はあの熊に対する切り札にもなり得るわ。最大限の礼節をもって迎えるべきだと思うの」

「確かに」

「なるほどね、そういうことなら。じゃあ、放課後の仕事はボクたちでやっておくよ」

「ええ、お願いするわね」

　そう言いながら微笑ほほえんで、琴こと音ねはスカートを脱ぎながら、

　――夕ゆうくんは、必ずわたくしのモノにしてみせるわ。

　そう、強く決意を新たにするのだった。



　　　＊



　お昼休み。

　琴音が自分のクラス以外の教室に足を踏み入れると、たいてい生徒たちは驚きよう愕がくし、信じられないものを見たという顔をする。

　同じ学年の夕ゆう也やのクラスでさえそうなのだから、下級生のクラスともなれば反応はさらに大きかった。あるいは、色々な意味で琴音が脚光を浴びた体育祭の直後ということもあるのかもしれないが。

「失礼、土つち御み門かど沙さ月つきさんはいるかしら？」

　そう琴音が一声発すると、

「はいっ、土御門さんならあそこに！」

「おおい、土御門さん、生徒会長様が訪ねてきたぞ！」

「今呼んで参りますっ」

　などと、教室に残っていた男子が我先にと動き始めた。

「うふふ、ありがとう。でも、それには及ばないわ。用があるのはわたくしだもの、呼びつけるなんて失礼だわ」

　やんわりと男子たちのアピールを押しのけて、琴音は沙月の側そばまで歩み寄った。

「……何よ」

　沙月は席に座ったまま、媚こびるでも臆するでもなく、そして先輩として敬うやまうふうでもなく、睨にらみつけるように琴音を見上げて、そう訊きいた。

「少し貴女あなたとお話がしたいの。ここでは人の目もあるし……」

　見回すまでもなく、教室に残っていた生徒たちは興味津々で琴こと音ねと沙さ月つきの会話に耳をそばだてている。

　ぐー。

　そんな中で、沙月のお腹なかが盛大な音を発した。

「な、ちょ、今のは違……ッ！」

　顔を真っ赤にして慌てる沙月に、琴音は優しく優雅に微笑ほほえみかけた。

「うふふ。近くの喫茶店でご一緒にランチでもいかが？」

　沙月は赤面したまま、自分のお腹を押さえて少し考え込んだ。

「お……おごりなんでしょうね？」

「ええ、もちろん」

「容赦せず注文するわよ？　デザートとかも」

「ええ、パフェでもケーキでもお腹いっぱい食べてくださいな」

「じゃあ、話だけは聞いてあげるわ」

「ありがとう」

　にっこりと琴音が微笑む。

　沙月は、仏ぶつ頂ちよう面づらでその微笑みから顔を背けつつ、立ち上がった。

　こうして、二人は揃そろって学校を出た。



　スパゲッティー・ナポリタンにチョコレートパフェ、モンブランとレモンティー。本当に沙月の注文に容赦はなかった。

　しかし、琴音の財力には蚊に刺されたほどのダメージもない。

　まして、最近は大食いのゆすらや耶や宵よいの食べっぷりをすぐ近くで見ていることもあって、余裕の表情はまったく崩れなかった。

「それじゃあ、単刀直入に用件を話すわね」

　サンドイッチと一緒に頼んだミルクティーを一口飲んで、琴音は切り出した。

「わたくしたちと手を組まない？」

「はあ？」

　フォークに巻き付けたナポリタンを口に運びながら、沙月は首を傾かしげた。

「貴女あなたはライバルである木き滝たき恋れん子こさんと決着をつけたい。そして、そのライバルが最近弛たるんでいることに不満を持っている」

「なんで知ってるのよ」

　いぶかしむような白い目で、沙月は琴音を睨にらんだ。

「生徒会の情報網をなめてもらっては困るわ」

　さすがに昨夜ゆうべのやりとりを覗のぞき見してました、とは言えない。

「木き滝たきさんの堕落の原因は帰宅しない部よ。そして、わたくしたちは規則を守らない帰宅しない部を潰つぶしたい。利害は一致するでしょう？」

「ああ、なるほど。一度彼女が魔法で動かした熊にコテンパンにされてるから、対抗できそうな私を味方に引き入れたいって魂胆ね」

　言いにくいことをしれっと言いながら、沙さ月つきはナポリタンを平らげてパフェを切り崩しにかかった。

　しかし、琴こと音ねも微笑ほほえみを崩さない。

　そのくらいのことにすぐ思い至れる頭の回転と、物もの怖おじしない度胸。それらは、逆に琴音の中で沙月の評価にプラスに働く。

「まあ、有あり体ていに言えばそういうことね。もちろん、必要ならこちらで貴女あなたに最大限の支援を約束するわ。お互い悪い話ではないでしょう？」

「……ふん。ライバルなんて言い出す以上、私と彼女の会話をどういう形でか聞いたってことかしらね。盗み聞きなんて、品性を疑うわ」

　沙月は吐き捨てるように言ってパフェを平らげ、モンブランを食べ尽くし、レモンティーをぐいっと飲み干して立ち上がった。

「ごちそうさまでした。悪いけど、私は貴女たちと組む気はないわ。素人しろうとの支援なんてたかがしれているし、足手まといは要らないの。何より、私だけの力で木滝恋れん子こを倒さなければ意味なんてないから」

　それだけ言い残して、沙月はすたすたと歩き出す。

「あっ、ちょっと待って……」

　しかし、呼び止める琴音の声になど耳も貸さず、沙月は足早に喫茶店を出て行ってしまった。

　沙月が出ていったドアを見つめて、ふう、と琴音はため息をついた。

「これはなかなか手て強ごわいわね……」

　もう一口ミルクティーを飲んで、琴音はどうやって沙月の頑かたくなな態度を崩そうかと思案し始めた。
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　夜、つまり閉門後。

　夕ゆう也やが家庭科実習室でお好み焼き（広島風）を作る準備を終えても、恋子は姿を見せなかった。

「……恋子が来ない。お腹なか減ったのに」

「確かに遅いね」

　夕ゆう也やは修理から戻ってきた携帯電話を取りだして、恋れん子この番号をコールした。

『はい、なんです？』

　十回ほどのコールの後、回線がつながって恋子の声が聞こえてきた。

「あ、恋子。もうご飯だけど、今どこ？」

『え、もうそんな時間ですか……。うーん、あたし抜きで食べちゃって下さい』

「え、でも」

『気にしないで下さい、後でコンビニにでも何か買いに行きますから』

「そんなに夢中になって何やってるの？　あ、まさかついに死体を発掘したとか？」

『発掘できてないから必死になってるんです！　ちょっと決闘することになっちゃったんで、なんとしても死体が要るんです。そういうわけで、時間を無駄にできないんで、切りますね？』

　疑問形だったにもかかわらず、夕也の返事を待たずに電話は切られてしまった。

　携帯電話をポケットにしまって、夕也は小さくため息をついた。

「恋子ちゃん、なんて言ってましたの？」

「決闘の準備で忙しいから先に食べてくれってさ」

　決闘の話を、恋子は夕也たちにしていなかった。

　もちろん、夕也たちとて覗のぞいていたことは言っていない。

「うふふ、まあ、昨日あんな凄すごいのをライバルに見せつけられちゃったんだもの、焦りもするわよね」

「うん、確かにね」

「え、ええと、昨日見ておいてなんですけど、魔法とか……今でもちょっと信じられないです……」

　眼鏡三つ編みモードの更さら紗さが控えめに言った。

「確かにそうね。でも、わたくしたちが見てしまったモノは、常識の範囲ではなかなか説明がつかないわ。貴女あなたは見ていないでしょうけど、木き滝たきさんの魔法とやらで剥はく製せいの熊が動き出して、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとやり合ったりもしているのよ？　何か科学的な説明ができるなら教えてほしいものだわ」

「うん。僕も恋子が魔法を使った現場にいたけど、あれは科学とか常識とかでは説明がつかないと思うよ」

「……そんなことはどうでもいい」

　ムスッとした顔で、しかしちょっぴり拗すねたように、ゆすらは言った。

「……群れなのに。ご飯、一緒に食べたいのに」

「あー。まあ、確かにみんなで食べた方が美お味いしいけどね。でもほら、恋子には恋子の都合があるから」

「……」

　それでも、ゆすらは不満そうな顔のままだった。

「さ、いいからご飯にしよう。お好み焼き、焼き始めるよ」

　雰囲気を変えようとことさらに明るく言って、夕ゆう也やはホットプレートのスイッチをオンにした。
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　夕也たちが食事を終えても、恋れん子こは戻ってこなかった。

　やむなく夕也はお好み焼きを容器に詰めて、割わり箸ばしやペットボトルのお茶とともに恋子に差し入れようと一人体育館の裏に向かった。倉庫地下の発掘現場を放棄した後、そこで掘っていると聞いてのことだった。

「おーい、恋子ー」

　投とう光こう器きで煌こう々こうと照らされた体育館裏では、すでに恋子がすっぽり入るほどの大穴がぽっかりと口を開けていた。

「うわあ、また派手に掘ったなあ……」

「なんですか、ゴチャゴチャと。そんな文句を言いに来たんですか？」

　ひょこっと恋子がその穴から顔を出した。

「いや、ご飯を持ってきたんだけど」

　夕也は手にしていた容器とお茶を示した。

「え、マジですか？　あたしが勝手にご飯すっぽかしたんですから、気を遣わなくてもいいのに」

「そういうわけにもいかないでしょ」

「じゃ、ありがたく頂きます」

　よっこらしょ、と恋子は穴から這はい出だしてきた。そして体育館の脇に設置された手洗い場まで走っていって、泥だらけの手を洗い、戻ってくる。

「おー、お好み焼きじゃないですか」

　容器を受け取って開けるなり、恋子は口元を綻ほころばせた。

「ごめんね。恋子がご飯来ないで頑張るってわかってれば、冷めても美お味いしいメニューにしたんだけど」

「だから、気を遣わなくてもいーですって。それに、あんたの料理なら冷めたって充分美味しいに決まってますから」

　そう言って恋子は一口食べて、

「ほら、美味しい」

　と笑った。

「それはどうも。それより、このまま決闘の日まで頑張り続けるの？」

「もちろんです。死体なしで勝てるほど甘い相手じゃねーです」

「そうなんだ」

　建前的に、夕ゆう也やは昨夜ゆうべの物理教室でのやりとりを知らないことになっている。「確かにそうかもしれないけど」とは思っても、率直に口に出すわけにはいかなかった。

「そーなんです。あんな派手な召喚をやらかしておきながら、魔力の流れが全然わからなかったですし……」

「魔力の流れ？　凄すごいね、恋れん子こにはそんなものまで見えるんだ」

「あ、ええと……見えるっていうか、たとえば、電気の流れそのものは見えなくても、詳しい人なら回路や配線を見ればどう流れてるかはわかるじゃないですか。そんな感じに近いです」

「ああ、なるほど。理屈で理解する感じ？」

「ほんのり見える感じもありますけど、まあそんなところです」

「なのに、見えなかったの？」

「うっ……。ええ、まあ」

　悔しそうに、恋子は少し言いい淀よどんで、

「さっきの電気のたとえで言えば、あたしの理解を上回る回路を組まれてるってことかもしれません」

「そんなに!?　だって、恋子って一〇〇年に一人の天才なんでしょ!?」

「そうは言われてますけどね……。まあ、系統も流派も違うんで、読みにくいっていうのはありますけど。それに、言い訳すると、あのときはこっちも焦ってましたから。そもそも、他の魔法使いと対立したりするのも初めてで、慣れてないのもありますし」

「でも、それを差し引いても強敵には違いない、と」

「……はい」

「まあ、でも、あんまり根を詰めすぎても身体からだによくないよ。いざとなれば熊の剥はく製せいだってあるんだから」

「でも、あれは制御ができませんから。命令を聞いてくれないんじゃ、あんなでっかい鬼が相手じゃ戦いにならねーです」

　最初に武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとやり合ったときに大いに戦果をあげた熊の剥製だったが、熊に通じる言葉で命令を出せない、という欠点があった。結果として恋子まで襲われるような展開になってしまった。

「そりゃそうだけど」

「それに、本来これがあたしの目的ですから。大丈夫ですって、その……」

　恋れん子こは照れたように顔を赤くしてうつむいて、

「こうして、お、お、お、お兄ちゃんがご飯を持ってきてくれたりしてくれますたりますから！」

「いや、そんなたいしたことじゃないし、後半言えてないっていうか何言ってるのかわかんないけど」

「と、とにかく、一人でやってた頃よりずっと恵まれてますから！」

「それはそうかもしれないけどさ」

「そ、それに、その、あの、……」

　恋子はますますモジモジしながら、消え入りそうな声で言う。

「来てくれたから、こうして二人きりに……」

　しかし、恋子が言い終わる前に、バーン！　と体育館と直接屋外を結ぶ扉が――つまり、夕ゆう也やと恋子のすぐ側そばの扉が勢いよく開け放たれた。

「……ユウ、恋子」

　扉を開けた当人、ゆすらが飛び出してきた。

「……シャワーに行こう」

　着替えやシャンプーなどを手に、ゆすらがガシッと夕也の腕を掴つかむ。

「兄にい様さまと恋子ちゃんの着替えもちゃんと持ってきましたの」

「あらあら、またこんな大きな穴を掘って……まったく、困ったものね」

「うふふふふ、いけない患者ね。体育祭であんなに筋肉を酷使して、ほとんど日を置かずこんなハードワークなんて。これは治療が必要ね。絶対に必要だわ。是ぜが非ひでも治療させてもらうわよ」

　口々に好き勝手を言いながら、いつもの面々がゆすらに続いてゾロゾロと出てくる。

「あーもう！」

　これまでのしおらしさから一転、恋子はいつも以上に大きな声で、

「なんでどいつもこいつも、こんなときに限って出てきやがるんですか――――ッ！」

　夜の闇やみに魂の叫びをこだまさせたのだった。



　当たり前のことではあるが、一般教室棟の更衣室に併設されたシャワールームは男女別である。

　そして、話し相手もいない上に女の子たちと比べて髪も長くない、つまり手間もかからない夕也が先に出ることになるのは、もはやいつものことだった。

　今日も夕也が先に出て待つことしばし、女の子たちは賑にぎやかにお喋しやべりをしながらシャワールームから揃そろってお出ましになった。

「兄様、お待たせですの」

「……ユウ、お待たせ」

「あ、もう、ゆすら先輩、逃げないで下さいっ！　まだ髪濡ぬれてるんですから」

　恋れん子こがゆすらを追いかけてきて、後ろからバスタオルで濡ぬれ髪がみを拭ふく。

「……がう」

「うふふ、夕ゆうくん、毎回待たせてごめんなさいね。どうしても女の子は身支度に時間がかかってしまうの」

「うん、わかってるよ」

「あら、毎回待ってるの？　柊木ひいらぎ君も律りち儀ぎねえ」

「……。ええと、御み子こ神がみさん。湯上がりのオーラは強烈すぎるので、できれば三つ編みと眼鏡のモードになってもらえませんか」

　ドキドキしながらそのボリューム満点すぎる胸元から目を背けつつ、夕ゆう也やは言った。というか懇願した。

「くすくす、えっちねえ、男の子は」

　ことさら挑発するように身体からだをくねらせながら、更さら紗さはわざとらしく胸元を隠した。

「そんな隠し方するくらいなら、服のボタンくらい上まで閉めやがれです」

「そうですの。いやらしい格好で兄にい様さまを惑わすのはやめてほしいですの」

「うふふ、夕くんったら、見たいのならわたくしに言ってくれればいいのに」

「ちょっと、琴こと姉ねえ様！　兄様がそう言ったらどうするつもりですの!?」

「そんな……言わせないで、恥ずかしい」

「秋あき月つき学がく園えんの二大巨乳が淫いん乱らんすぎるです――――ッ！」

「……ユウ、部室に帰ろう」

　ゆすらが恋子に髪を拭いてもらいながら、夕也の腕を引っ張った。

「あ、うん。そうだね」

「毎回そうですけど、部長さんは話の流れをぶった切りすぎだと思いますの……」

「まあ、でも、もうみんなシャワーを浴び終わったんだから、ここにいる意味もないし」

「うふふ、桜さくら江えさんが話の流れをぶった切りすぎというのも同感だけど、いつまでもここにいても仕方ないというのもその通りね」

「ですねー」

「じゃあ、戻ろうか」

　ゾロゾロと歩き始めて、廊下の角を曲がる。

　と、曲がった先はどういうわけか明かりが消えていた。

「あら？　来るときに明かりは点つけたはずだけれど」

　琴こと音ねが首を傾かしげた。

「誰だれかが消したんですかね。ええと、スイッチは……」

「この廊下のスイッチは向こう側にしかないはずよ？」

　琴こと音ねは壁際をペタペタ触ってスイッチを探す恋れん子こに、暗い廊下の奥を指さして言った。

「まあ、完全に真っ暗でもないから気にしなくてもいいんじゃない？」

　照明は消えていても、非常口への誘導灯は点ともっている。窓からは月明かりも差し込んでいる。少なくとも、歩くのに困らない程度の明るさはあった。

　そのとき、こつり、と足音が廊下の向こうの薄うす闇やみの中から響いてきた。

「ひっ!?」

　恋子がビクッと身を震わせて、夕ゆう也やの腕にしがみつく。

「いや、ちょ……」

　腕に感じる温ぬくもりや感触のみならず、洗い髪のシャンプーの香りまでが夕也をドキリとさせる。

「あっ、恋子ちゃんずるいですの！　兄にい様さま、怖ーい、ですの！」

　すかさず、耶や宵よいが反対側の腕に飛びつく。

「え、えーと、あはは、耶宵は甘えん坊だなあ」

「もう、隙すきあらばくっつくんだから」

　出遅れた琴音が悔しそうに言ったが、

「毎朝抱きついたりおっぱい強調してる人には言われたくねーです！」

「毎朝毎朝いい思いをしてるのねえ、柊木ひいらぎくぅん？」

　イタズラっぽく更さら紗さが笑う。

「え、ええ、まあ……。結構痛い思いもしてますけどね」

「……ユウ」

　夕也のシャツの裾すそを、ゆすらがくいくいっと引っ張った。

「え？」

「……誰だれか来た」

　ゆすらが指さした先、廊下の薄闇の中から姿を現したのは、長い髪をツインテールにした小柄な少女――土つち御み門かど沙さ月つきだった。

　相変わらず、黒い狩かり衣ぎぬ風の衣装を身にまとっている。

「騒々しいと思ったら……木き滝たきさんの足を引っ張っている仲良し集団が雁がん首くびを揃そろえてご登場なのね」

　沙月はキッと恋子を睨にらみつけた。

「そんな連中と一緒になって暢のん気きに遊んでいて、私に勝てるとでも思っているの？　なめられたものね」

「そういう挑発は感心しないなあ。人間、根を詰めすぎたってダメになるよ」

　しかし、夕也の抗弁を沙月は鼻で笑った。

「そんなの、ダメな人の自己弁護にしか聞こえないわ」

「確かに、それは一理あるとわたくしも思うわ。向上心を失ったら人間はおしまいだものね。でも、それはそれとして、もう閉門時間は過ぎているわよ？」

「今、琴こと姉ねえがそれを言っても全然説得力がないよ……？」

「あら、それは誰だれのせいかしら？」

「ええと、それは……あはは、まあいいじゃない」

　誤ご魔ま化かすように笑って、夕ゆう也やは視線を琴こと音ねから沙さ月つきへと向けた。

「君は帰らないの？　もう夜も遅いけど」

「ええ。ここは土地の力が強いから、色々と都合がいいのよ」

　そう言って、沙月は腕時計を見やった。

「確かに、もうこんな時間……暗いわけよね」

　そのまま流れるような動作で、沙月は狩かり衣ぎぬの袖そでの中――袂たもとから、ティーカップのような可愛かわいらしい燭しよく台だいと、小さな真新しいロウソクを取り出した。そのまま、燭台にロウソクをセットする。

「あらあら、ロウソクなんて、ずいぶんレトロな道具を使うのね。そっちから来たのなら、照明のスイッチを入れてくれればいいのに」

　沙月が不敵に笑った。

　そして次の瞬間、ひとりでにロウソクに炎が点ともった。

「えっ!?」

　口々に、驚きの声が上がる。

　誰もが、沙月の挙動に注目していた。

　沙月は、燭台とロウソクを取り出してセットしたのみ。マッチもライターも手にしてはいない。それどころか、ロウソクをセットし終えてからは、ロウソク自体に触れてさえいない。

「何を驚いているの？　たかだか式神に火を点つけさせただけでしょ」

「式神って……まさか、あの大鬼が……!?」

　青ざめた顔で身構える恋れん子この反応を見て、沙月は可お笑かしそうに口元を歪ゆがめた。

「私は式神が一体しかいないなんて言ってないわよ」

「い、一体じゃない……？」

「式神の式って、どういう意味か知ってる？」

「え……？」

　恋子も、他の面々も、一言も発しなかった。

「まあ、普通は知らないわよね。式は『用いる』という意味。つまり、式神とは神を使役するということ。そしてこの日本には、万物に八百万やおよろずの神が宿っている。だから、陰おん陽みよう師じの能力が及ぶ限り、式神はそこらじゅうから調達可能なの」

「そこらじゅうから……!?」

　恋れん子こが驚きよう愕がくして唇を噛かんだ。

　それはすなわち、沙さ月つきは物理教室で見せた大鬼以外にも式神を持っていて、自在に使えるということに他ならない。

「まあ、強い弱いは別としてね。かの安あ倍べの晴せい明めいだって十じゆう二に神しん将しようを使役したと言われているでしょ。高位の陰おん陽みよう師じともなれば、そのくらいの数はホイホイ使えたってことね」

　沙月はまたふふん、と笑って、

「まあ、そうやってお友達と馴なれ合あって、時間を浪費すればいいわ。そして、決闘の日にそれがいかに愚かなことだったかを思い知るのね」

「くっ……！」

　言い返すことさえできずに、恋子が沙月から目を逸そらしてうめいた。

「じゃあ、私はこれで。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　沙月が燭しよく台だいを高く掲げて唱えるなり、今度はロウソクの火がふっと消えた。

　息を吹きかけたわけでもない。

　燭台を持った手を激しく動かしたわけでもない。

　廊下の窓も開いていないので、風が吹き込んだわけでもない。

　なのに、沙月の「急々如律令」の文もん言ごんに合わせて、火は一度揺らめいて消えてしまった。

　全員が絶句する中、沙月は手にしていた燭台を放ほうり出した。

　からん、と音を立てて燭台がロウソクごと転がる。

　そして沙月は自信たっぷりの笑みを浮かべて、夕ゆう也やたちに背を向けると薄うす闇やみの中へと歩いて行ってしまった。

「……」

　その後ろ姿を、恋子は悔しそうな顔で見送っていた。

「くっ、また見えなかったです……」

「何がですの？」

「もしかして、例の回路のこと？」

　夕也の問いに、恋子は小さくうなずいた。

「いくらなんでもおかしいです。あの程度の小手先の、簡単な魔法で、まったく魔力の流れが見えないなんてありえねーです……」

「どういうこと？」

「普通しないし、簡単にはできないんです。お父さんやお母さんだって、完全に魔力の流れを隠すなんて無理だと思います」

「ええと、恋子のお父さんは陰陽師で、お母さんは占せん星せい術じゆつ師しだっけ？」

「そうです。しかも、二人ともそれなりに腕がいいって名は通っているんです。それに、魔力の流れを隠す技術も各流派にありますけど、いくらなんでも今のはメリットがないです。普通、隠すのはどんな魔法かわからせないためにやるんですから、すぐに効果がわかるような魔法には使わないんですよ。今の魔法で完全隠いん蔽ぺいなんて、スーパーコンピュータ並みの機材を駆使して豆電球一個灯ともすようなもんですから」

「魔力がどうとか、話の流れが今ひとつわからないけど……」

　顎あごに人差し指を当てて、少し思案しながら、琴こと音ねが口を開いた。

「たとえば、自分の実力を誇示するため、とは考えられないかしら？　木き滝たきさんをライバル視しているなら、充分な理由になると思うけど」

「確かに、そんな感じに見えましたの」

「そう言われると、やりかねない気がしてきます……」

「ないとは言い切れないね」

　夕ゆう也やは床に転がった燭しよく台だいとロウソクを拾い上げて、あちこち眺めたり触ってみたり、挙げ句ロウソクを折ってみたりして、

「やっぱり、何も細工はないか」

　と呟つぶやいた。

「そりゃそうです。陰おん陽みよう師じが小細工をする理由がねーです」

「うん、まあ、そうなんだけど」

「けど？　なんなのよ？」

　更さら紗さが首を傾かしげた。

「何かが引っかかるんだよね。恋れん子こが言うように、メリットが薄いと思うんだ。実力をアピールするにしても、ちょっと回りくどい気がする。どうせ誇示するなら、もっと派手にわかりやすくやる方が効果的でしょ？」

「そうね。でも、もしかしたらそういう技術が得意な子なのかもしれないわ。だったら、得意なことで実力を誇示するのも普通でしょう？」

「まあ、そう言われると反論できないんだけどさ」

「考えるだけ無駄なんじゃない？　魔法だかなんだか知らないけど、そんな理解もできないモノを素人しろうとのあたしたちがあーだこーだ言い合ったところでどうなるもんでもないわ。そのロウソクや燭台にしても、何か仕掛けがあったって、それが魔法的な仕掛けなら、柊木ひいらぎ君が調べたって何もわからないわよ」

　肩をすくめながら、更紗が投なげ遣やり気味に言った。

「確かにね。でも」

「兄にい様さま、いやにこだわりますのね」

「うん、上う手まく言えないんだけどね。専門家の恋子がおかしいって思うなら、やっぱり何か変なんだと思う。たとえば、もう結構夜遅いよね？　僕らがご飯を食べた頃にはとっくに外は暗くなっていたし、恋れん子こだって穴を掘るのに投とう光こう器きを使ってたし」

「がう」

　ゆすらがうなずいた。

「でしょ。しかも、彼女はこの暗い廊下を歩いてきた。なのに、わざわざ時計を見て、もうこんな時間、暗いわけだ、なんて言うかな？　そんなこと、とっくにわかっていたはずなのに」

「言われてみると、確かにそうねぇ」

　更さら紗さが豊かすぎる胸の前で腕を組む。他の面々も、なるほど、という顔でうなずいた。

「なんでそんなことを言ったんだろう、って思うと、色々気になっちゃってさ。恋子が疑問を感じるからこそなんだろうけど、なんだかところどころで違和感みたいなものがある気がするんだよ」

「でも、夕ゆうくん、すべての言葉に意味があるとは限らないわよ。人間、意味のないことや勘違いでものを言うことだってあるわ」

「うん、それはそうなんだけど」

「……。とにかく、みんなは先戻って下さい。あたし、もう少し掘ってから寝ます」

　真剣な顔で、恋子は言った。

「え、せっかくシャワー浴びたのに？」

「そんな悠長なことを言ってる場合じゃねーです！　確かになんだか変な違和感はありますけど、強敵なことに変わりはないんです。こうしちゃいられねーですっ！」

　恋子は言うなり、体育館裏に向かって駆け出していった。

「……」

　そして、そんな恋子の背中を、ゆすらは不満そうに見つめていた。



　　　＊



　翌日――恋子の決戦まであと五日の木曜日。

　六月も中旬になると、プール開きがやってくる。設備に恵まれた秋あき月つき学がく園えんのプールは三つあり、そのどれもが開閉式の天井を備えた全天候型なのでオールシーズン使用可能である。水泳部などは季節を問わず練習に使用しているが、初夏、体育の授業で水泳が行われる最初の日は慣例的にプール開きと称していた。

「プール開きとか言っても、結局体育は男女別なんだよな」

　体育の授業中、プールサイドに座って雅まさ紀きがぼやいた。

　女子は三つあるうちの別のプールを使って授業をしていて、建物自体が別棟なので、今いる男子のプールからは遠目に見ることさえ敵かなわない。

「どうせ雅まさ紀きはうちのクラスの女の子に興味ないでしょ？」

　となりに座って、揶や揄ゆするように夕ゆう也やが言う。

　雅紀はそれに対して肩をすくめて、

「そりゃないが、それでも野郎の裸ばっかりよりは百倍いいだろう」

「なるほど、確かに」

　プールを見渡して、その光景の華の無さに夕也は苦笑した。思えば、最近はこれだけ視界に女の子が入ってこない時間も珍しい。

「そういえばさ」

　ふと、思い出したように夕也は言った。

「うん？」

「雅紀って、非科学的なものは信じる方？」

「突然なんだ？」

「いや……ほら、例の彼女、土つち御み門かどさんさ」

「……」

　土御門という名前が出た瞬間、雅紀は身を強こわばらせた。

「彼女、そういう家の人らしいんだ。由緒正しい陰おん陽みよう師じの家系なんだって」

「そ、そうなのか。まあ、名字からしてそんな感じではあるが」

「うん。それで、なんか帰宅しない部のエースと魔法対決するみたいな流れになってるんだよね」

「エースって……この前会ったポニーテールの？」

「そう。恋れん子こもそんな家柄でさ、ざっくり言うと家同士が昔からライバルみたいな感じらしくて」

　雅紀は夕也の言葉に苦笑した。

「どうにも……体育祭のときといい、夕也たちは何かとトラブルに巻き込まれるな」

「なんでだろうねえ。でもまあ、衝突して生まれる友情もあるだろうし、恋子が仲良くなってくれれば雅紀を紹介することもできるだろうし」

「い!?　いや、その……俺おれのことは別に……。にしても、魔法対決って、恐ろしく予想外な展開になってるな」

「だねえ」

「で、実際のところどうなんだ？」

「え？　何が？」

「夕也はこの前、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに勝ったときに俺が『どんな魔法を使ったんだ』って訊きいたら『まさに魔法を使った』って言ってたじゃないか。本物なのか？　その魔法ってヤツは」

「あ、覚えてた？　さすがの記憶力だね。うーん、少なくとも、恋れん子この魔法は本物だと思う……って言ったら信じる？」

「正直、バカバカしい、とは思う。でも、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい撃退なんて奇跡を見せられると、そんな常識外の切り札でもあったのかな、と頭の片隅では思う。何より、お前が意味もなくそんな嘘うそをつくとも思えないしな」

「恋子は、校長室にあった熊の剥はく製せいを動かして見せたんだ。熊の剥製は大暴れして、武装風紀委員部隊の連中を苦もなく叩たたきのめした。隊長格の人たちまでね。あれは本物だよ。少なくとも、科学的に説明できるとは思えない」

「確かに、その話が本当ならそうかもな。動かすだけならともかく、ガチで有段者揃ぞろいの猛も者さどもに勝てるほどとなると……。でも、彼女――そ、その、つ、土つち御み門かどさんの方は言葉を濁すんだな」

「んー、いや、凄すごいとは思うよ。半透明の鬼みたいな化け物を喚よび出してみせたり、手も触れずにロウソクに火を点つけたり消したりとか……信じないわけにはいかない感じなんだけどさ」

「けど？」

「うちのエースにして唯一の専門家が、違和感を抱いだいている」

「なるほどな」

「まあ、僕が言いたいのは、そういうちょっと世界が違うかもしれない人みたいだけど、雅まさ紀きはそれで怖おじ気けづいたりしないよね？　ってことかな」

「ああ、そういうことか。その点は問題ない。その程度のことで、俺おれの恋心とロリ魂が揺らぐものか」

　キッパリと、雅紀は言い切った。

「うん、だと思った」

　夕ゆう也やは笑って、

「じゃあ、本格的に外堀を埋めることを考えないとなあ」

　そうつぶやきながら立ち上がってコキコキと首を鳴らし、勢いよくプールに飛び込んだ。
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　閉門後。

「せっかくプール開きしたんだから、今日は泳ぎに行きたいですの！」

　部室でそう言いだしたのは耶や宵よいだった。

「私も兄にい様さまと一緒にプールで泳ぎたいですの！」

「いや、水泳の授業は男女別だから、僕は今日ここにいる誰だれとも一緒には泳いでないよ」

「……ユウと一緒に泳ぐ」

「ゆすらまで……」

「感心しないわ。この上、プールまで無断使用するなんて」

　琴こと音ねが眉をひそめた。

「じゃあ、琴こと姉ねえ様は来なければいいんですの」

「あら、そういうわけにはいかないわ。せめてわたくしくらいは監視していないと、不安でしょうがないもの」

「一緒に泳ぎたいなら素直にそう言えばいいと思いますの」

「耶や宵よいちゃん、建前って凄すごく大事なのよ？　特に、大人になると」

「それって、認めてるのと一緒ですの」

「僕が言うのもなんだけど、さすがに流されすぎじゃない？　体育祭の件もあったことだし、もう少し自重した方が」

「あら、でも、夕ゆうくんたちが泳ぐって言うなら仕方ないじゃない？」

「えー、そうなの……？」

「ふん、どうせ水着勝負なら自分が一番だと思ってるに違いないんですの。まあ、私は構いませんけど」

「あら、そんなことはないわよ？」

　そう答えつつも、琴音の視線は宙を泳いでいた。

「って話になってるけど、どうする？」

　夕ゆう也やは恋れん子こと更さら紗さに訊きいた。

「え、ええと……私は、別に…………」

　うつむいてモジモジしながら、眼鏡三つ編みモードの更紗が言った。明確な肯定はないが、否定もないということは反対ではないのだろう。

　が、恋子は。

「あ、あたしはいいんで、みんなで泳いできて下さい」

　汚れてもいいようにとジャージの上下を着込んで、軍手を装着しながら、振り返りもしないでそう言った。

「じゃあ、あたしはやることがあるんで」

　恋子は、そのまま部室を出て行った。

　残された面々は顔を見合わせる。

「……恋子は群れの規律を乱しすぎてる」

　ムスッとした顔で、ゆすらが呟つぶやいた。

「確かに、最近の恋子ちゃんはちょっと勝手すぎる気がしますの」

「まあまあ。強力なライバルが現れたんだし、昨日はあんなことまで言われちゃったし、熱くもなるでしょ。決闘が終わるまでは仕方ないよ」

「いずれにしても、あんまり学校を穴だらけにしないでほしいものだわ」

　腕を組んで、困ったように琴こと音ねは嘆息した。



　外がもう暗くても、天井付きの全天候型プールでは照明を点つけてしまえば何の不自由もない。

　プールサイドには夕ゆう也やが一番乗りだった。水着に着替えるにあたって、女性より男性の方が手間がかからないのだから当然の結果である。

「……ユウ」

　真っ先に姿を現して駆け寄ってきたのは、名札付きスクール水着を着用したゆすらだった。小柄な上に、恋れん子こほどではないにしても胸もアレなので、似合うことこの上ない。

　ただ、水着姿でもオオカミさんリュックを背負い、腰には革のベルトとそれで吊つったナイフを提げているのはどうだろう、と夕也は首を傾かしげた。

「リュックもナイフも濡ぬれちゃうよ？」

「……泳ぐときはさすがに外して置いておく」

「そりゃそうか。でも、だったら外してくればいいのに」

「……警戒は怠れない」

「何を警戒してるの……？」

　何か独自の理論というか、主義主張があるらしい。

　そして、次いで青系チェック柄のワンピース水着を着た耶や宵よいが胸を揺らしながら、

「兄にい様さまぁーっ！」

　と駆けてきた。一歩ごとに、未いまだ発育中ながら平均値をかなり上回っている胸が大きく揺れる。

「うん、可愛かわいい。超似合ってる」

　一目見るなり、夕也は言い切った。

「まあ、耶宵はたいてい何を着ても似合うけどね」

「やだ、兄様ったら。ホントのこととはいえ、嬉うれしいですの」

　甘えた声で言いつつ、耶宵はすっと夕也の腕を取った。

　可愛い可愛い妹に甘えられて、夕也の目め尻じりがデレッと下がる。

「あらあら、今に始まったことではないけれど、夕ゆうくんのシスコンぶりも耶宵ちゃんのブラコンぶりも困ったものね」

　その声のした方に目を向けると、ビキニ姿の琴音がモデルさながらのウォーキングで近づいてきていた。

　いわゆるホルターネックの水着には大輪の真っ赤な花が描かれ、その肌の白さと立体的すぎる谷間を彩いろどっている。

　駆けてきた耶や宵よいとは対照的にゆっくり歩いているだけだというのに、その女王然とした胸は耶宵のそれ以上に大きく揺れていた。

「うわ、凄すごい迫力……！　っていうか、なんで耶宵も琴こと姉ねえも学校指定のヤツじゃない水着をキッチリ準備してるの……？」

「あら、それが女の嗜たしなみというものよ？」

　琴こと音ねはそう答えて前髪をかき上げた。その動作でまた、大きな胸がふるんと揺れる。

「ぐぬぬ……」

　悔しそうに、耶宵が夕ゆう也やの腕を握る手に力を込めた。

　琴音は勝ち誇った笑みを浮かべた。

　しかし、その笑みも数秒で消え去った。

「お・待・た・せ」

　髪を解ほどいて眼鏡を外し、赤いルージュを引いた更さら紗さは、全員の想像以上に布の面積が大きい水着を着ていた。

　セパレートタイプではあるものの、下はハイレグどころかホットパンツに近い形状である。タンクトップとブラの中間のような、いわゆるハーフトップの上も、水着というよりレースクイーンの衣装に近いように見えた。

　が、上下ともルージュと同様に赤のその水着は、二カ所ほど、虫食いのようにハート形にくりぬかれていた。

　胸元と、右側のお尻しりのあたりが。

　赤い水着に、素肌の色がきわどく映える。

　特に胸元のハート形虫食いからは、深すぎる谷間がバッチリとのぞいていた。

「破は廉れん恥ち！　破廉恥すぎますの！」

「がう」

「そうかしら？　ハイレグですらない下の角度は大人しいし、横乳すら見えない慎つつましやかな水着だと思うわよ？」

「白々しいですの！　ピンポイントで見せる気満々ですの！」

「本当に、いくら授業中ではないからといっても、ここが学校であることをわきまえてほしいわ」

「いや、それ、琴姉も……」

「あら。なあに？　夕ゆうくん」

「いえ、なんでもないです……」

「……ユウ。それより、泳ごう」

　ぐいぐいと、ゆすらは夕ゆう也やの耶や宵よいにしがみつかれていない方の腕を引っ張った。

「いや、ちょ、待ってよ。泳ぐ前にやることがあるでしょ。それに、リュックとナイフも外さないと」

「……やること？」

　ゆすらが首を傾かしげた。

「そりゃ、泳ぐ前にやることといったら、準備た……」

「人工呼吸の練習ですの！」

「はあっ!?」

「さあ、兄にい様さま！　練習ですの！」

　ぐっと、耶宵が顔を夕也の顔に近づけた。

「いやいやいや、何を言ってるの、耶宵」

「そうよ。耶宵ちゃん、そんなのはおかしいわ」

　あわあわしながら、夕也はそう言った琴こと音ねに助けを求めた。

「だよね！　言ってやってよ、琴こと姉ねえ！」

「ええ。その練習は、生徒会長のわたくしからまず行うべきだわ！」

「なんでそうなるの――――ッ!?」

「それも違うわよ、そういうことなら、きちんと専門家の指導を受けるべきでしょ？　具体的には、あたしの」

「はあ!?　ちょ、御み子こ神がみさんまで!?」

「言っておくけど、あたしに下心は全然ないわよ？　勉強した救急医療を実践してみたいだけで」

「そんな水着でアピールしてる人が下心がないとか、信じられないですの！」

「それは偏見というものよ。この水着は他人の目なんかどーでもいい、あたしの趣味全開の逸品なんだから」

「ただの露出狂ですの！」

「黙りなさい、小娘」

「……おっぱいさん、人工呼吸は何？」

　ゆすらは琴音に訊きいた。

「溺おぼれてしまった人の呼吸を回復させるために、口うつしで息を吹き込む救急処置のことよ」

「いや、琴姉、人工呼吸はマウス・トゥ・マウスだけじゃないよ……？」

「いいえ、今この場ではそれ以外認めないわ」

「そうですの！　さあ、兄様、練習しますの！」

「ええっ!?　おかしいよ、そんなの！」

「……じゃあ、それは私がやる」

「あら、後から言い出して割り込もうなんて虫がよすぎるわ」

「そうですの」

「……私はユウと口うつししたことがある。揉もめる必要もない」

　その一言で、琴こと音ねと耶や宵よいはぴしりと額に青筋を浮かべた。

「あらあら、過去がどうであれ、今はそんなこと関係ないのよ？」

「そうですの！　それに、勝手に部長さんがしたんだって聞きましたの！　そんなの、回数に入りませんの！」

「……負け犬の遠とお吠ぼえ」

　それを聞いて、また琴音と耶宵がムキーッと半ギレ状態になる。

「もういい加減にしてよ――――ッ！　今はツッコミを入れて止めてくれる恋れん子こもいないんだからさあ！」

　悲鳴にも似た夕ゆう也やの叫びを聞きながら、更さら紗さは苦笑混じりにため息をついた。

「信頼し合う仲間っていうより、完全に恋のライバルじゃない。体育祭でのあの団結はどこに行ったのかしら」

　そして、ぎゃあぎゃあと騒ぐ面々を眺めつつ、

「でも、みんなすごく楽しそう……」

　眩まぶしそうに目を細めた。
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　泳いだ後は、バーベキュー。

　それが様式美である、と強く主張したのは琴音だった。

　そして琴音に促されて中庭に出てみると、すでに熱くなった鉄板も折りたたみ型のテーブルや椅い子すも食材が満載のクーラーボックスもしっかりと準備されていた。

　テーブルの上には、ランタン型の電灯が光と一緒にアウトドア的な雰囲気までも一面に放っていた。

　そして、

「ちょうど食べ頃でございます、お嬢様」

　ウルフカットにパンツスタイルのジャケットをクロスタイでビシッと着こなした、執事然とした凛り々りしい女性が、そんな服装の上にウエスト・エプロンを着用して、恭うやうやしく一礼した。

　その背後に控えていた五人のメイドたちも、合わせて頭を下げる。

　そしてメイドたちの近くの火にかけられた鉄板の上では、様々な食材が香ばしく焼けていた。

「ご苦労様。早速始めてちょうだい？」

「かしこまりました、お嬢様」

　執事＆メイドの六人が声を揃そろえて言い、言うなりテキパキと焼けた肉や魚介を紙皿にとりわけ始めた。

「な……何この学校に場違いな光景」

「いつもごちそうになってばかりだもの、たまにはいいでしょう？　この鮫さめ島じまは色々な経歴を持っている凄すご腕うでなの。料理人としても、有名ホテルのレストランで腕を振るったことがあるそうよ。腕は確かだから、期待してくれていいわ。でしょう？　鮫島」

「恐れ入ります。が、ホテルの料理とバーベキューは別物ですので」

　受け答えしつつも、執事然とした鮫島とメイドたちは夕ゆう也やたちの行動をすべて見透かしたかのように、指示もなしに一切無駄のない動きで給仕を開始する。

「どうぞ」

　ゆすらに差し出された紙皿には、美お味いしそうに焼けた牛肉が乗っていた。ニンニクの香りが食欲をそそる。

　大好きな肉。

　美味しそうな肉。

　――でも。

　受け取った皿を見つめながらも、ゆすらはなんだか素直に喜べないでいた。

「……ユウ。恋れん子こは」

「あ、そうだ。恋子にもご飯だって伝えないと」

「どうせ来ないと思いますの」

「まあ、それでも、ね」

　夕也が携帯電話を耳に当てる。そしてしばらく話すも、やがてため息とともに首を横に振った。

「自分抜きでやって下さい、の一点張りだよ」

「では、木き滝たき恋子様が体育館裏にいらっしゃることは確認済みですので、あとでメイドのひとりに持って行かせようと思います。それでよろしいでしょうか？」

「え？　あ、はい、お願いします」

　携帯電話をポケットに仕し舞まいながら、夕也は鮫島に答えた。

「かしこまりました。お任せ下さい」

　――そういうことじゃ、ない。

　ゆすらは不機嫌丸出しで頬ほおを膨らませた。

　ゆすらは一口も料理に手をつけず、皿をテーブルに置いた。

　その様子に、夕ゆう也やも琴こと音ねも耶や宵よいも驚いた顔をする。

「ゆすら、どうしたの？」

「……恋れん子こを呼びに行く」

「あ、あの、ええと、気持ちはわかりますけど、無駄じゃないでしょうか？　こ、これまでも来なかったですし……」

　水着から一転、三つ編み眼鏡に戻った更さら紗さがおずおずと言った。

「まあ、そうだね。今回、恋子はかなり本気になってるから」

「……群れは一緒に行動するべき」

「とはいえ、僕らに恋子がやりたいことを止める権利はないからね」

「……でも」

「邪魔をしたら、きっと恋子は怒ると思うよ」

「……」

　ムスッとしたまま、ゆすらはうつむいた。

「仲間が真剣に頑張ってるんだから、見守ってあげようよ。広い心で仲間を応援してあげるのも、ボスの役目だと思うよ？」

「……でも、恋子がいないと寂しい」

　うつむいたまま、ぽつりとゆすらは呟つぶやいた。

「うん、まあ、そうだね。でも、別に恋子だって帰宅しない部を辞めたわけじゃないし、ゆすらが嫌いで出て行ったわけでもないんだから」

「……」

　不機嫌そうに「うー」と唸うなって、ゆすらはテーブルに置いた皿を取り、やけくそ気味に肉を口に運び始めた。



　しばらくして、ゆすらがピタリとやけ食いの手を止めて勢いよく振り返った。

「え、何？　どうしたの？」

　そのゆすらの視線の先には、暗がりに光る双そう眸ぼう。そして。

「にゃあ」

「ネコ……ですの？」

　白と黒のぶちネコだった。

「お嬢様、野良だったりしますと、食事中は衛生的にも問題があります。追い払いましょうか？」

「そうねえ」

　琴音が思案していると、

「……おっぱいさん、待って」

　ゆすらが、ネコに近づいていった。そしてその鳴き声をしばらく聞いて、

「……お腹なかが空すいたって言ってる」

「そりゃまあ、匂においにつられて来たんならそうなんだろうけど」

「……もう三日も何も食べてないって」

「どうしてそんなことまでわかりますの？」

「……ネコがそう言った」

「え？　まさかゆすら、ネコの言葉がわかるの？」

「がう。ときどきネコ訛なまりがきつくて困る」

「ネコ訛りって……」

「あらあら、本当に？　じゃあ、試しにその場で三回回まわってって言ってみてもらえるかしら？」

「……それをできたらご飯をあげる？　粗そ相そうはしないように言い聞かせるから」

「ええ、もちろんいいわよ」

　ゆすらはうなずき、ネコに向かって、

「……がう」

　すると、ネコはその場でくるくると三回回って見せた。

「うそ……！　ホントに言うことを聞きましたの！」

「あらあら、信じられないわ……」

「っていうか、仮にネコの言葉がわかるとしても、なんで三回回れが『がう』のワンフレーズで伝わるの」

「……そもそも、言語の形態が人間の言葉と全然ちがう。一個一個単語に意味を当てはめるんじゃなくて、情報をギュッと圧縮する」

「うん、概念が違いすぎてよくわからないよ」

「し、し、信じられません……。す、すごいです……」

　呆あつ気けにとられた更さら紗さの眼鏡がずり落ちた。

「……すごい？　別に、普通のこと」

「いやいや、全然普通じゃないって」

「もう、魔法とか陰おん陽みよう道どうとかだけでも混乱してるのに、今度は動物と喋しやべれるなんて、わたくしたちの常識っていったいなんだったのかしら」

「……約束。おっぱいさん、ネコにご飯」

「え、ええ。そうね、鮫さめ島じま、そのネコに何か食べさせてあげてちょうだいな」

「かしこまりました」

　鮫島は生の肉や魚介を適当に盛り合わせて、その紙皿をメイドに渡した。そしてメイドがネコの元へ歩み寄り、紙皿をネコの前に置いた。ネコはゆすらに一声「にゃあ」と鳴いて、勢いよくエビを囓かじり始めた。

「すごい食べっぷりですの」

「そうだね。ゆすらと耶や宵よいと同じくらいの食べっぷりかもね」

「私、あんなにがっついていませんの」

「うふふ、耶宵ちゃん、貴女あなたはもう少し自分を客観視した方がいいわ」

　ムスッと耶宵が頬ほおを膨らませた。

「まあ、作る側としてはもりもり食べてくれた方が嬉うれしいけどね」

「そうですの！　さすが兄にい様さまですの！」

「あ、あの、ええと、その……」

　誰だれに伝えればいいのかわからない、という感じでおろおろして、更さら紗さは校舎の方を指さして示した。

　そこには、食事する面々の様子をこそこそ窺うかがう沙さ月つきがいた。

「あれ、どうしたの？　恋れん子こなら今日はいないよ？　君との決戦に備えるんだって躍起になってる」

「べ、別に、私は……」

　沙月が何かを言おうとしたその瞬間。

　ぐぅぅ。

　大きな音が、夜の中庭に鳴り響いた。

「……お腹なかの音。お前もお腹空すいてる？」

「あらあら。もしよかったら、一緒に食べていく？」

　琴こと音ねが微笑ほほえんでそう訊きくと、沙月は顔を真っ赤にして走り去って行ってしまった。

「うふふ、照れ屋さんね。恥ずかしがらなくてもいいのに」

「え、ええと、この時間に空腹って、晩ご飯食べてないんでしょうか……？」

「さあ、どうかしらねえ。それにしても、あの子、いつもお腹の虫が鳴っているのね」

「え？　いつも？　前にもそんなことがあったの？」

「あら。うふふ、どうだったかしら」

　そうとぼけながら、琴音は不敵な笑みを浮かべた。

「その笑み、やだな。琴こと姉ねえ、何を考えてるの？」

「さあ。きっと、夕ゆうくんと同じようなことじゃないかしら」

　やっぱり、とでも言いたそうな顔で、夕ゆう也やは困ったように肩をすくめた。
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　深夜。

「ね、ねえ……」

　夕ゆう也やは恋れん子こに揺すられて目を覚ました。

「あ、恋子、戻ってきたの……？」

「え、ええ、たった今……。それで、ですね？」

「あー、はいはい、いつものやつね。にしても、ここに戻ってくるついでにトイレに寄ってくればよかったのに」

「そ、それができねーからお願いしてるんです」

「……なるほど」

　そして、他の女の子たちを起こさないように気をつけて、夕也と恋子は部室を出た。

「で、調子はどうなの？」

　暗い廊下を並んで歩きながら、夕也は訊きいた。

「全然です。はあ。ホントにこの学校、古こ戦せん場じようだったのかって感じですよ、もう」

「まあ、三年掘って何も出なかったんだしねえ。この一週間で成果を求める方が無む茶ちやかもしれないね」

「でも、やるしかねーんです。あたしが負けたら、あたしだけじゃなくてお父さんの名前にまで傷がつくんですから」

「うん、まあ、わかるんだけど……少しは息抜きも必要だと思うよ？　ゆすらも寂しがってるしさ」



    

  
    
      



    

  
    
      「もう後何日もないのに、遊んでる暇なんかねーです！　どうせ水着勝負であの巨乳二人に勝てる見込みなんてないですし」

「いや、別に争わなくても……。確かにあの二人はすごかったけど」

　ムッとした顔をして、恋れん子こはわざとらしく夕ゆう也やの足を踏んだ。

「痛っ！」

「あららー、ごめんなさいですー」

　夕也は涙目で恨めしそうに恋子を見るが、恋子は素知らぬ顔である。

「酷ひどいよ恋子……。って、あれ……？」

　夕也は前方の廊下の闇やみの中で揺れている光に気がついた。

　同時に恋子もそれに気がついて、「ひ」と怯おびえた声を上げて夕也の腕にしがみついた。

　懐中電灯の光とは明らかに違うそれは、ゆっくりと近づいてくる。

「こ、こ、こっちに来ます……っ」

「う、うん」

　やがて、近づいてくるにつれ、それはロウソクの光であることがわかった。

　そして、そのロウソクを手にした人物の姿も徐々に見え始める。

「土つち御み門かど……さん」

「ふうん、夜中にこっそりデートなんて、余裕じゃない」

　可愛かわいらしい声で小こ馬ば鹿かにしたようにそう言った沙さ月つきは、先日と同じ燭しよく台だいを右手に持って、やはり昨日と同様に狩かり衣ぎぬ風の衣装をまとっていた。

「べ、べ、別にッ、で、デートとかじゃねーです！」

「うん。トイレに行くだけだよ」

「……あっさり否定されても寂しいものがあるです。せめてちょっとは焦るとか照れるとか、何かあるべきじゃないんですかっ」

「え、なんで？」

「うるせーです！　なんでもないですっ」

「えーと……あはは。それより、君こそこんな時間に何を？」

「何って、決戦の準備に決まってるでしょ。夜中は色々なモノが活発に動き回る時間帯だから、捕らえるにはちょうどいいのよ。ホラ、ここにも！」

　言うが早いか、沙月は何かを掴つかむように、左手をロウソクの炎の真上で動かした。ふんわりとしたツインテールが、その動作に揺れる。

　そして、その左手を夕也と恋子の前に示す。その掌てのひらの上では、炎が揺らめいていた。

「なっ」

「ひ、ひ、火が……！　は、早く消さないと火傷やけどしちゃいますっ！」

「平気よ。素人しろうとにはこれがただの火に見えるのね。これは、この場を漂っていた精霊のようなモノよ」

　確かに、沙さ月つきは掌てのひらの上で火を燃やしながら、涼しい顔をしている。

「さあ、私に従いなさい。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　そう唱えて、沙月は左手の炎を握りつぶした。

　途端、パッと炎が消え去った。

「え……ちょ、ホントに火傷やけどとかしてないんですかっ!?」

　恋れん子こが沙月の左手を掴つかんで、まじまじと見つめた。

　手を掴まれて、沙月は照れたように顔を赤くして、

「ちょっ、気安く触らんといて！」

　と焦ったように手を引っ込めた。

「あ、ごめんなさいです」

「べ……別に、まあ、心配してくれたんでしょうけど！　ほら、火傷なんてちっともないでしょ！」

　沙月は赤い顔のまま、改めて左の掌を恋子に示した。その手は沙月の言うように綺き麗れいなままで、火傷の痕こん跡せきどころか赤くなっている形跡さえなかった。

「え、あ、ホントに火傷もなんにもないです……」

「あ、当たり前よ、まったく！」

　手を間近で見つめられて、沙月は赤い顔のまま、困ったように恋子から目を逸そらした。

「あのさ」

　そんな沙月に、夕ゆう也やは思案しながら声をかけた。

「この前みたいに、そのロウソクの火、消してみせてもらえないかな」

「……はあ？」

　沙月は恋子に向けていた照れ顔から一転、小生意気な上から目線顔を夕也に向けた。

「暗いから照明に使っている火を、どうして意味もなく消さなきゃいけないのよ」

「また式神に点つけさせればいいじゃない」

「あのね、じゃあ貴方あなたは意味もなくこの廊下をダッシュで往復しなさいって言われたらホイホイやるの？　式神を使うのにだって労力がいるの。意味もなく火を消してまた点けるなんてごめんだわ」

　言うなり、沙月はぷいっと夕也たちに背を向けてスタスタと廊下の奥へ早足で行ってしまった。

「あ、行っちゃいました」

「だね」

「なんであんなことをお願いしたんです？」

「本物ならまたやってくれるかなって思ったんだけど」

「本物なら？」

「うん。あ、今回はどうだった？　魔力の回路、見えた？」

「あ、いえ、全然……」

「ふーむ。で、恋れん子ことしてはどう思う？」

「どうって言われても……もう魔力の隠いん蔽ぺいを全力でやる人なんだと理解するしかないです。どっちにしても、こっちはこっちでやるべきことをやるしかないですから」

「ずいぶん潔いね」

「だって、あたしはまだ死体を掘り当ててないですから。こっちのカードが揃そろってないのに相手の手札を気にしたって始まらねーです」

「ごもっとも」

「でも……確かに、彼女の陰おん陽みよう道どうはちょっと妙なところもあるんですよね」

「妙なところ？」

「ええ。たとえば、最初の物理教室で、縦線と横線を手で描きながら呪じゆ文もんみたいなの唱えてたんです」

「うん、やってたね」

「やってたね？　なんであんたが知ってるんです？」

　白い目で、恋子は夕ゆう也やを睨にらんだ。

「あ。いや、その……」

　反射的に、夕也はその視線から目を逸そらす。

「見てたんですか？　こっそり？」

「……………………ごめん」

「もしかして、他のみんなも？」

「うん、まあ、……悪気はなくてさ。ホラ、やっぱ心配だし。万が一、何かの罠わな的な可能性だってあったし」

　恋子は呆あきれたように大きなため息をついた。

「まあ、別にいいですけど」

「ごめん。で、その動作の何がおかしいの？」

「あ、はい。あれはドーマンっていって、修しゆ験げん道どう系呪術とかの九字、ほら、マンガとかでよくある『臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陳じん列れつ在ざい前ぜん』ってやつ、あれの陰陽道版なんです。かの有名な蘆あし屋や道どう満まんにちなんだ名前らしいですけど」

「ああ、九字ってのはなんか聞いたことあるね。あの、手で印とか組みながらやるヤツでしょ？」

「はい、それです。でも、あれって、魔ま除よけとか悪いモノを調ちよう伏ぶくするとか、そういうときに使う手法なんです。あたしもお父さんから初歩の初歩を教わってるだけなんで詳しくはないんですけど、式神を喚よんだりするときには普通使わないと思うんですよね」

「ははあ、使い方が違うと」

「はい。まあ、でも、流派とかが違えばやり方も違ってくるんで、絶対おかしいって言い切れるわけじゃないですけど」

「うーん、怪しいっちゃ怪しいけど」

「さっきからそんな反応ばっかりですね。つまり、あんたは何が言いたいんです？」

「ぶっちゃけると、土つち御み門かどさんの陰おん陽みよう道どうは本物なのかどうか、ってことかな。なんとなくだけど、燭しよく台だいとロウソクを確認させた手口なんか、手品のそれに近い気がするんだ」

「手品……」

　夕ゆう也やの言葉を聞いて、恋れん子こは数秒考え込んだ。

　そして顔を上げて、

「でも、やっぱり彼女のは本物だと思います。だって、最初の物理教室の式神、あれはインチキでできるレベルじゃないと思いますよ？」

「そうなんだよね。あそこまで大がかりなことが、果たして手品でできるのか……」

「そもそも、手品であたしに挑んでくる意味がわかんねーです」

「うん、確かに。僕の勘違いなのかなあ……」

　夕也が困り顔で頭を掻かいた。

「まあ、わからないことを考えてもしょうがねーです。それより早くトイレに行きましょう、トイレに」

　恋子ははにかみながら、ためらいがちに夕也の腕を取った。

「え？　あ……」

　腕に感じる、ゆすらや耶や宵よいの積極的なボディタッチとは明らかに違う、控えめな、探りながらのような柔らかい触れ方。

　少し恥ずかしそうに、上目遣いに見つめてくる恋子。その表情に夕也はドキッとして、言葉が出てこなかった。

　顔が熱くなる。

　そして、二人の照れた視線が絡まり合う。

　時間が止まったような、二人だけの世界。

　が、その瞬間。

「あおぉぉ――――――――――――んッ！」

　遠とお吠ぼえしながらダッシュしてきたゆすらがタックル気味に夕也にしがみついた。

「うわっ！」

「ちょ、ゆすら先輩、なんで急に出てくるんですかっ！」

「……ユウ、私もトイレに行く」

「無視すんじゃねーです！　っていうか、邪魔すんじゃねーですッ！」

　恋れん子この怒号は、暗い廊下をどこまでも反響していった。



    

  
    
      第三章　学園セパレイション



　夜が明けて、恋子の決戦まであと四日の金曜日になった。

　恋子が目覚めると、朝はたいていエロいことになっていたりする夕ゆう也やの姿が見当たらなかった。

「あれ……？」

　ほぼ必ずと言っていいほど、この部室で一番最初に起きるのは恋子である。そして、何かアレなイベントというか騒ぎが発生して強制的に起こされるか、最後まで寝ているのが夕也なのだ。

　なのに。

「……？」

　首を傾かしげる。

　と、背後でガチャリとドアが開く音がした。

　振り返ると、ドアの隙すき間まから中を覗のぞき込こんだ夕也と目が合った。

　そして、夕也はまず人差し指を立てて口元に持っていって、次に手招きをした。

　静かに。そして、こっちにおいで。

　――こ、こここ、これはまさか、こっそり二人きりでイチャイチャしようっていう魂胆ですか!?　そ、そんな、近くにみんながいるからこそ燃える的なパターンはいきなり上級すぎなんじゃ……。そ、それにあたし、そんな軽い女じゃないですし……。

　躊ちゆう躇ちよ気味な思考とは対照的にそそくさと、恋れん子こは忍び足でドアの方へと向かった。そして、ドキドキしながら部室の外に出る。

「な、な、なんですか、朝っぱらから」

　顔を赤くして、胸の前で両手の指を絡めたり組んだりを繰り返しつつモジモジしながら、恋子はそう訊きいた。

「うん、部室だとゆすらや琴こと姉ねえとかもいるからさ」

「そ、それはそうですけど……」

「それにしても、早起きは辛つらいね……」

　言いながら、夕ゆう也やは大きなあくびを噛かみ殺ころした。

「緊張感ゼロ……。で、なんですか、生徒会長とかゆすら先輩がいたら都合の悪いことって、何をするつもりなんですか……」

「あ、うん。これをね、渡そうと思って」

　夕也はお弁当箱が入った二つの巾きん着ちやく袋を恋子に手渡した。

「ほへ？」

　きょとん、とした顔で恋子が首を傾かしげる。

「たぶん琴姉も似たようなことを考えてると思うからさ、なるべく内緒にしておきたいんだよね」

「……」

「で、ゆすらと耶や宵よいはきっとすぐ食べたいって言い出すだろうし。まあ、みんなの朝ご飯も作ってはきてるんだけど、底なしの食欲を抱えてるのがいるから、みんなの前で渡すのもアレかなと思って」

「はあ、そうなんですか……。ですよねー……」

　露骨に落胆して、恋子は大きく肩を落とした。

「え？　あれ、何、この僕がガッカリさせた的な雰囲気」

「なんでもねーです。それより、いまいち話が見えないんですけど。このお弁当、二個もどうしろって言うんですか？」

「あ、うん。土つち御み門かどさんと一緒に食べたらいいと思うんだ」

「はあ？　え、でも、きっと誘ったって断られますよ。あんなに対抗意識剥むき出だしにしてあたしに突っかかってくるんですから」

「そうかな。僕は逆だと思うけどね」

「何を根拠に言ってるんですか……」

「見たまんまだよ。なんだかんだ言って、彼女は恋れん子こと仲良くしたがってると思うよ」

「意味がわかんねーです。それに、決闘を控えたライバルなんですよ？」

「ライバルだからっていがみ合う必要なんかないでしょ？　親友兼ライバルで切せつ磋さ琢たく磨まし合うケースだって珍しくないよ」

「それはそうですけど……」

「恋子だって、同じ分野の友達ができて、今まで大っぴらにできなかった魔法の話とかが気楽にできると楽しいんじゃない？」

「むむ……それは……そうですけど」

「で、恋子が彼女と仲良くなってくれれば、帰宅しない部にも誘えるしね。彼女も学校で寝泊まりしてるそうだから、資格は充分だし。そうなれば、雅まさ紀きに紹介するにもやりやすいし」

「それが本音ですか」

「まあね。でもホラ、誰だれも損しないしみんなハッピーでいい作戦でしょ？」

「なーんかダシに使われてる気がしなくもないですけど」

「勘ぐりすぎだって。みんなで幸せになろうよ」

「気楽に言ってくれますねー。ま、声はかけてみますけど、期待されても困りますよ？」

「うん。あ、できればなるべく早く声かけてね。理想は始業前かな。先を越されたくないからさ」

「どういう意味です？」

「いやまあ、善は急げってことだよ」

「はあ」

　なんだか腑ふに落ちない顔で、それでも恋子はうなずいた。

「で、それはいいんですけど、一発殴っていいですか？」

「は!?　な、なんでそうなるの!?」

「乙女の期待を肩すかし的に裏切ってくれた罪を償つぐないやがれ、です」

「意味わかんないよ！　理不尽だ――――ッ！」

　直後、本当に夕ゆう也やの顎あごに鋭いパンチが炸さく裂れつした。
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　どうせ、断られる。

　それでも、恋子はお昼にも夕也の作ったご飯が食べられるという魅力に抗あらがえず、お弁当を受け取ってしまった。受け取った以上、言われたとおり沙さ月つきに声をかけないわけにはいかない。

　――まあ、つんけん断られて少しくらい罵ば倒とうされても、美お味いしいお弁当の代価としては安いもんです。

　そう割り切って、恋れん子こは鞄かばんを持ったまま、始業前に自分の教室に向かう前に沙さ月つきの教室に顔を出した。そしてまっすぐに沙月に歩み寄り、

「あのー」

　と声をかけた。

「え」

　沙月は少し頬ほおを染めて、しかし心底驚いたように、長いツインテールの尻尾しつぽを揺らしながら声を上げた。

「な、な、何か用でもあるっていうの!?」

「まあ、一応」

　恋子は夕ゆう也やから受け取ったお弁当箱の包みを、両手に一個ずつ持って沙月に示した。

「うちの部のお節介焼きがね、こんなものを押しつけてきたんですよ。あんたも誘って一緒にお昼に食べろ、って。まあ、イヤなら断ってくれてかまわねーんですけど」

「い、一緒に？　お、お、お昼ご飯を？　私と？　貴女あなたが？」

「そーです。ってか、今の話、他に解釈のしようがあります？」

「そ、そうね。べ、別にいいけど」

「ですよねー。ライバルですし……って、ええっ!?」

　恋子は驚いて、かなり大おお袈げ裟さにのけぞった。

「い、い、今なんて!?　まさか、ＯＫってことですか!?」

「だからそう言ってるじゃない。で、でも、勘違いしないでよね！　お昼ご飯を買いに行く手間が省けるし、そのお弁当を無駄にするのももったいないかなって、ちょ、ちょっと思っただけなんだから！」

「あー、うん。あはは、てっきり断られると思ってたから、かなりびっくりしました」

「ふん、ライバルの顔を立ててあげただけよ」

「そうなの？　それも意外。でも助かります。ごめん、あたし、あんたのこと誤解してたかも。結構いい人ですねー。ありがと」

「な――」

　ストレートに言われて、沙月はまた面食らったように、いっそう顔を赤くした。

　と、そこへ、

「失礼する」

「ちょっとそこのキミ、このクラスに土つち御み門かど沙月って子、いる？」

　などと言いながら、サイドアップテールの双子が教室に入ってきた。

「あっ、キミは帰宅しない部の一年生！」

　恋れん子こを見つけるなり、右う京きようは大おお袈げ裟さに指さして声を荒らげた。

「ここ、一年生の教室ですよ、先輩。何しに来たんですか」

「ふん、キミに用はないの。土つち御み門かどさんを会長との昼食に招待しにきたんだから」

　そう言った右京に、恋子は勝ち誇ったようににいっと笑った。

「それは残念でしたー。土御門さんは、お昼ご飯はあたしと一緒に食べるんです」

「それは本当なの？」

　右京が沙さ月つきに訊きいた。

「え、ええ」

　ためらいがちに、沙月がうなずく。

「えー。何を食べる気か知らないけど、会長はお昼のメニューに相当豪華なモノを用意するって気合い入れてたから、食べないと損するよ？　会長のことだから、何万円もするような超高級ランチだよ？　なんか、フォアグラとかフカヒレとか満載な感じの」

「だったらなんだっていうのよ。馬ば鹿かにしないで。私は、条件で一度交わした約束を反ほ故ごにするほど軽薄な人間じゃないわっ」

　沙月は先輩である右京に対して、毅き然ぜんと言い放った。

「会長の誘いを断るの？　本気で？」

「しつこいわね、先約があるって言ってるでしょ！」

「すまない、妹も君を侮ぶ辱じよくするつもりはないんだ。気分を害したのなら謝る」

「ちょ、何も姉さんが謝らなくても……」

「いずれにしても、右京。ここは我らの負けだ、潔く退ひこう」

　左さ京きようの言葉に、右京は悔しそうに唇を噛かんだ。

「一つ訊きたい。彼女を昼食に誘ったのは柊木ひいらぎ夕ゆう也やの指示か？」

　左京は、まっすぐに恋子を見据えて訊いた。

「え、ええ。まあ、そうですけど……」

　その答えを聞いて、左京はフッと微笑ほほえんだ。

「機を見るに敏、か。生徒会長殿の機先を制すとは、さすが柊木夕也だ」

　そしてむしろ嬉うれしそうに、きびすを返して教室から出て行った。

「あ、ちょ、姉さん、待ってよ！」

　その背中を、右京が慌てて追いかけていく。

「なるべく早く、理想は始業前…………。え、じゃあ、お兄ちゃんって、こうなることを予測してたんですか……？」

　驚きを隠しきれないまま、恋子は呆ぼう然ぜんと双子の背中を見送ったのだった。
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　恋れん子こが去った後、手渡されたお弁当の包みを見て、沙さ月つきはにやけるように笑ってしまうのを自制できなかった。

　食費が浮く。

　対恋子の準備のため、『陰おん陽みよう道どう』のために食費まで切り詰めている沙月にとって、それはかなり嬉うれしいハプニングだった。

　だが、それよりも。

　恋子から「一緒に食べよう」と申し出てくれたことが何より嬉しかった。

　当初は、ただライバルを倒したという実績さえあればいいと思っていた。

　この地にやってきて、相手を探して、『陰陽道』の仕込みをして。

　そうやって、家賃を節約するために夜の学校に住みついて準備を進めていた最中に、例の武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいによる第一次帰宅しない部追い出し作戦が勃発した。

　そしてそのとき、窓の外からカーテン越しに見たのが、恋子が熊の剥はく製せいに魔法をかける決定的瞬間だった。

　――なんて……なんて、かっこいい……！

　衝撃だった。

　同い年の女の子が、あんなにも高度な魔法を使いこなしている。

　あの魔法は、土つち御み門かど家の陰陽道とは決定的に違う。

　そう思えた。

　人の目には見えなくとも、元々この世界に存在している神――精霊に命令するのが式神の呪じゆ法ほうである。

　その場に存在するモノに命令するだけ。

　そんな式神の呪法とは比較にならない。

　死という絶対的な壁を隔てた向こう側から、魂を召喚する。

　超えるのだ。死を！　一度渡ったら戻れないはずの此方こなたと彼方かなたの法則を、絶対的な理を、魔法の力で覆して見せたのだ！

　それが、沙月の目には、自分の家が守り続けてきたモノなどよりも遥はるかに高度で素晴らしいモノに見えた。

　つまるところ、その一目で、沙月は恋子に激しい感情を抱いだいてしまったのだ。

　それは嫉しつ妬とであり、それにも勝る憧れだった。

　ああなりたい。あんなふうに、高度な魔法を使いこなす魔法の使い手になりたい。そして、勝って恋子以上なのだと己の実力を認めさせたい。

　そう思うと同時に、仲良くなりたい、話をしてみたい、傍そばにいたい、そんな感情が心を埋め尽くした。

　だからこそ、ここ最近の恋れん子このだらけた有り様が許せなかった。

　打倒恋子。

　その準備は、着々と進んでいる。

　そして、それとは相反すると思われていた、仲良くなるというもう一つの望みまでが、向こうから転がり込んできた。

　これが舞い上がらずにいられようか。

　お昼休みは嫌いだった。

　食べられてもあんパン一個、それすら抜く日だってある。そんな中、誰だれも彼もが美お味いしそうにご飯を食べる様を見せつけられる拷問の時間。

　だが。

　この日、秋あき月つき学がく園えん高等部に入学して以来初めて、沙さ月つきはお昼休みが待ち遠しくてたまらない、と感じていた。



　　　＊



　お昼休み。

　教室では込み入った話もできないから、という理由で、恋子は沙月に中庭でお弁当を食べることを提案した。

「色々聞かれたくない話になるかもしれないし、教室より二人きりになれる場所で食べた方がいいと思うんです」

「ふ、ふ、二人きり……!?　そ、そうね。まあ、ごちそうになる身だし、貴女あなたがそうしたいのならそうすればいいわ」

　案外あっさりと沙月はその提案も呑のんで、二人は揃そろって中庭にやってきた。

　さすがに初夏ともなれば、晴天の下で昼食を取ろうという者はほとんどいない。しかし、木陰に入ればそう暑いということもなかった。

　座って包みを解ほどき、お弁当箱を開けるなり、

「な、なっ、エビチリが入ってるやないの！」

　沙月のテンションがいきなり跳ね上がった。

「あ、ホントだ」

　海の苔りを敷き詰めたご飯に、エビチリ、卵焼き、ブロッコリーをマヨネーズで和あえたサラダ、プチトマトが二個。赤、黄色、緑と見るからにカラフルで美味しそうな構成だった。

「っていうか、また京都弁が……」

「うっ。い、いただきますッ！」

　恋子の控えめなツッコミから逃げるように、沙月はごろっとしたエビを箸はしでつまんで口に放ほうり込んだ。

　その顔が、幸せそうに綻ほころぶ。

「エビチリ、好きなんですか？」

　こくこくと、沙さ月つきが子どものようにうなずいた。

「このプリプリ感、好きやわあ」

「土つち御み門かどさんって、京都の人ですよね？　ときどきあっちの言葉が出ますし。お父さんも生まれは京都だし、陰おん陽みよう師じっていえば京都が本場ですから不思議もないですけど」

　口の中のエビを呑のみ込こんで、途端に沙月は不機嫌そうな顔をした。

「そうだけど、そのことは二度と口にしないで」

「え？」

「嫌いなの。京都なんて、大ッ嫌い」

「え？　ええっ？」

「土地も食べ物も言葉も何もかも嫌い。京都の言葉なんか使いたくもないのに、染みついてなかなか抜けないのも嫌い。ホント、忌いま々いましい……！」

「えー……」

「それから、土御門さんって呼ばれるのも嫌い。土御門の家なんて大ッ嫌い。沙月って呼び捨てて。その方が百倍マシ」

「は、はあ。でも、土御か……沙月ちゃんは、その家を継ぐために陰陽師として研けん鑽さんを積んでるんじゃないんですか？」

「そうよ。あんな家に生まれてしまったばっかりにね。重苦しくて、堅苦しくて、古くさくて、息が詰まりそう……」

「……」

　少しだけ、恋れん子こにもそれはわかる気がした。

　歴史、伝統といえば聞こえはいいが、そういうモノがある家は自然と守るべきしきたりも多くなる。特殊な技能を継承する家柄ともなればなおさらだ。

　恋子の家には、幸い個人の意志をないがしろにしてまで家業を存続させようという強引さはない。しかし、それでも幼い頃、夕ゆう也やの家にお泊まりに行ったりすれば、他よ所その家とどれほど違うのかをまざまざと見せつけられたものだった。

　嫌いな家のために、恋子に挑む。

　一見矛盾があるようにも思えるが、そうしなければならないほどに、そうするしかないほどに、色々なモノが沙月に絡みついていることは明白だった。

「ごめんなさい。この話はもう終わりにするです」

　恋子はそう宣言して、強引に話題を変えることにした。

「ええと、そういえば、沙月ちゃんのあの陰陽師の装束、可愛かわいいですよね！」

「えっ、そう？」

「はい！　ミニスカートっぽくアレンジしてるところとか、袖そでをセパレートにしてたりとか、すっごくオシャレです」

「あ、ありがとう……」

「いいなー。やっぱり女の子だし、どうせ着るなら可愛かわいい服の方がいいですよねー」

「でも、貴女あなたの魔法使いのマントだって、ケープっぽい肩の辺りのシルエットがかっこいいと思うわ」

「えー、そうですか？」

「も、もちろん、私の狩かり衣ぎぬほどじゃないけどね！」

「ですよねー。あれ、ネクロマンサーの怖さとか迫力とか、そういうのを優先してデザインしてもらったんです。背中の大鎌とか、全然可愛くないですよー」

「あー、まあ、確かにあの意匠は可愛くはないけど」

「でしょ？　あたしホントはピンクとか好きなんですけど、世界を支配しようとするネクロマンサーがピンクの可愛い服着てても格好がつかないじゃないですかー」

「せ、世界を支配!?　貴女、さらっと凄すごいことを言うのね」

「だって、ネクロマンサーって普通は悪役ですもん。それを目指す以上、やっぱり目標はてっぺんですよ。悪役のてっぺんは世界征服ですから！」

　ぐっと拳を振り上げて、恋れん子こは熱く語る。

「いずれはあたしが掘り当てた死体の軍団を操って、世界中をひれ伏させるんですよ、ふははははー」

「あのね、一つ訊きくけど……本気？」

「ええ、本気ですよ」

　恋子は口に運んだブロッコリーをもぐもぐ噛かみながら答えた。

　ほんのりと梅干しの酸味と香りがある梅マヨネーズ。それが憎いほどに爽さわやかで、美お味いしかった。

「沙さ月つきちゃん、これ。このブロッコリー、超美味しいです」

「え、うん」

　まだ呆あつ気けにとられたまま、沙月は言われるままにブロッコリーを口に運んだ。

「……あ。ホントに美味しい」

「でしょ。うーん、あのシスコン、なんでこんなに美味しいものをホイホイ作れるかな。頭おかしいんじゃないかと思います」

「あの先輩、シスコンなの？」

「そう言われても文句言えねーくらい妹を溺でき愛あいしてます。でも、まあこの通り料理は上手だし、いざってときにはそれなりには頼りになる……気がしなくもねーです」

「まあ、こんな美お味いしいご飯が確保できて、仲間とわいわい過ごせれば楽しいわよね。でも、それにかまけて本業がおろそかになってしまったら本末転倒だわ。目標が世界征服だって言うなら、なおさらね」

「うう、返す言葉もねーです……」

「悪いことは言わないから、貴女あなたはあの人たちと少し距離を置くべきね。でないと、せっかく私も認める才能が腐ってしまうわ」

「……」

　反論ができなかった。

　仲良く遊んでいた期間に感じていた、背徳感。

　そして、ここ数日の、発掘を再開してからの充じゆう足そく感かん。

　目的を見失っていたわけではない。

　しかし。

　もともと、なし崩しとはいえ帰宅しない部に加わったのは、目的の一致という面が大きかったはずだ。

　夜、学校に居続けられる環境を守る、という目的。

　それは、発掘を続けるための、魔法を究めるための手段だったはずなのだ。

「あのね、沙さ月つきちゃん。この学校にいるなら知ってるとは思うけど、あたしたちが部活成立を目指してるのは、夜の学校に居続けるためなんです。そうしないと、あたしも魔法に必要なモノを探したりできなくなっちゃうんです」

「ええ、そうらしいわね。でも、そっちにかまけて本当の目的を見失うなんて……」

「あ、沙月ちゃんの言いたいことはわかってるんです！　だから、最近はちゃんとやるべきことを優先してますよ？　決闘で負けるのイヤですし」

「私も、腑ふ抜ぬけた貴女とやり合ってもつまらないから」

「はい。だから、あたしもちゃんとやります。で、代わりにってわけじゃないんですけど、沙月ちゃんにも一つお願いがあるんです」

「お願い？」

　恋れん子こはうなずいて、

「なんか生徒会長が沙月ちゃんを味方に引き入れたがってるみたいですけど、その誘いには乗らないでほしいんです。あの人がやろうとしてることって、あたしたちを夜の学校から追い出すことですから。それをやられちゃうと、あたし、魔法の修行に必要な死体を古こ戦せん場じようだったこの学校で探せなくなっちゃうんです」

「なるほど、貴女が万全を期せないのは私としても不本意ね」

「ですよね！　ですよね！」

「わかったわ。少なくとも決闘までは、誘いには乗らないでおくわ。ごちそうしてくれるっていうなら遠えん慮りよなく頂いちゃおうと思ってるけど」

「あ、それは問題ないです。あの人、どーせお金は腐るほど持ってますから、容赦しなくていいです。ガッツリおごらせればいいと思います」

「知ってるわ。有名な話だもの」

「でも、先約入れていいですか？」

「え？」

「明日って土曜日で学校は休みですけど、もしかして沙さ月つきちゃん学校にいます？　ここに寝泊まりしてるわけですし」

「ええ、たぶん」

「じゃあ、お昼はまたここで一緒にご飯を食べたいです」

「え……ど、どうして」

「楽しいからですけど。……沙月ちゃんは楽しくないですか？」

　帰宅しない部に引き入れたい。そういう意図で、夕ゆう也やは恋れん子こにお弁当作戦を預けた。

　それに乗って、恋子も沙月をランチに誘った。

　しかし、そんな思惑や経緯は度外視しても、恋子は沙月とこうして話す時間が嫌いではなかった。

　決して大盛り上がりをしたわけではない。

　むしろ、会話はぎこちないくらいだった。

　でも。

　こうして一緒にご飯を食べているだけで、何か共感できるモノがある。

　そんな気がした。

「……」

　沙月は頬ほおを赤くしてそっぽを向いた。

「ま、まあ、貴女あなたがそうまで言うなら、しょうがないから明日も一緒にご飯を食べてあげるわっ」

「ホントですか？」

「か、勘違いしないでよね！　ライバルのよしみで、仕方なく、しょーがないから、特別に、なんだからっ！」

「それで充分です。あたしは今から楽しみですけどねー」

　恋子がにーっと笑う。

　沙月はさらに顔を赤くして、一心不乱にお弁当を食べ始めた。
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      　放課後。

　すっかり空からになったお弁当箱二つを受け取りつつ、夕ゆう也やは、

「で、どうだった？」

　と恋れん子こに訊きいた。

「だいたいあんたの予想通りです」

「というと？」

「武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの双子より先にご飯に誘えましたし、その結果、一緒にご飯も食べました」

「やったじゃん」

「あと、明日も一緒にお昼を食べる約束をして、当分生徒会長の誘いに乗らないって約束もしてくれました」

「えっ、ホントに!?　それはすごい、お手柄だよ！」

　えっへん、と恋子は貧相な胸を張った。

「というわけで、明日は休みですけど、お弁当作って下さい」

「了解。おかず、何かリクエストはある？」

「あたしは別になんでも。でも、沙さ月つきちゃんはエビチリ大好物だって言ってました」

「あ、そうなの？」

「はい。エビ好きみたいですよ」

「じゃあ、明日もエビで何か……」

　言い終わる前に、背後から何かが夕ゆう也やの腰にタックルをかましてきた。

「うわっ」

　よろめきつつ夕也がぶつかってきたモノを見やると、腰にしがみついて見上げるゆすらと目が合った。

「ゆすら、いったいどうしたの」

「……ユウ。今日のご飯は豚肉を焼いたヤツがいい」

「何を言ってますの!?」

　すると、耶や宵よいまでが走ってきて夕也の腕にしがみついた。琴こと音ねや更さら紗さには及ばなくとも、中学生としては破格の大きさを誇る胸が、夕也の腕を極上の感触で圧迫する。

「今日は魚介の日ですの！　お刺身か煮魚がいいと思いますの！」

「いや、ちょ……」

「何やってるんですかっ！　大事な話をしてるんですから、ゆすら先輩も耶宵ちゃんもちょっとは遠えん慮りよして下さいッ！」

　恋れん子こが思わず怒鳴るが、二人は意にも介さず晩ご飯戦争に余念がない。

「……わかった、譲歩する。豚の煮たヤツでもいい」

「それのどこが譲歩ですの!?」

「……じゃあ、蒸したヤツ？」

「それも譲歩になってませんの！　部長さんは一回豚肉から離れるべきですの！」

「……お前はわがまますぎる」

「だから、二人とも……」

　ゆすらと耶宵の勝手さと、それになすすべなくうろたえる夕也に、恋子の顔が一瞬苛いら立だち、そして急速に冷淡な表情に変わった。

「じゃあ、報告も終わりましたから」

「あ、ちょ、恋子……」

「……恋子。今日は恋子も一緒にご飯食べよう」

「すみませんけど、あたしはやることがあるんで」

　夕也とゆすらの呼びかけも素っ気なくスルーして、恋子はそのまま立ち去ってしまった。
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　――なんなんですか、まったく。

　ぷりぷりと不機嫌さを隠しもしないで、恋子はスコップやら投とう光こう器きやらを黙々と体育館裏に運んでいた。

　さすがに体育館裏に前の発掘現場ほどの大穴を掘るわけにもいかないので、ある程度掘ったら埋めて、少し離れた場所を掘る、という作業の繰り返しである。穴の中でもない新発掘現場に道具を置きっぱなしにするわけにはいかないので、準備と片付けにも時間がかかる。

　――お兄ちゃんもお兄ちゃんです！　デレデレしちゃって！

　閉門時間を告げるチャイムが鳴るのを待って、恋れん子こは苛いら立だちに任せてスコップを地面に突き立てた。

　掘る。掘る。掘る。

　夕ゆう也やが女の子に甘いのは、何も今に始まったことではなかった。

　妹の耶や宵よいにもっと甘いのは、小学生の頃からそうだった。

　そんなことはわかっている。

　でも。

　そもそも、あの部室を占拠して使っていたのは恋子だった。

　夕也に学校で寝泊まりするよう頼み込んだのも恋子だった。

　最初は、二人きりで寝泊まりしていたのだ。

　それが、いつの間にかゆすらが転がり込んできて、なし崩し的に耶宵と琴こと音ねまでが強引な理屈をつけて入り込んできた。遠からず、今は保健室で寝起きしているという更さら紗さも来るような気がしてならない。

　後から後から女の子がやってきて、泥棒猫のように美お味いしいところだけをかっさらっていく。

　釈然としない。

　納得できるはずがなかった。

　ゆすらは、長い黒髪がとても美しい。そして、天然の無防備さと尻尾しつぽを振る子犬のような懐なつき方で夕也に迫り、事実キスまでしてしまっている。

　琴音の美び貌ぼうは言わずもがな、従姉いとこという近しさと、何より反則級なまでの大きな胸を武器として駆使してくる。

　耶宵は妹として夕也に愛されている上に、やはり大きな胸と、過度に愛される『超妹力』なる不思議な力まで持っている。

　更紗にその気があるのかは定かではないものの、琴音に勝るとも劣らない胸を惜しげもなくさらして夕也の視線を釘くぎ付づけにしている。

　――勝てる気がしねーです……。

　恋子とて神がかったヒップラインやくびれを持っているのだが、いかんせんまったく自覚がないのだった。

　掘る。掘る。掘る。

　考えれば憂ゆう鬱うつになるばかりだ。だから、恋れん子こはただひたすらに地面を掘り続けた。

　身体からだを動かしている方が楽だから。

　手を休めれば、考えてしまうから。

「恋子。恋子！」

　だから、そう呼びかけられていたことにも、すでに周囲が暗くなっていることにも、しばらく気がつかなかった。

「恋子！」

「ほへ？」

「どうしたの、明かりも点つけないで」

　今掘っていた穴を覗のぞき込こみながら言った夕ゆう也やの言葉で、恋子は何時間もぶっ続けで穴を掘っていたことに気がついた。

　それに気がついた瞬間に、どっと疲労が襲ってくる。

「ご飯、持ってきたよ」

「あ、どーもです……」

　恋子は穴から這はい上あがって、投とう光こう器きを点けた。真っ暗だった体育館裏が、一気に明るくなる。そして手を洗って、恋子は夕也から容器を受け取った。

「今日はアジの南蛮漬けとおにぎり」

　容器の中では、一度揚げた数匹の小アジがタマネギや唐辛子と一緒に琥こ珀はく色いろの液体に浸っていた。

　一口囓かじると、ピリッとした辛さと酸っぱさが、ずっと動かし続けて疲れた身体に染み渡った気がした。

　そしてまた、南蛮漬けが具も塩気もないおにぎりによく合う。逆に南蛮漬けの味が濃いので、おにぎりは具がない方がいい気さえした。

「相変わらず美お味いしいです……」

「ありがとう。ペットボトルのヤツだけど、お茶もあるよ」

「あ、はい」

　――色々苛いら立だってましたけど、こうしてあたしにも気を遣ってくれるし……、まあいいか。ちょっと神経質になりすぎてたかも……。

　などと恋子が思い始めた瞬間。

　投光器の光を遮るように、仁王立ちした影が恋子を見下ろした。

「あの、ゆすら先輩。そこに立たれると暗いんですけど」

　逆光で顔は見えなくても、シルエットで誰だれかはわかる。おにぎりを持って座ったまま、恋子は影を見上げて言った。

「……恋れん子このせいで今日は魚だった」

「はあ？」

「あ、ええと、冷めても美お味いしい料理ってことでアジの南蛮漬けにしたからさ。ゆすらは豚肉がいいってずっと主張してたから」

「ああ、そういうことですか。それは申し訳ねーです」

「……美味しかった」

「だったら文句言わなくてもいいじゃないですかっ！」

「……それはいい。でも、最近の恋子は勝手すぎる」

「だから、あたしのことは気にしないでやってって言ってるじゃないですか」

「……群れの規律を乱すのはダメ」

「仕方ないでしょ、ライバルが現れてこっちだって必死なんですから！」

「まあまあ、二人とも……」

　仲裁に入ろうとした夕ゆう也やだったが、

「兄にい様さま、ご飯の後はお風呂ですの！」

「そうよ、夕ゆうくん。さあ、シャワールームへ行くわよ」

「ちょ、まっ……わっ」

「きゃっ、なんでこっちに倒れてくるのよぉ!?」

　押しかけてきた琴こと音ねと耶や宵よいに引っ張られてバランスを崩し、たまたま更さら紗さ（保健医モード）の方へと倒れ込んだ。まるで運命がそれ以外の落下点を許さなかったかのように、夕也の顔が大きく露出した胸元に吸い込まれていく。

　――またですか。このシスコン野郎には、耶宵ちゃんの『超妹力』みたいに、偶然女の子の身体からだに触っちゃう確率が増大する能力でもあるんじゃねーですか。『超ラッキーエッチ力』みたいな感じの能力が。

　額にピキピキと青筋が浮き上がるのを自覚しながら、恋子はなぜかふつふつと怒りが湧わき上がってくるのを感じていた。

「……それでも、群れの規律は守るべき。恋子、聞いているのか」

「聞いてますよ！　ってか、なんですか規律って。そんなの、ゆすら先輩が勝手に言ってるだけでしょ！　もともと帰宅しない部は、それぞれの活動を支援しあうために作ろうとしてたはずです！　なのに、群れがどうとか言ってあたしの活動に制限をかけること自体おかしいじゃないですかっ！」

「……でも、規律がないと群れはまとまらない」

「知りませんよ、そんなこと！」

　普段なら、またゆすらの勝手な発言が出た、くらいの気持ちで受け流すこともできたかもしれない。

　しかし、今の恋れん子こには精神的負荷がかかりすぎていた。

　日一日と決闘が迫ってくる緊張感。

　負けたくないという対抗心。

　なのに、必要な死体を未いまだに掘り当てられていないという焦しよう燥そう感かん。

　そして、女の子に囲まれている夕ゆう也やに対する苛いら立だち。

　他の女の子たちに対する羨せん望ぼうと嫉しつ妬と。

　それらが膨張し続けて限界に達していたところに、結果としてゆすらの言葉がとどめを刺した。

　もう、どうでもいい。

　せっかく昔お兄ちゃんと慕っていた人に会えてまた仲良くなれたけれど――どうせ勝ち目がないなら、傍そばにいたって仕方がない。

　むしろ、辛つらいだけだ。

　わずかな勝ち目にすがってなんになるというのだろう。

　それで発掘作業をおろそかにして、決闘に負けてしまったら。

　死体を見つけられず、一人前の死霊術師ネクロマンサーになることができなかったら。

　そうなってしまったら、恋子には何も残らない。

　断ち切った方がいい。

　何もかもを失う前に。

　これ以上傷口を広げる前に。

　せめて、志した道だけでも、ものにするために。

「あたしはやるべきことをやってるだけ！　あたしは、ここで死体を掘るために帰宅しない部に加わってたんです！」

　荒ぶる感情にまかせて、恋子は言った。

「それでゴチャゴチャ言われる筋合いなんかないんですッ！　っていうか、もううるさすぎて集中できねーです。超迷惑です。だから――」

　短絡的になった思考にすべてを委ねて。

　言ってしまった。

「あたし、帰宅しない部を辞めます」



    

  
    
      第四章　学園アナライズ



　夕ゆう也やとゆすらが説得を試みたが、言葉を交わせば交わすほど、恋れん子こは意固地になっていった。

　やむなく一時撤退的に戻ってきた部室で、夕也はさて困った、と頭を抱えた。

「困ったわね。まさかこんなことになるなんて」

　沈んだ表情で、琴こと音ねが呟つぶやく。

「琴こと姉ねえにとってはラッキーなんじゃないの？」

「あらあら、わたくしもそこまで人でなしじゃないわ。状況だけ見ればそう見えるかもしれないけど、わたくしが仕掛けた計略の成果でもないし、こんな後味が悪いのはごめんよ。正々堂々やりたがっている左さ京きようさんだって喜ばないはずだもの」

「あ、うん、そうだよね。ごめん」

「別に気にしてないわ。わたくしに謝るより、夕ゆうくんは木き滝たきさんを連れ戻すことを考えなさいな」

「そうだね。ありがとう、琴姉」

　夕也が黙り込むと、部室には重苦しい静寂だけが満ちていった。

　それに耐えかねたかのように、耶や宵よいが、

「わ……私のせいじゃありませんの……」

　と呟いた。

「部長さんが豚肉がいいなんて言い張るからですの」

　しかし、当のゆすらからは反論すらない。

「……。兄にい様さま、私のせいですの……？」

　不安げに、耶宵は潤んだ目で夕也をジッと見つめた。

「いや、誰だれのせいとかそういうことじゃ……」

　しかし。

「……私が」

　夕也が言い終わる前に、ゆすらが立ち上がった。

「……私が、もう一回、説得してくる」

　夕也はゆすらの手を掴つかんで制止した。

「今は逆効果だよ」

「……でも」

「せめて恋子がもう少し冷静になるまで、……そうだなあ、一晩くらいは時間をおかないとダメだと思う」

「……でも、規律を乱すのはダメ。恋れん子こが群れを抜けるなんてヤダ」

「気持ちはわかるんだけどね……」

「桜さくら江えさん」

　ゆすらの肩を、琴こと音ねは優しく叩たたいた。

「わかっているかしら？　貴女あなたは規律と言うけれど、貴女自身、この学校の規律を乱しているのよ？　本来ならこの時間は学校にいてはいけない。それがこの学校における規律なのよ」

「……でも」

「貴女はこの学校に属していながら、自分の都合で学校の規律を乱している。木き滝たきさんも、帰宅しない部に属していたけど、自分の都合を優先させた。どう違うのか、少し考えてみたらどうかしら？」

「……」

　ゆすらはうつむいて少し考え込んだ。

「……ユウ。私は間違ってた？」

「うーん、どうだろうね。僕はオオカミのことはよくわからないけど、きっとオオカミにとって群れの都合が最優先なのは当たり前のことなんだろうね。それが本能だろうし、安全のためにも食料確保のためにも、生存のすべての戦略が『群れ』にあるんだろうから。そして、その感覚がゆすらにもあったから、恋子の言い分がピンとこなかった。そうじゃない？」

「がう」

　力なく、ゆすらはうなずいた。

「でも、人間はオオカミとは少し違うんだ。オオカミのやり方をそのまま当てはめてもダメなんだろうね。人間には、人間のやり方が要る。もっと言えば、人間は個々で考え方も感じ方も全然違う。だから、恋子には恋子に対するやり方が必要なんじゃないかな」

「……どうすればいい？」

「それがわかれば苦労はないよ」

　夕ゆう也やは優しく苦笑した。

「ま、僕らもちょっと感情的になってるし、混乱もしてる。一晩ゆっくり寝て、それから考えた方がいいかもね」

「……でも」

「大丈夫だよ、たぶん」

「あ、あのっ」

　三つ編み眼鏡に戻った更さら紗さはずっと黙って四人のやりとりを聞いていたが、意を決したように声を発した。

「あ、あ、あたしも大丈夫だと思いますっ……！　だって、皆さん、その、仲間、なんですよね……？」

「うん」

　うなずいて、もう一度、夕ゆう也やは「大丈夫」と繰り返した。

　まるで、自分に言い聞かせるように。
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　みんなが寝静まったであろう頃に、更さら紗さは簡単に髪を結び眼鏡をかけて保健室を抜け出した。

　説得というほどではなくとも、恋れん子こと話をしてみよう、と思ってのことだった。

　せっかく恥も外聞も捨てて帰宅しない部に仲間入りしたというのに、やっと念願の仲間を得たというのに、その直後に仲間が離脱するなど捨て置くことはできなかった。

　それに、更紗の見立てでは、恋子がキレた原因は「やるべきことを邪魔された」ということだけではない。そして、その話をもっとも冷静にできるのは、一番の新参で一番関かかわりが浅い自分しかいない、と考えていた。

　暗い校内を一人歩いて、恋子が発掘をしていた体育館の裏に向かう。

　まだ穴を掘り続けているのか、体育館の方、校舎の角からは今もなお投とう光こう器きの光が漏れている。

　と、更紗はその校舎の角のところで、陰から体育館裏を窺うかがっている人影を見つけた。

　小柄な身体からだ、長い黒髪。

　それがゆすらであることは、夜の暗がりでもすぐにわかった。

　――いけない。

　更紗は急いでゆすらに駆け寄った。そしてその肩を叩たたいた。

「……!?」

　ゆすらが振り返る。

「だ、ダメですよ。柊木ひいらぎ君も言ってたじゃないですか」

「……変態さん」

「え」

　顔を引きつらせて、更紗は肩を落とした。

「そ、その呼び方はちょっと……」

「……でも、きっと私のせい。私が連れ戻さないと」

「え、ええと、その、たぶん、逆効果です……」

「……でも」

「今行くと、きっともっとこじれて状況は悪くなると思います……」

「……うー」

　泣きそうな顔で、ゆすらは更さら紗さを見つめた。

「……恋れん子こが帰ってきてくれないとやだ」

「は、はい。あたしもそう思います……。でも、だからこそ、慎重に動かないとダメなんだと思います」

「……私が悪いなら謝る。それじゃダメ？」

「え、ええ。これはあたしの勘ですけど、そんな単純な話じゃないと思います……」

「……がう？」

　首を傾かしげるゆすらに、更紗は言葉に詰まった。

　この一件には、恋愛感情が複雑に絡んでいる。

　そんなことを、言っていいものだろうか。自分が干渉していいことなのだろうか、と。

　だが、

　――いえ、ここで桜さくら江えさんを行かせてしまっては、本当にこじれて喧けん嘩か別れになってしまうかもしれない。

　すぐにそう思い直した。

「その……きっと、一番の問題点は、木き滝たきさんが柊木ひいらぎ君のことを好きだってことだと思います」



    

  
    
      



    

  
    
      　更さら紗さは意を決して爆弾発言をしたつもりだったが、ゆすらはキョトンとした顔のままだった。

「……それの何が問題？」

「え？」

「……みんな仲間。だから、みんな好き。ユウは、優しいし美お味いしいご飯も作る。だから、きっとみんな特に好き。当たり前」

「あ、え、ええと、そうじゃなくて……」

　更紗は思わずずり落ちてしまった眼鏡を押し上げつつ、

「その、もっと特別な好きというか、なんていうか……」

「……がう？」

「だ、だから、いわゆる愛ですよ、愛。ラブです。その人を独占したいっていう強い気持ちっていうか、ああもう、なんて説明したらいいのか……」

「……変態さんの言うことはよくわからない。それは、オオカミで言うと何？」

「お、オオカミで言うと!?」

　喉のど元もとまで出かかった「わからないことを言ってるのはどっちですか」というツッコミを飲み込んで、更紗は考え込んだ。

　オオカミで言うと、その気持ちは何に該当するのか。

「ええと……た、たぶん、夫婦……番つがいになりたい、ってことだと思います」

　更紗が言うと、途端にゆすらの顔が赤く染まった。

「……番い」

　ポツリと言って、その顔がさらに赤くなる。

「……変態さん、恋れん子こはユウと番いになりたい？」

「え、ええ、まあ、極端に言えばそういうことだと思いますよ？」

「……恋子が」

「あと、その変態さんっていう呼び方、やめてもらえませんか……」

　しかし、ゆすらはそのお願いをスルーして、

「……わからない。恋子はユウと番いになりたいのに、どうしてユウから離れる？　番いになりたいなら、一緒にいればいいのに」

「そう簡単じゃないんです、人間って……。桜さくら江えさん、貴女あなたも柊木ひいらぎ君のこと、好きですよね。あ、もちろんこの『好き』も番いになりたいとかそういう意味です」

「……私は」

　言いい淀よどんで、ゆすらは耳まで真っ赤に染めた。

「そういうことも、たぶん関係があります……」

　あのとき。

　恋れん子こが退部を宣言したあの瞬間、ちらりと夕ゆう也やを見やったその表情を、更さら紗さは見逃さなかった。

　もちろん、そのときに恋子が何を思ったのか、正確なところはわからない。

　しかし、その表情に更紗は、何かを断念するような、辛つらそうで寂しげな決意のようなモノを感じ取っていた。

「まして、生徒会長も妹さんも柊木ひいらぎ君にベタベタしまくりですから、そういうこともひっくるめて、色々思うところがあったんだと思います……」

「……難しい」

「ええ、難しいんです……。だから、今は木き滝たきさんと話すのはあたしに任せてください」

　ゆすらはしばし考え込んで、「がう」とうなずいた。

「あ、ありがとうございます。あ、それから、今の話、他の人には言っちゃダメですよ。特に、柊木君には……」

「……ユウには？　どうして？」

「木滝さんの心を踏みにじることになりかねないからです……。も、もし言っちゃったら、今度は本当に木滝さんに嫌われると思いますよ……？」

「………それは困る」

「だから、言っちゃダメです……」

「がう」

　神妙な顔で、ゆすらはうなずいた。

　ふう、と更紗は一度胸を撫なで下おろして、

「じゃ、じゃあ、部室に戻ってください。木滝さんの説得はあたしが引き受けますから。そんなすぐに上う手まくいくとも思えないですけど……」

「……わかった。変態さん、頼む」

　そう言って、ゆすらは身を翻して部室棟の方へと駆け出し、闇やみの中に消えていった。

「結局やめてくれないんですか、その呼び方……」

　それを見送りながら、更紗は深いため息をつくのだった。
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「あ、あの、手伝いましょうか……？」

　体育館裏。

　穴を埋め終えて、一息ついた恋子に、更紗はそう言いながら歩み寄った。

「あたし、もう帰宅しない部の人間じゃないんですけど」

　つーんとそっぽを向いて、恋れん子こはことさらに素っ気なく言った。

「え、ええと、あの、そういうの関係なしに……」

「関係なくねーです。っていうか、これはあたしの問題。あたし一人でやり遂げなきゃ意味がないんです。だから、手伝うとか大きなお世話なんですっ」

　言いながら、恋子は投とう光こう器きの電源を落とした。そして、体育館まで走って投光器をつないでいたコードリールのプラグを抜き、やはりダッシュで戻ってきて、ハンドルを回してコードを巻き取り始めた。

「あ、あの、でも、片付けなら一人でやり遂げる必要はないですよね……？」

更さら紗さはめげずにそう言って、散らばったスコップやツルハシをまとめ始めた。

「……なんのつもりですか」

「え、その、別に。他意はないつもりですけど……」

「嘘うそつくなです。どーせあのシスコンかゆすら先輩にでも言われて説得しにきたんじゃないですか」

「い、いいえ。説得はできるものならしたいと思ってますけど、あの人たちに頼まれたわけじゃないです……」

「どうだか。結局、説得しにきたんじゃないですか」

「え、ええ、まあ、そうですけど。でも、独りは寂しいですよ……」

「……別に、これまでだって一人でやってきたんです。寂しくなんかねーですし、どってことないです」

「いいんですか、それで」

「しつこいです！　いいって言ってるんです！」

「好きなのに……？」

「え」

　ピタリ、と恋子の動きが止まった。

「好きなんですよね。柊木ひいらぎくんのこと……」

「な、ななな、何を言ってるんでしゅかっ！　あ、あ、あたしは別に……！」

　一瞬にして、恋子の顔は茹ゆでダコのように真っ赤になった。

「あの、別に隠さなくていいです……。こういう話は、一番新参のあたしが一番ニュートラルな立場でできると思ったんです……。っていうか、他の人もだいたい柊木君に気がありそうですし……。あ、も、もちろん、誰だれにも言いません。まあ、柊木君以外、みんな気づいてるとは思いますけど」

「そ、そ、そんなことねーですっ！　っていうか、そもそも好きでもなんでもねーからバレるもへったくれもねーです！」

「じゃ、じゃあ、あたしの思い込みってことでもいいんで、だから、一つだけ言わせてください……！」

　更さら紗さはスコップやツルハシを抱えたまま、真まっ直すぐに恋れん子こを見つめた。

「ええと、このまま帰宅しない部を離れて、その、柊木ひいらぎ君を諦あきらめちゃって、後悔しないんですか……？」

「……」

　うつむいて、恋子は数秒黙り込んだ。

　そして更紗を睨にらむように上げたその顔には、決意というには程遠い、やけくそのような感情だけが満ちていた。

「しねーです！　このままずるずる帰宅しない部にいて決闘にまで負けたら、魔法の修行も中途半端に終わったら、あたしにはなんにも残らないんです！」

　――ああ。

　まるで、鏡を見ている気がした。

　裏切られるなら、友達なんか要らない。

　傷つく前に、心を閉ざしてしまえばいい。

　逃げてしまえばいい。

　そう考えていた何日か前の自分と、目の前の恋子が痛々しいほどにダブって見えた。

「だから諦めるんですか？　好きな人のことも……、仲間のことも切り捨てるんですか？」

「そーです！　なんでもかんでも同時進行で上う手まくやれるほど、あたしは器用じゃないんです！　だから、優先順位をつけてやってるんですっ！」

「……」

　ダメだ、と更紗は強く思った。

　それではダメだ。

　そして、このまま言い合いを続けてもダメだ、と。

　更紗は否定していたものを体育祭で見せつけられて、頑かたくなになっていた自分を変えることができた。

　だが、更紗が求めていた友情や仲間意識と、恋子が求めているものとには決定的な違いがある。

　友情は羨ましいと感じれば仲間に入れてもらうこともできるが、恋子の場合はそうもいかない。羨ましいと感じる時には誰だれかが『彼女』の座を射止めてしまったということであり、そうなってからでは往々にしてもう遅い。

　――だからこそ、意地を張っている場合じゃないのに……。

　だが、ここまで態度を硬化させてしまった相手に通じる言葉など、更紗には思いつかなかった。

　夕ゆう也やの「冷静になるまで待つしかない」という判断は的確だったのだ。

「あ、あの」

「なんですか。まだ何かあるんですか」

「やっぱり、独りは、寂しいと思います……。孤独は、とっても辛つらいです。心を凍りつかせます……」

「関係ねーです」

「そうですか……」

　しんみりと、更さら紗さは呟つぶやいた。

「で、でも、これだけは覚えておいて下さい……。みんな、木き滝たきさんが帰ってくるのを待ってます。桜さくら江えさんも落ち込んでます」

「え」

「彼女、木滝さんが辞めたのは自分のせいだと思ってますから……」

「……そ、そんなの、知らねーです」

　更紗はため息をついて、拾い集めた道具をまとめて地面に置いた。

「あ、あの、大きなお世話だとは思いますけど……、好きな人のこと、諦あきらめちゃだめです。絶対に後悔すると思います」

　それだけ言い残して、更紗は体育館裏を後にした。
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　更紗と別れ、スコップや投とう光こう器きを体育倉庫の奥に隠し終えて、恋れん子こは自分が発した言葉の意味を実感し始めた。

『あたし、帰宅しない部を辞めます』

　それは、仲間の否定。

　そして、幼なじみの否定。

　つまり、好きな人の否定。

　体育館に満ちる闇やみと静寂。

　また、ひとりぼっち。

　やるべきことが終わってしまうと、それが如によ実じつに感じられた。

　――怖い。

　しかし、心細さを紛らわせてくれる仲間は、もういない。

　一緒にトイレに行ってと泣きつく相手も。

　自ら、否定してしまったから。

　――いいえ、これでよかったんです！　これで……。

　自分は間違っていない。だとすれば、恋子の側から折れるのは絶対におかしい。ましてや、更さら紗さが言っていたことなど、気にする方がどうかしている。

「……好きな人のこと、諦あきらめちゃダメ……ですか」

　口に出して言ってみて、頬ほおが熱くなるのを感じてブンブンと首を派手に振った。

　――べ、べ、別に好きとかじゃねーですし！

　それに、恋れん子こにも意地がある。相手が折れてきたとて、大おお見み得えを切った以上、簡単に自分の言葉を取り下げるわけにはいかなかった。

　――怖くない、怖くない、怖くない、怖くない！　今までだって一人でやってきたんです。一人でやっていけないはずがないんです！

　自分を奮い立たせるように自らの頬をパァン！　と叩たたいて、恋子はまとわりついてくる不安を振り払った。

　幸い、季節は初夏である。どこで寝たって、寒さは感じないのだから。



　夕ゆう陽ひの茜あかね色いろに染め上げられた公園の滑り台の陰で、目の前には小学生の夕ゆう也やがいた。

　かくれんぼか、缶かん蹴けりか、そんな遊びをしていたときのことだった。この頃から耶や宵よいの世話ばかり焼いていた夕也と二人きりになった希け有うな瞬間だった。

　ためらいがちに。

　でも、今しかない、と決意して恋子は「ねえ」と声をかけた。

「何？」

「ええと、その……」

　恋子はうつむいて、言いい淀よどんだ。

　昨夜ゆうべ、恋子は自分の適性について曾そう祖そ母ぼから、

「死霊術師ネクロマンサーとしちゃ、一〇〇年に一人の逸いつ材ざいだね。ヒヒヒ」

　との太鼓判を押された。一世紀以上も占せん星せい術じゆつ師しとして第一線にいた曾祖母は観かん相そう眼がんに優れている。特に秘めた才能や能力を見抜くことにかけては一族中の――否いな、日本はもちろん、世界の要人たちからさえも絶大な信頼を集めていた。

　だから、曾祖母の適性判断は一族の中では絶対だった。魔法を学ぶと決めたら、曾祖母が示した道以外は誰だれも認めてくれない。

　その時点で、恋子は人生の二択を迫られる。死霊術師として研けん鑽さんを積み、魔法を生なり業わいとする一族に貢献するか――、

　それとも、一族に貢献する道を、魔法を捨てて、普通の人間として生きるか。

　恋子の家では、その選択を無む理り強じいされることはない。しかし、両親が、親戚一同が、どちらの選択を望んでいるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　――せめて、他の系統ならよかったのに。

　魔法にだって色々ある。母親や曾祖母のような占星術師は現代でも必要とされる場面は多い。実力いかんでは、国の舵かじ取とりにさえ助言を求められる。

　父親のような陰おん陽みよう師じも、いかにも物語の主人公っぽくてかっこいい。

　エクソシストや退たい魔ま師しなどが修めるような、人を守ることを前提としたヒーローっぽい系統だってたくさんある。

　しかし、死霊術師ネクロマンサーとなれば、誰だれも好ましくは思ってくれない。死という人間最後の尊厳を踏みにじり、おぞましい化け物を使役する系統だ。

　当時放映されていた人気ファンタジーアニメで死霊術師が敵陣営の憎まれ役だった影響もあって、恋れん子この中では死霊術師イコール悪役という印象しかなかった。

　しかし、両親も、親戚も、誰もがその悪役になることを期待している。一〇〇年に一人の死霊術師となることを。

　悪役なんてイヤだ。

　でも、そう言えば両親や親戚を落胆させてしまうだろう。

　幼い恋子の心は、そんな板挟みに苛さいなまれていたのだった。

　だから、言いい淀よどみながらも、訊きいた。

「その……お兄ちゃんは、将来なりたいものってあります……？」

「あるよ」

　あっさりと、夕ゆう也やは答える。

「刑事さんとか、私立探偵とかかっこいいよね。あとスパイ！　秘密の七つ道具とか、超憧れるし！」

　きっと、昨夜ゆうべにでもそんなドラマか映画でも観みたのだろう。子どもらしい、無邪気な返答だった。

「たとえば……そう、たとえばの話ですけど、悪役になりたいって思ったらおかしいですか……？　世界を征服しちゃうような」

　魔法のことは、大っぴらには言えない。だから、恋子はそんなふうに、ためらいがちに訊いた。

　――変なことを訊いた。

　自分でもそう思う。そして、そんな質問に変な目を向けられたり、否定されたりすることに対して身構えた恋子に、夕也は、

「いいじゃん、世界征服」

　至極当たり前のように、あっさりとそう答えた。

「え？」

「ロマンってやつ？　かっこいいと思うよ。そうだよねー、五、六年生にもなると、一周回って悪い側の方がかっこよく見えたりするんだよねー。特にライバルとか、クールだしワイルドだし。僕のクラスでもそういう人、多いよ」

　夕ゆう也やは屈託なく笑った。

「で、何使って征服するの？　改造人間？　機動兵器？　僕はどっちかっていうと、メカより怪獣がいいなあ。特に、ドラゴンとか。赤くてでっかくて空飛んでゴーって火を吐くヤツ」

　赤い陽ひに照らされたその笑顔が、自分を肯定してくれたその笑顔が、恋れん子こには何よりも嬉うれしかった。



　――ああ、そうだっけ。

　体育館のステージ袖そでにある音響操作室でまどろみながら、恋子は呟つぶやいた。

「お兄ちゃんのあの一言に背中を押されて、あたし、ネクロマンサーになろうって思ったんだっけ……」

　きっと、当の夕也は覚えていないだろう。

　たぶん、小学生の感覚で相づちを打ったにすぎないのだろう。

　でも、あの言葉に嘘うそはなかった。

　今でも、夕也は恋子の夢のために帰宅しない部を作ろうとしたり、生徒会にケンカを売ったりしてくれている。

「……」

　なのに。

　ぎゅっと、自分を抱きしめる。

　――好きな人のこと、諦あきらめちゃだめです。

　なぜか、更さら紗さの言葉が思い出されては胸を締め付ける。

　それも一度ではなく、何度も、何度も、何度も、何度も。

「お兄ちゃんのバカ……！　お兄ちゃんのバカ！　お兄ちゃんの超シスコン変態ロイヤルストレートバカ！」

　目め尻じりに溜たまり始めた涙とともに湧わき上がってきそうになる後悔を、恋子は慌てて心の奥底にしまい込んだ。
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　夜中に、ゆすらはそっと部室を抜け出して屋上にやってきた。

　見上げれば、半分ほど欠けた月が浮かんでいる。

　ゆすらは、ギュッと手すりを握りしめた。

「……ユウ。……恋子」

　群れにおいては、パートナーを選ぶ権利は最上位者にある。

　ゆすらは、それが当たり前だと思っていた。少なくとも、オオカミの群れではそれが当たり前だった。

　この群れのボスは自分。

　ボスとは、最上位者。

　だから、ゆすらはその可能性を考えてすらいなかった。

　考える必要などないと思っていた。

「……でも」

　人間は、オオカミとは違う。

　恋れん子こが去ったことで、ゆすらはそれを思い知らされた。

　そして、更さら紗さがあんなことを言ったということは、番つがいになる人間のルールもオオカミのそれとは違っているということなのだろう。

　――ということは。

「……ユウをめぐって、恋子と争う日がいつか来る……？」

　ふと、頭をよぎる。

　――だとしたら、恋子はこのまま群れにいない方がいい……？

　競争相手を減らす。

　子孫を残すことを考えれば、当然出てくる戦略だ。

　でも。

　フッと、一緒にドラム缶風呂に入ったことが思い出された。

　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと戦ったこと。

　夕ゆう也やが家に帰ってしまったときに恋子が作ったまずいご飯のこと。

　夕也を耶や宵よいから取り戻すためにどうするか一緒に考えたこと。

　夕也の家に乗り込んだこと。

　シャワーの後にいつも髪の毛を拭ふいてくれること。

　胸が残念なこと。

　体育祭をともに戦い抜いたこと。

　体育祭で、恋子が泣かされて怒ったこと。

　――違う。いない方がいいなんて、絶対に違う！

　恋子がいるといつだって賑にぎやかで、雰囲気が明るくなる。それはかけがえのないものではないのか。大切なものではないのか。

　――私はボスで、恋子の面倒を見ると決めた。

　恋子がいなくていいはずがない。

　――なぜなら、恋子は仲間だから。

　たとえ、いずれ雌雄を決するときが来るとしても。

　――ボスが仲間をいない方がいいなんて考えるのは、ダメ。

　何よりも。

　――恋れん子こと一緒にいると、楽しい。

　そう、理由はそれで充分だった。

　ゆすらの群れは――誇るべき群れは、目指すべき群れは、最高に居心地がいい群れなのだ。

　――恋子がいない今の群れが楽しいか？

　考えるまでもない。

　否いな。

　ゆすらの群れには、誰だれ一人として欠けてもいい仲間などいないのだ。

　――だから、恋子には帰ってきてもらわないと。

　だが、その方法がわからない。

「……うー」

　もどかしさに、月を見上げてうなり、ゆすらはそのままどうするべきなのかをずっと考え続けていた。
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　翌朝。決闘まであと三日と迫った土曜日。

　学校が休みで授業がないのをいいことに、恋子は午前中から体育館裏に穴を掘り始めた。そもそも、体育館の中に寝床を定めたのもそのためである。

　泣いても笑っても、あと三日。

　あと三日で、死体を掘り当てなければならない。三年かけてなしえなかったことを、三日で。一分一秒たりとも無駄にはできなかった。

　ただひたすらに、掘る。

　苛いら立だちを紛らわせるように。

　心に積もったモヤモヤを叩たたきつけるようにして、スコップを地面に突き立てる。

　――やっぱりあのシスコン野郎はダメです。こんなとき少女マンガとかだったら、速攻で会いに来て、気の利いたセリフの一つも言って、だ、だ、抱きしめるとか、するもんじゃないですか！　なのにあの唐とう変へん木ぼくときたら……！

　期待するだけ無駄。

　恋子はそう思っていた。

　夕ゆう也やの鈍感は昔から筋すじ金がね入いりだ。そもそも妹の方ばかり向いていたから、他の女の子の気持ちなんて考えさえしないのだ。

　そんなことを考えながら掘っていたら、ガチンとスコップが石に直撃して弾はじかれた。痺しびれるような衝撃と痛みが手に伝わってくる。

「ああもうッ！」

　それもこれも、あのシスコン野郎が悪い。

　あいつが自分のことを気にしてくれないのが悪い。会いに来てくれないのが悪い。

　自分勝手な理屈で鬱うつ屈くつしたモノを吐き出そうとしたその瞬間。

「おーい、恋れん子こ」

　聞き慣れた声が、恋子の耳に飛び込んできた。

「えッ!?」

　声の方へ振り返ると、夕ゆう也やが歩み寄ってきながら手を振っていた。

　――な、な、な、え、ちょ、なんでお兄ちゃんが!?　来るはずないと思ってたのに。ま、まさかこのまま甘い言葉からハグへのコンボまでの少女マンガ的展開が!?　っていうか、まさかそのまま、き、き、き、キスにまで雪な崩だれ込こむ気じゃ……!?　そ、そんな、大おお見み得え切ったばっかりですし、何よりこここ心の準備が……。

「な、な、ななななんですか。あたし、い、忙しいんですっ」

　つーんと冷たく装ってみても、うわずった声ですべてが台無しだった。

　が、夕也はそんな恋子の様子には気づくことさえなく、いつもの調子で困ったように微笑ほほえんだ。

「うん、まあ、そう言わないでよ。お弁当を持ってきたんだ」

「はあ？」

「今日も土つち御み門かどさんとお昼一緒に食べるんでしょ？　お弁当なしじゃカッコつかないんじゃないかと思って」

「な……何言ってるんですか……？」

　口をあんぐり開けて、恋子は数秒固まってしまった。

「だから、お弁当」

　怒ったり機嫌を悪くしたりする気力もなくして、恋子は超ちよう弩ど級きゆうのため息をついた。

「え、なんでそこでため息？」

「うるせーです。……っていうか、何やってるんですか。あたし、もう帰宅しない部の部員じゃないんですよ？」

「そうだね。あ、こっちはおにぎりね。朝ご飯にでも食べて」

「あーもう！　部員でもない人間になんでそこまでするんですかッ！」

「頑張ってる幼なじみを応援するのに、どうしても何もないでしょ」

「はあ？」

「だから、部員じゃなくなったって幼なじみなんだからさ。恋子の幼なじみはお節介焼きなんだよ。知らなかった？」

「……」

「じゃあ、ここに置いておくから。空箱は夕方にとりにくるからさ」

　そう言い残して、夕ゆう也やは背を向けて足早に去って行った。

「……バカ。そんなこと、とっくに知ってます」

　どういうわけか熱くなってきた目頭を押さえて、

「お兄ちゃんのバカ」

　と、恋れん子こはもう一度呟つぶやいた。
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　恋子にお弁当を渡して部室までの帰り道、夕也はサイドアップテールの双子とばったり出くわした。

「げっ、柊木ひいらぎ夕也……！」

「うわっ、武装双子！」

　右う京きようと夕也は同時に声を上げた。

「ちょ、武装双子って何さ！　確かにボクたちは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの双子だけど、変な略し方しないでほしいな！　姉さんはともかく、ボクは今はダンダラ羽織も木刀も竹刀しないも持ってないんだから！　武装なんてしてないだろ！」

　確かに、右京は制服姿で、手にしているのは書類が詰め込まれたプラスチック製のブリーフケースだけだった。

　一方で姉の左さ京きようは、ダンダラ羽織に中身が入っていることが一いち目もく瞭りよう然ぜんの木刀袋を携えている。こちらは武装双子の面めん目ぼく躍やく如じよだった。

「確かにそうかもだけど、お互い様じゃない？　人の顔見て『げっ』てのもあんまりだと思うけど……」

　左京は二人のやりとりに苦笑しつつ、

「ときに貴き君くん、一年生の土つち御み門かど沙さ月つき嬢にどのような交渉を持ちかけたのだ？」

「は？　……あ、まさか今日も彼女を招待しに？」

「ああ。たった今、すげなく断られてきたところだ」

「なるほど……」

　夕也は腕を組んで少し考え込み、そして笑った。

「あっ、今笑った！　ボクたちを小こ馬ば鹿かにしたな!?」

「へっ？　ああ、いや、違う違う！」

　慌てて、夕也は首を横に振った。

「わざわざちょっかいを出してくるからもしかしてとは思ってたけど、やっぱり彼女は恋れん子こと仲良くなりたいんだろうなあ、と思って」

「仲良く？　ライバルなのに、か？」

「むしろライバルだから、じゃないかな。少なくとも、ライバルって相手を認めてるからこそ成立する関係だろうし」

「認めればこそ、か。ふむ、確かにそうかもしれないな」

　ちらり、と左さ京きようは夕ゆう也やを見やった。

「えーと、何か？」

　その視線に、夕也は首を傾かしげる。

　左京は少し照れたように夕也から目を逸そらした。

「い、いや。しかし、なるほどな。貴き君くんのお弁当がどれほど美お味いしいのかは知らないが、三つ星レストランのフルコースを棒に振るからには、そうした別の思惑があると考えた方が自然というものだ」

「そういう金に飽かせたやり方が鼻につくのも事実だと思うけどね。順序を無視してるっていうか、ちょっと強引すぎるというか」

「む？　そういうものだろうか」

「うーん、言われてみれば、そうかも。ほとんど面識もない相手からいきなり高級レストランに誘われても、身構えちゃうかもね。ボクがその立場なら断るかも。やっぱり、何か裏があるかもって思っちゃいそう」

「でしょ」

「なるほど、生徒会長殿にもそう具申するとしよう。しかし、それはさておき、その木き滝たき恋子嬢とこじれているらしいじゃないか」

「うっ。なんでそれを……。琴こと姉ねえから聞いたの？」

「ああ。だが、安心するといい。木滝恋子嬢と土つち御み門かど沙さ月つき嬢の決闘が決着するまでは、帰宅しない部追い出し作戦は決行しないよう進言しておいた」

「え？」

「体育祭のときの借りもある。何より、貴君とは正々堂々勝負したい。弱体化したところを襲うようなやり方で勝ったところで虚むなしいだけだ」

「はあ。お気遣いどうも。でも、買いかぶりなんだけどなあ。僕は貴女あなたが期待するほど何かに秀でてるわけじゃないよ？　腕うでっ節ぷしなんかからっきしだし」

「無論、何も武芸を期待しているわけではない。貴君は貴君なりのやり方で戦ってくれればいい」

「そうは言いますけどね……」

「貴君は一度我々を退けているのだ。今さら謙遜も韜とう晦かいも必要あるまい」

「まぐれもいいところなんだけどなあ。過度の期待は荷が重いよ」

「あくまで謙遜するか。しかし、言われるまでもないと思うが、遅くともそれまでにはこじれた関係を修復した方がいい」

「うん、それはそのつもりだけどね」

「もうじき七月、期末試験も近づいてくれば招集に難色を示す隊員も増えてくる。また、生徒会長殿が建設させている宿泊施設も完成は夏休み中になる予定らしい」

「はあ」

「これは自分の私見だが、作戦の決行は拠点となる宿泊施設の完成を待ってになるだろう。それまでに、貴き君くんらもしっかりと備えることだ」

「うへえ。ご丁寧なプレッシャーのかけ方もあったもんだね」

「ああ。貴君を本気にさせるためならいくらでもプレッシャーをかけよう。体育祭のリレーのときのような、魂が震える熱戦を実現させるためにも！」

「えー。あのときは死ぬほど苦しかったんで勘弁してほしいんですけど……」

「あはは、無駄無駄。姉さんに火を点つけたキミが悪い」

「点けた覚えはないんだけどなあ。自然発火もいいところじゃないか」

「往おう生じよう際ぎわが悪いよ。あ、でも、今のうちに生徒会に寝返れば姉さんと戦わずにすむかも？」

「いや、それはちょっと……」

「そうだぞ、右う京きよう。確かに生徒会長殿はそれを望んでいるかもしれないが、結果がそうあればいいというものではない。互いに死力を尽くして戦ってこそ意味がある」

「それは姉さんの理屈でしょ。ボク的には、兵法に則のつとって、戦わずして勝つのが最上の策だと思ってるし」

「どっちも困るんだけどなあ……」

「ふーん。それって、控えめだけど、ボクの策も姉さんの剣も退ける気だってことだよね」

「なんでそうなるの」

「違うの？」

「いや、だから、僕の腹づもりと関係なく、そうしなきゃいけないんでしょ？」

「ふ。そうだ、それでこそ柊木ひいらぎ夕ゆう也や！　自分の見込んだ男だ！」

「だから、一方的に見込まれても……」

「まあ確かにねぇ、会長によれば巨乳の保健医女も入部してあと一人ってところまできてるって言うし、まあ強気にもなるだろうけどさ」

「ええと、強気な発言をした覚えは一切ないんですけど……」

「でも、巨乳なら生徒会だって、っていうか生徒会こそ本場と言っても過言ではないんだからね！　会長の超ド級なアレは言うに及ばず、実はサラシで押し込めてるけど、この姉さんだってたいしたものなんだから！」

「ちょ、右う京きよう、な、な、何を……ッ」

　それまでの武人然とした凛りんとした雰囲気から一転、左さ京きようはあわあわと顔を真っ赤にして、

「ち、違う！　自分は決してそういうのでは……っ！　だ、だ、だいたい、こんなものは無駄に大きくなったところで剣を振るのに邪魔なだけなアレで自分はそういう女っぽいのは似合わないしダメだしそうではないのだ！」

　凄すごい剣けん幕まくでかなり支離滅裂なことを夕ゆう也やに対してまくし立てた。

「え、えーと」

　夕也はその勢いにタジタジにならざるをえない。

「言ってることは意味不明だけど、そんなに卑ひ下げしなくてもいいんじゃない？　胸云うん々ぬんはさておき、そんなに美人なんだから女っぽいのが似合わないなんてことないでしょ」

　夕也の返答に、左京の顔はますます赤さを増した。

「なっ、び、び、び、びじ……」

「よかったね、姉さん！　美人だってライバルが認めてくれて！　まあ、ボクも同じ顔だけどさ」

　バン、と右京が左京の背中を強く叩たたいた。

　普段の左京ならば、その程度のことでバランスを崩すことはなかっただろう。

　しかし顔を真っ赤にしていたこの瞬間は、左京は武人ではなくひとりの女の子に戻ってしまっていた。

　背中を叩かれてバランスを崩し、前のめりに転びそうになる。数歩よろめいて、前に出て――、

　そして、女の子がつんのめっていれば、「危ない！」と手を差し伸べずにいられないのが夕也という人間だった。

　結果。

　助けようと出した夕也の手が、ダンダラ羽織と制服越しにではあるが、左京のサラシがしっかり巻かれた部分に触れた。

　サラシに守られてなお、柔らかな弾力が夕也の手の中いっぱいに広がる。

「え、あ、その」

「――っ」

　左京は耳まで真っ赤にして、

「そこへ直れ――――ッ！」

　言うが早いか、直る暇どころか反応する暇さえ与えずに、刀袋にしまったままの木刀で夕也のみぞおちを一撃した。

「ぐはっ」

　たまらず、夕也は腹を押さえて崩れ落ちた。

「え……ええと、今のは……僕が悪いんですか……？」

　息も絶え絶えに夕ゆう也やが言うと、

「む、むう。確かに……。す、すまない、つい反射で」

　赤い顔のまま、左さ京きようが申し訳なさそうに答えるのだった。

「凄すごいね、姉さんの胸を触ったの、男ではキミが初めてだよ。まあ、そもそも、こうなることがわかりきってるから誰だれも触ろうとしないんだけど」

　そうでなくても普通は女の子の胸を大っぴらに触るものではないし、夕也とて触ろうと思って触ったわけではない。

　そう言いたくても、クリティカルヒットの激痛で言える状態ではなかった。

「何を勝手なことを言っている。誰のせいでこんなことになったと思っているんだ！」

「まあいいでしょ、減るもんじゃないし。キミも、ラッキーの代価だと思えば、まあ納得もできるでしょ？」

「そういう問題ではないっ！　だ、だいたい、どうしていきなり胸の大きさがどうとかいう話になるのだっ!?」

「え、だってほら、移籍後の環境についても知っておいてもらった方が」

「胸のサイズが示すのはどんな環境だ!?」

「そりゃあ……って、あ、でも帰宅しない部の初期メンバーは貧乳二名だったっけ。もしかしてキミ、貧乳マニア？」

「……」

　まだ痛む腹を押さえたまま、夕也はツッコミすらままならないというもどかしさに苛さいなまれていた。

「ええと、困るよ？　ほら、ボクは確かに大きくはないけど、貧乳ってほどでもないし」

「とりあえず、試しに触ってもらったらどうだ？」

　静かに、しかし内包した怒りをふつふつと感じさせる迫力で、左京は言った。

「えー、やだよ。なんでボクがそこまでしなきゃいけないの」

　ブチッと、左京の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れる音を、確かに夕也は聞いた気がした。

「右う京きよう、そこへ直れ」

　刀袋から、左京が木刀を取り出した。

「いや、ちょ、姉さん、それは洒落しやれにならないってば！」

「見苦しい、黙れ」

「ひええ」

　右京が一目散に逃げ出した。

　左京が、木刀を手に追いかけていく。

「……」

　取り残された夕ゆう也やは、それでも強烈な一撃のダメージに、まだ動くことができずにいた。



　　　＊



　夕也がまだ痛む腹を押さえながら部室に戻って座ると、待ちかねていたようで、ゆすらが食いつくように寄ってきて袖そで口ぐちを掴つかんだ。

「……ユウ、恋れん子こは？」

「そんな簡単には戻ってこないって」

　苦笑しながら夕也が言うと、ゆすらががっくりと肩を落とした。

「まあでも、大丈夫だよ、きっと」

「え、ええと、そうですよ。今は意地を張ってるかもしれませんけど……」

　休日とて生徒会室に向かった琴こと音ねと入れ違いでやってきた三つ編み眼鏡状態の更さら紗さが、控えめにそう相づちを打った。

「……がう」

　しょんぼりするゆすらの頭を、夕也は優しくポンポンと叩たたいた。

「いい考えがありますの！」

　ビシッと元気よく手を挙げて、耶や宵よいが言った。

「楽しいことをガンガンやって、見せつけてやれば、きっと恋子ちゃんも我慢できなくなって戻ってきますの！　名付けて、天あまの岩いわ戸と作戦！」

「うーん、どうだろう。このタイミングでそんなことをやったら、ますます邪魔されてると思って反感を抱いだくんじゃないかな」

「あ、あの、私も、そう思います……」

「がう」

「うっ。た、確かにそうかもですの……」

「……ユウ。邪魔はダメ。じゃあ、お手伝いは？　一緒に掘るのは？」

「ああ、なるほど。でも、恋子はそれもいい顔をしないかもね。きっと、探してるモノは自分で掘り当てなきゃダメだって思ってる」

「……私は、まだオオカミと人間の違いはわからない。でも、仲間が頑張ってるならお手伝いしたい」

「そっか」

　きっと、それが一晩考えてゆすらが出した結論なのだろう。

「そういうことなら……そうだな……、うん、一緒に穴を掘る以外でも恋子の力にはなれるかもしれない」

「……ホントに？」

「うん。御み子こ神がみさんも、手を貸してもらえないかな？」

「え、ええと……」

　うつむいてもごもごと言いい淀よどみ、更さら紗さは部室を出て行ってしまった。

「あらら。耶や宵よいはどうする？」

「うふふ、恋れん子こちゃんのためですもの、もちろんお手伝いしますの！」

　内心はともかく、耶宵は一〇〇点満点の笑顔を兄に向けた。

「……兄にい様さまにアピールするチャンスですの」

　そのつぶやきは、誰だれの耳にも届かない。

「助かるよ。じゃあ……」

　夕ゆう也やが部室を出ようとドアに向かったその瞬間。

　ばん！　とドアが開いて、髪を解ほどき、眼鏡を外して白衣をまとい、大きく胸元をはだけた更紗がその大きな胸をことさらに張って戻ってきた。

「うふふ、あ・た・しも、お手伝いさせてもらうわ！　仲間のために、っていうのがすっごくイイもの！」

　夕也は数秒ほど唖あ然ぜんとして、

「あ、うん……。ありがとう……」

「……めんどくさい人ですの」

　ぼそっと呟つぶやいた耶宵を、更紗がキッと睨にらんだ。

「小娘、何か言ったかしら？」

「別に、ですの」

「まあまあ、二人とも。とにかく、行動を開始しようよ。琴こと姉ねえがいない今がチャンスだ」

「……おっぱいさんがいるとなんでダメ？」

「一応敵だし、土つち御み門かどさんをめぐっては全面的に衝突してるからね。これからやろうとしてることには、いない方が都合がいいんだよ」

「兄様、何を始める気ですの？」

「それは道々説明するよ。さ、とにかく行動しよう。恋子たちの決闘まで、あと三日しかないんだから」

　自身も立ち上がりながら、夕也はみんなに部室を出るように促したのだった。



　まず夕也たちがやってきたのは、いつもトイレに行くのに通る一般教室棟の廊下だった。

「兄様、ここに何がありますの？」

「さあね。でも、ここで土御門さんは『その辺を漂っていた精霊を捕まえる』と言って、掌てのひらの上で炎を燃やして見せたんだ。僕と恋子の目の前でね」

「あらら、凄すごいことをするのねぇ。それも陰おん陽みよう道どうなのかしら？」

「と、言ってたけどね。もしかしたら、何か痕こん跡せきが残ってないかなと思って」

「陰おん陽みよう道どうの痕跡なんて私たちにわかるものですの？」

「わからないだろうね。でも、陰陽道に見せかけたトリックの痕跡なら見つけられるかもしれないでしょ」

「トリック……って、兄にい様さまはあの陰陽道が手品だって言いますの？」

「かもしれない、って思うだけだよ」

「でも、もしそうなら、彼女はトリックで恋れん子こちゃんの魔法に挑もうとしてるってことになりますの」

「そうねえ。あたしはまだ魔法なんてモノには懐疑的だけど、それでもさすがに、それは無謀に思えるわ」

「いや、逆にだからこそだと思うんだ」

「どういうことですの？」

「がう」

　ゆすらも、意味がわからない、という顔で首を傾かしげた。

「そもそも、土つち御み門かどさんの陰陽道が本物なら、わざわざ恋子の前にやってきて、決闘前にデモンストレーションをやってみせる意味がないんだよ。決闘の当日に、全力で戦えばいいだけの話だからね。手の内を明かす必要もない」

「恋子ちゃんをやる気にさせるため、とかじゃありませんの？」

「すでに恋子はやる気になっていたと思うけどな。それに、恋子も言ってたんだ。彼女の陰陽道には魔法の形跡が見えない、って。しかも、恋子が知っている陰陽道とは方法論みたいなものもちょっと違っている、とも」

「いずれにしても、根拠としては弱いんじゃないかしら」

「だね。僕もそう思う。だから、ダメで元々だよ。僕の考えが違っているなら、それはそれで『本物だ』っていう確証になるでしょ。逆に言えば、もし土御門さんが本物なら、僕らに介入できる余地はないよ。同じ特殊技能を持った者同士の合意の上での決闘なんだから、見守るしかない」

「だから、そうじゃない方に賭かけるってことかしら？　うふふ、仲間のために無理を通そうとする感じ、いいじゃない。燃えるわね」

「じゃあ、早速この周辺を捜索しよう」

「がう。探す」

　ゆすらは犬よろしく這はいつくばって、床をくまなく観察し始めた。

　そして、少しして夕ゆう也やを振り返った。

「……何を探す？」

「なんでもいいよ、とにかく、ちょっとでも普通と違うこと、いつもと違うことがあったら教えて」

「がう！」

　床や壁を、四人で入念に調べること一時間。

　しかし、特に何かを発見することもなかった。

「やっぱり、あの陰おん陽みよう道どうは本物ってことですの？」

「うーん、どうだろう。まだ結論を出すには早いよ。シャワールーム近くでロウソクの火を式神に点つけさせたり消させたりした場所にも行ってみよう。大本命の物理教室は、トリックだとしたら大がかりな仕掛けが必要だろうから警戒されるかもしれない。幸い、お昼は恋れん子こと一緒にご飯を食べるみたいだから、そのときを狙ねらって調べよう」

「がう」

　かくして、一同はゾロゾロと次なる調査地へ向かった。



　シャワールームがある更衣室近くの廊下では、床に這はいつくばって調べ始めたゆすらが、いきなり、

「……ユウ！　何かある」

　と叫んだ。

「何？」



    

  
    
      



    

  
    
      　夕ゆう也やのみならず、耶や宵よいも更さら紗さもゆすらの元に集まってしゃがみ込んだ。

「……これ」

　ゆすらが指さしたのは、床に微かすかに残った黒い跡だった。

「なんですの？」

「のりじゃないかしら。テープか何かを貼って、剥はがした後に粘着成分が残っちゃった感じに見えるわね」

「なるほど……何かの目印かな？」

　夕也は言いながら、天井を見上げた。他の面々も一緒になって真上を見やる。

「あら？　あの辺、ちょっと切れ目が不自然に入っているように見えない？」

　天井は、もちろん無地ではない。規則的に境目や模様が入っている。

　しかし、更紗が指した先、床で発見した何かの跡の真上には、よく見なければ気づかないほどだったが、確かに規則性を無視した切れ目が四角く入っていた。

「調べてみよう。確か、脚立は恋れん子こが最初に掘ってた倉庫にあったはず……！」

　脚立を立てて天井を調べてみると、切れ目の入った部分は横にスライドするように開く仕組みになっていた。さらには、巧妙に境目に合わせて、五〇センチ四方くらいの板が外せるようになっていることもわかった。

「かなり手が込んでますの」

「外してみるから、御み子こ神がみさん、耶宵、下で受け取って」

「ええ、いいわ」

「はいですの」

　外した天井板の上には、かなり複雑な機械仕掛けの装置が乗っていた。その装置には、電池や大きめのボンベのような容器が組み込まれている。

　それを、四人で覗のぞき込こむ。

「……ユウ、これは何？」

「なんだろうね……。あ、ここのこれ、もしかして赤外線とかを受信するヤツじゃないかな。ほら、テレビとかに付いてるヤツ」

「こっちは切り込みの部分を開閉する仕組みっぽいですの」

「このボンベには何が入っているのかしらね」

　更紗がボンベに触れながら言った。

「うん、たぶんそれがこの仕組みのキモだよね。ええと、ここで土つち御み門かどさんがやって見せたのは、自動的にロウソクに火が点つくってのと、その火が消えるってヤツだよね」

　ゆすらは少し考え込んで、

「……二酸化炭素をかければ火は消える」

「あ！　そうか、二酸化炭素は空気より重いから、天井から噴出させれば自然と下に落ちてくる」

「このタンクには二酸化炭素が入っていたっていうことですの？」

「まあ、火を消すだけなら、燃焼を妨げて空気より重ければ、二酸化炭素じゃなくてもいい理屈だわ。つまり、この仕掛けは、リモコンで操作可能な、天井からボンベの気体を噴出させる装置、ということなのね」

「うん、たぶんそれで正解だと思う。今思えば、火が消えるときに彼女はロウソクを高く掲げたよね。あれは、なるべく拡散する前に火をその気体に当てたかったんだ」

「あの陰おん陽みよう師じっぽい衣装も、袖そでが大きくてリモコンぐらいなら余裕で隠せそうですの」

「そうだね。いかにもな衣装と大仰な動作や仰々しい呪じゆ文もんで注目を集めておいて、もう一方で目立たないようにリモコンを操作する……完全に手品師のやり口だよ」

「すごいわね、見事に予感的中じゃない？」

「うん。これで少しは恋れん子この役に立てるかもしれない」

「……ユウ。でも、火を点つけるのはどうやった？」

「うっ。確かに、そっちがまるでわかってないんだよね」

「あと、兄にい様さまと恋子ちゃんが見たっていう、手の上で炎を燃やすのもまだ説明がついてませんの」

「でも、傾向は見えてきたんじゃないかしら？　他のも手先の技というよりは、化学的な作用や機械を使ったトリックなんじゃない？」

「うん、可能性は高いね。少なくとも、この仕掛けとかを自作したのなら、彼女は化学や機械系の高い知識と技能を持っているってことになる。普通、こういう仕掛けを作ってリモコンで操作できる機能までつけるなんて高校生にはできないよ」

「ねえ、関係あるかわからないんだけどぉ」

　胸を寄せあげるように腕を組んで、更さら紗さは言った。

「紙でできた容器に水を入れて、直接火にかけたらどうなるか、知ってるかしら？」

「紙を火にかけたら燃えちゃいますの。きっと燃えて紙の容器の底が抜けて、水が落ちて火が消えちゃいますの」

「いや、確かそれだと紙は燃えないはずだよ」

「え？　兄様、そうなんですの？」

「まだ理科で習ってない？　ってか、この現象って習うのいつだっけ。料理ではよくあるんだけどね、紙鍋って。旅館の鍋料理とかで」

「……紙が燃える温度は三〇〇度前後。でも、水は一〇〇度にしかならない。紙は一〇〇度で水が冷やすから、水がある限り三〇〇度にならない。だから、紙は燃えない。サバイバルでも、紙の鍋は何かと役立つ」

　淡々と、ゆすらが言った。

「そう、正解よ。手の上の火が燃えるのは、何かそういう原理が使われてるんじゃないかしら。あと、常温で発火するような物質もあった気がするわ」

「調べてみる価値はありそうだね。幸い、秋あき月つき学がく園えんは図書館も充実してるから、三日あればなんとかなるかもしれない」

「がう」

「光こう明みようが見えてきたわね、柊木ひいらぎ君？」

「でも、図書館に行く前に他も調べてみるべきだと思いますの」

「そうだね。まだ物理教室が残ってるし、他のところにも仕込みをしているかもしれないし。まだお昼までは時間があるから、物理教室以外のところを調べてみようか」

　うなずきあって、夕ゆう也やたちはいそいそと外した天井板を元に戻す作業に取りかかった。



　　　＊



　校内のあちこちを隈くまなく探し回りながら、夕也たちは体育館へとやってきた。

「……体育館にも何かある？」

　ゆすらが夕也の袖そでを引っ張って訊きいた。

「可能性は高いんじゃないかな。学食や教室の何カ所かにもよくわからないものが仕掛けてあったし、恋れん子こは体育館裏で発掘をやってるし、土つち御み門かどさんからすれば是ぜ非ひトリックを仕込みたい場所なんじゃないかな」

「なるほど、確かにそうかもしれないわねえ」

　白衣の更さら紗さが豊かな胸を挟み込むように腕を組んでうなずいた。

「じゃあ、早速探してみますの！」

　耶や宵よいの言葉を合図に、それぞれが体育館に散って行く。這はいつくばったり壁にへばりついてみたり、四人とも思い思いに探索を続けるが、なかなか異常発見の声は上がらなかった。

　――やっぱり、体育館みたいに広い空間だと、仕込みもしにくいのかな……。

　夕也がそう思い始めた頃。

「きゃあっ！」

　体育館の隅、体育倉庫の中から耶宵の悲鳴が聞こえてきた。

「……ユウの妹の声」

「耶宵っ！」

　夕也が体育倉庫の方へと駆け出した。

　ゆすらと更紗も夕也を追いかける。

　ばん、と夕也が体育倉庫の半開きになっていたドアを勢いよく開けると、

「いやっ、兄にい様さま、見ちゃダメですの！」

　切せつ羽ぱ詰まったような、それでいて恥ずかしそうな声で耶や宵よいが叫んだ。

「なっ――!?」

　体育倉庫の中には、マットの上でバレーボールのネットに絡まってもがいている耶宵がいた。

　あられもなくスカートはめくれ、服越しといえ中学生としては破格のサイズを誇る胸にまでネットが食い込んでいる。

「やぁーん、見ないでくださいですの！」

　耶宵は顔を赤くして、涙目でそう訴えた。

「え、あ、ごめん！」

　慌てて、夕ゆう也やは耶宵から目を背ける。

「いったい何をやっているの？」

　呆あきれ顔がおで、更さら紗さがもがく耶宵に訊きいた。

「べっ、別に、ちょっとこのあたりを探していたら、棚の上からこのネットが降ってきて絡まっちゃっただけですの！」

「あははははは！　バカね！　ホント、バカな小娘だわ！　下着丸出しでいいザマね！」

「う、うるさいですの！」

「……下着を買いに行った時は、自分からユウに見せてたのに」

　二人の言い合いは完全にスルーして、不思議そうにゆすらが首を傾かしげた。

「自分から見せるのと、意図せず見られちゃうのでは全然違いますの！」

「……？」

「あらあ、人のことを変態呼ばわりするわりには、自分は実の兄に下着姿を見せて誘惑ですって？　小娘、貴女あなたの方が筋すじ金がね入いりなんじゃないの？」

「露出狂の治療マニアに言われたくありませんの！」

「……ユウの妹は、変態さんより変態？」

　なおも不思議そうな顔をしているゆすらに、更紗は、

「間違いなくそうね。疑う余地なく変態だわ。……っていうか、桜さくら江えさん、ホントにその呼び方、やめてくれないかしら……？」

「……それより、助けなくていい？」

「それよりって……」

　更紗は力なくうなだれた。

「あ、僕からもお願い。耶宵を助けてあげてよ」

　耶宵に背を向けて、夕也は所在なさげに頬ほおをコリコリと掻かきつつ、言った。

「ほら、僕が助けてあげようとすると色々まずいからさ」

「そうねえ。じゃあ、小娘、『いつも生意気ばっかり言ってすみませんでした、お願いですから助けてください』って懇願してみなさい？」

「なっ、何を言ってますの!?」

「あらあ、助けてくれる相手に礼儀を尽くすこともできないのかしら？」

「く……っ」

　羞しゆう恥ちのみならず、悔しさに耶や宵よいの顔が歪ゆがむ。

「御み子こ神がみさん、そんな意地悪言わないで、助けてあげてよ」

「言っておくけど、もちろん冗談よ？」

「そうは聞こえませんでしたのッ！」

「まだ自分の立場がわかってないようね、小娘」

「まあまあ。二人とも落ち着いて」

「……今助ける。ユウの妹も群れの仲間」

　ゆすらはもがく耶宵に歩み寄って、シャキーンと腰のナイフを抜いた。

「ひっ!?」

　その刃が反射するギラリという光に、耶宵が怯おびえた顔で息を呑のむ。

「あ、ゆすら、切っちゃダメだよ。そのネットも学校の備品だから」

「……切った方が早い」

「それでもダメよ？」

　言いながら、更さら紗さは耶宵に歩み寄ってしゃがみ込み、ネットを解ほどこうと手を伸ばした。

　渋々な顔で、ゆすらはナイフを鞘さやに収めた。そして、耶宵に絡まったネットを引っ張る。

「あんっ、そんなに強く引っ張っちゃ……、やっ、ダメ……ですの……」

　耶宵の甘く色っぽい声に、顔を背けたままの夕ゆう也やは赤面しながらも、居心地悪そうに頬ほおを掻かいた。

「あらあ、ごめんなさぁい。じゃあ、今度はこっちを引っ張ってみようかしら」

「あんっ、ちょ、この変態白衣女ッ！　絶対わざとですの！」

「生意気ね。そういうことを言うと、こっちも引っ張っちゃうわよ？」

「な、ひ、卑ひ怯きようですの！」

「……解くのがめんどくさい。やっぱり切る？」

「桜さくら江えさん、それはダメだって言ったじゃない。それに、そんなに簡単に終わっちゃったら面白くないわ」

「面白がらないでほしいですの！」

「あら、生意気。そんなことを言うと……」

「やっ、ちょ、やめ……く、くすぐったいですの！　あ、あはは、や、だめ、あははははははは……やっ、やぁん」

　なおも響く甘い声やちょっと禁断っぽい雰囲気に、夕ゆう也やは、

「え、ええと、僕は外に出てるから、耶や宵よいのことをよろしくね」

　そう言って赤い顔のまま逃げるように体育倉庫を出たのだった。
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　正午過ぎ。

「心ここにあらず、って感じね」

　中庭の木陰でお弁当を食べながら、沙さ月つきは言った。

「えっ？」

「ほら、聞いてない」

「あ、ごめん……」

「何かあったの？」

「うん、まあ、ちょっと……」

　迷ったように言いい淀よどみ、恋れん子こは、

「帰宅しない部、辞めちゃったんです」

　と、ことさらに明るく言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「あっそう。私はもっと早くにそうするべきだったと思うけど、それでも結局未練たらたらなワケね」

「未練なんて……」

「じゃあ、どうして泣きそうな顔してるの？」

「え……」

「そんな調子で決闘は大丈夫？」

「あ、当たり前ですっ」

「ならいいけど。ねえ、恋れん子こちゃん――私も、そう呼ばせてもらうわね？　恋子ちゃん、私は、才能を持って生まれた者には努力する義務があると思うの。凡人として生まれた有う象ぞう無む象ぞうどもが群れて傷をなめ合う友情ごっこに興じるのは勝手だと思うけど、才能ある者はそれではダメなのよ。才能を持って生まれながらそれを磨こうとしない、もはやそれは罪悪だわ」

「え……ええと、まあ、言いたいことはなんとなくわかりますけど……」

「まして一〇〇年に一人の才能を浪費することなんて許されない。その才能をどんなに渇望しても、手に入れられない人だっているのよ」

「ええ、それもわかってますけど」

「だから、それでよかったのよ。凡人と馴なれ合あったって得るモノなんてないわ。凡俗から理解されないのは天才の宿命。さっさと吹っ切って、やるべきことに専念することね。でないと……」

　沙さ月つきは箸はしをビシッと恋子に向けて、

「無様に負けることになるわよ？」

　そう、不敵に笑った。
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　決闘まであと二日の日曜日――その午後。

　恋子は焦っていた。

　明日は月曜で、半日以上を授業に費やさなければならない。実質、残りあと一日を切っていると考えなければならないのだ。その間に死体を掘り当てられなければ、恋子は手ブラで決闘に臨まなければならなくなる。

　――最悪、あの熊の剥はく製せいを……あ、でも、あれは帰宅しない部の部室にあるし……。

　顔を合わせにくい。

　あれだけハッキリ辞めるなどと言っておいて、あの熊の剥製を必要とするなど、格好がつかない。

　ふと、恋れん子こは携帯電話を取り出してネットに接続し、通販情報のページを開いた。そして『剥はく製せい』とキーワードを打ち込んで検索してみる。

「うわ、高っ……」

　ネズミや大トカゲでも万単位、鹿や牛系の大型動物になれば桁けたがさらに一つ二つ上になる。いわんや熊をやで、そもそも希少なのか、全身きちんと処理された熊はリストにすらほとんどなかった。あっても、目玉が飛び出るほどの値がつけられている。

　恋子の家とて、琴こと音ねほどではないにしても裕福な部類である。が、さすがに高校生の恋子の財力で気軽に買える代物ではなかった。

「買えてこの辺かな……」

　テンというイタチ科の小動物の毛皮を使った、頭つきの襟巻き。これなら、二万円から三万円で買える。それだって恋子の財布事情的にはかなりの痛手だが、柔らかさからしても剥製よりはなめらかに動いてくれる気はした。

　が、問題は。

「でも、これであの大鬼の式神に勝てって、無む茶ちやもいいところです……」

　何もないよりはマシだ。マシだが、マシなだけでなんの解決にもならない。

　大きさ的にも頼りないし、何より熊同様に言葉が通じない。コントロールが利かないのでは戦略さえ成り立たない。

　――保険にもならねーです……。

　とはいえ、本当に手ブラで行くわけにもいかない。とりあえずコンビニ受け取りのお急ぎ便でテンの襟巻きを泣く泣く注文して、恋子はまた地面を掘る作業に戻った。

　と、そこへ。

「恋子、お弁当箱の回収に来たよ」

　夕ゆう也やがやってきて、恋子が掘っていた穴のすぐ脇に置いてあった二つのお弁当箱を手に取った。夕也は土曜のみならず、今日も朝にお弁当を届けに来てくれたのだった。もちろん、そのお弁当は今日も沙さ月つきと一緒に美お味いしく頂いている。

「……あんたも律りち儀ぎですね」

「まあね。で、調子はどう？」

「うるさいです」

「ってことは、芳かんばしくない、か。やっぱりそう簡単には出てこないんだね、死体」

「掘り当てて見せますから、ほっといて下さい」

「意地っ張りだなあ」

「ふーんだ。お弁当のことはありがとうです。でも、作業の邪魔ですから、早くどっかに行って下さい」

「はいはい、じゃあ、あんまり無理しないようにね」

　苦笑して、夕ゆう也やは素直に退散した。

　その背中を不機嫌そうに見送って、恋れん子こはまた地面にスコップを勢いよく突き立てた。
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　夕也が図書館に戻ると、調べ物を続けていた面々が顔を上げた。

「恋子ちゃん、どうでしたの？」

「うん、やっぱり成果はないみたい。決闘まで日もないし、ピンチかもね」

　図書館での会話というのは褒められたモノではないが、日曜まで学校の図書館にやってきて利用する者も皆無だった。そのせいか、本を棚に戻しに来た司書はチラリと夕也たちの方を見たものの、注意をするでもなくすぐに自分の仕事に戻っていった。

「調べ物の方はどう？　何か見つかった？」

「え、ええと、この本なんですけど……」

　眼鏡三つ編みモードの更さら紗さが、おずおずと一冊の本を示した。気になるページをいくつも見つけたのだろう、何枚ものしおりが挟んであった。

「『化学を使う奇術百科』？」

「は、はい。これに、例の手の上で炎を燃やすマジックが載ってました……」

　ぼそぼそと言いながら、更紗は何枚かしおりが挟んであるページの一カ所を開いて夕也に手渡した。

「お、やったね。どれどれ……」

　それは、二硫化炭素と四し塩えん化か炭たん素その混合液を使った手品だった。その混合液を少量手に垂らし、その液に火を点つける。すると掌てのひらでは炎が点ともるが、急速な蒸発による冷却作用のために火傷やけどをしない、というものだ。

「なるほど、土つち御み門かどさんがやってみせたことそのまんまだね」

「は、はい。あと、黄リンという物質を使ったマジックもいくつか載っています」

「黄リン？」

「そ、その物質は、すごく燃えやすくて、ちょっと溶液をこぼしたり、空気中で切断したりするだけで発火するって書いてあります……」

「それ、かなり危険な物質じゃない？」

「はい……。黄リンを直接触ったりすると、火傷しちゃうそうです。だから、水中でピンセットを使って加工するとか書いてありました……」

「へえ」

「こ、これを二硫化炭素の溶液に溶かしてロウソクの芯に塗っておくと、二硫化炭素が蒸発しきった時点でリンが発火して、ロウソクに火が点くって、こ、こっちの本の後の方のページに書いてあります……」

　言いつつ、更さら紗さは別の分厚い本を、やっぱりおずおずと差し出した。

「それって……！　すごい、すごいよ、御み子こ神がみさん！　やっぱり、あのとき土つち御み門かどさんが『もう暗い』とか妙なことを言ったのには意図があったんだ！　彼女は自然さを装って時計を見たかったんだよ。二硫化炭素が蒸発するのにかかる時間を逆算して、火が点つくタイミングを確認したかったんだ！　やった、これで土御門さんの手口がほとんど解明できたじゃないか！」

　興奮気味に、夕ゆう也やはガッと更紗の肩を両手で掴つかんだ。

　更紗は一瞬ビクッと反応したものの、照れて頬ほおを紅潮させてうつむいてしまった。

「あ、いえ……。この本を見つけてきたのは、桜さくら江えさんで……。化学の本よりマジックの本を探そうって提案してくれたのも、耶や宵よいさんですし……」

「がう」

「言っておいてなんですけど、まさかマジックのネタ本なんてものまで学校の図書館にあるとは思いませんでしたの」

「そうなんだ。耶宵、お手柄だったね」

「うふふ、兄にい様さまのお役に立てて嬉うれしいですの！」

「うん、ありがとう」

　更紗の肩から手を放し、夕也はグッと拳を握りしめた。

「よし、今日の夜と明日を使って、どう決闘に介入するか作戦を立てよう。土御門さんの手品も実践してみたいけど……化学室とかに黄リンとかあるかな？」

「さ、さあ……。かなり危険な物質みたいですから、あっても使えるかどうか」

「でも、兄様。まだ、決闘で彼女がどうやって勝つつもりなのかがわかりませんの。少なくとも熊の剥はく製せいがあることはわかってたはずなのに、あの自信は気になりますの」

「確かにね……。熊語がわからなくて制御不能だとしても、あの熊に対する切り札なしで確実な勝利なんてないだろうし……」

　考え込む夕也の袖そでを、ゆすらが引っ張った。

「……ユウ。私に考えがある。恋れん子こは仲間。仲間の手助けをしたい」

「え？」

　ゆすらはぐっと夕也の腕を引っ張ってかがませると、そっと耳元で『考え』を囁ささやいた。

「なるほど……。試してみる価値はあるかもしれない」

　夕也の言葉に、ゆすらはにいっと笑った。



　そして、最後の月曜日を夕也たちは作戦の立案と準備に費やし、恋子はひたすら掘り続けるも成果を得ることなく、運命の火曜日を迎えた。



    

  
    
      第五章　学園デュエル・アンド・パスウェイジョン



　決闘当日の閉門後。

　かなり絶望的な気分で、恋れん子こは屋上に向かっていた。

　羽織っているのは、背中に大鎌の意匠を染め抜いた、魔法使い然としたフード付きのマント。腰のポーチには魔法を使うのに必要な小道具や素材を詰め込み、ポケットには小ぶりな杖セプターと、自分なりに魔法のポイントをまとめたボロボロのメモ帳。手には立派な革装丁の古い魔導書グリモアも携えている。

　死霊術師ネクロマンサー・木き滝たき恋子のフル武装である。

　だが、その仰々しさに反して、魔法をかけるべき対象はテンの襟巻きただ一つのみ。

　勝てる見込みは、ゼロからコンマ一パーセントも上がっていない。

　でも。

　――仕方ないです。これはあたしがサボった結果です。負けるにしても、正々堂々、戦いを挑まれた者として全力を尽くして負けるです。

　逃げることだけは、許されなかった。それが仲良くなり始めたライバルへの礼儀であり、魔術師としての恋子の矜きよう持じだった。

　階段を上りきって、屋上へのドアを通る。

　屋上では、すでに沙さ月つきが待っていた。

　夜空を背中に、黒い狩かり衣ぎぬふうの衣装と長いツインテールの髪が風にはためいている。

「逃げずに来てくれて嬉うれしいわ、恋子ちゃん。でも……」

　沙月は不機嫌さを隠しもせずに恋子を睨にらみつけた。

「あの熊さえ持ってきていないのはどういうつもり!?　あの熊を使わずとも私に勝てると思っているの？　それとも、……まさか、私を傷つけるかもしれないとか、そんななめた理由で持ってこなかったんじゃないでしょうね？　その手に持った小動物の毛皮一枚で私に勝てるとでも？」

　侮ぶ蔑べつは許さない。

　そう言いたいことが一目でわかるほど、鋭い視線を沙月は恋子に向けている。

「ち、違います。あれは――」

　譲り受けたのは帰宅しない部だから、自分の所有物ではない。

　そう言おうとした瞬間、

「そう、違う！　熊ならここにあるよ！」

　屋上の入り口から、夕ゆう也やの声が割って入った。

「えっ？」

　恋れん子こが振り返ると、ゆすらと二人がかりでボロボロの熊の剥はく製せいを運んでいる夕ゆう也やの姿があった。

「ちょ、何を……」

「さすがにこの剥製は一人で運ぶのはしんどいからね。僕らが代わりに運んできたんだ」

　抗議しようとした恋子を遮って、夕也が告げる。

　そして、熊の剥製を恋子の前に置いた。

「そうだったの。ごめんなさい、私の早とちりだったみたいね」

　沙さ月つきは満足そうに笑った。

「さあ、恋子ちゃん、魔法を使って。本来なら待ってあげるのもナンセンスだけど、魔法勝負で魔法を使わせずに勝っても意味はないわ。それに、恋子ちゃんの魔法を目の前の特等席で見たいし」

「……でも」

　恋子は躊ちゆう躇ちよした。

　目の前の熊に襲われそうになった恐怖が脳裏に蘇よみがえって、足が震える。

「大丈夫だよ」

　ぽん、と夕也が恋子の肩を叩たたいた。

「がう」

　自信に満ちた目で、ゆすらも恋子を見つめてうなずいた。

「勝手なことをして……！　どうなっても知りませんからねっ！」

　少なくとも、沙月は熊の相手をする気満々でいる。今さら熊は使いません、と言い出せる雰囲気ではない。

　やけくそ気味に、恋子はポーチからチョークやら真しん鍮ちゆうの杯さかずきやらを取り出し、熊の剥製とテンの襟巻きを中心に魔法陣を描き始めた。

　夕也は、

「ゆすら、恋子の作業の邪魔にならないように、僕らは下がろう」

　と屋上の入り口付近にまで下がった。

「がう」

　とゆすらもそれに倣ならう。

　そして。

「さて」

　夕也は、ポケットからいつか沙月が置いていった燭しよく台だいを取り出し、風の当たらない壁際の床に置いた。さらにポケットから小瓶とロウソクを取り出し、慎重に小瓶の中の液体にロウソクの芯を浸して、そのロウソクを燭台に立てた。

「な、何をしているの」

　沙さ月つきがうわずった声で夕ゆう也やに問う。

「ちょっと、式神に火を点つけてもらおうと思って」

　慎重に小瓶のフタを閉めながら、夕也はニッと笑って答えた。

「劇薬だから気を遣うよね、黄リンと二硫化炭素の溶液って。引火性の強い物体の上だと、こぼしただけで発火しちゃうんだから」

「……」

「こんな危険な物質まで常備してるんだから、この学校も凄すごいよね。それとも、誰かがこっそり紛れ込ませて保管してたのかな？」

　キッと沙月が夕也を睨にらむ。

　が、夕也は涼しい顔でその視線を受け流した。そして、ビンをポケットに仕し舞まって、燭しよく台だいから離れる。

「僕は貴女あなたと違って慣れてないから、タイミングまで器用に合わせることはできないけどね。一〇分くらいかな？」

「言いがかりをつける気？」

「別に。それよりホラ、恋れん子この魔法の準備が着々と整っていくよ」

　恋子は夕也と沙月の会話にも気づかないほど、真剣に、そして丁寧に床に図形を描いていく。

　やがて恋子は魔法陣を描き終え、何やら赤い液体で満たした真しん鍮ちゆうの杯さかずきを置くと、すっくと立ち上がった。そして魔法陣の外で魔導書グリモアを開き、さらにその上に重ねるようにしてボロボロのメモ帳も開いた。

　それを左手で支え、右手には小さな杖セプターを持つ。

「御身、我が訴えを聞き届けたまえ。あらゆる霊を我に従わしめよ。我は御み許もとに召された霊を召喚す、御身、我が祈りと引き替えに彼かの者ものを遣わしたまえ。さすれば、我はとこしえの眠りより目覚めた彼の者に再び肉体の枷かせを与えん」

　恋子の呪じゆ文もんに呼応して、魔法陣が淡い輝きを放ち始める。

「ああ……これよ！　これだわ！　私が見たかった恋子ちゃんの魔法！　すごい、素晴らしい！　これこそ一〇〇年に一人の天才の業！　凡人にはなしえない奇跡の瞬間！　やっぱり恋子ちゃんは最高だわッ！」

　恍こう惚こつとした表情で、沙月が感極まったように叫んだ。

「……」

　その顔に、声に、夕也は憧れと嫉しつ妬とが入り交じった、とても強い、そしてぐねぐねとねじくれ曲がった想おもいを感じた。

　一方で、それさえも耳に入らないほど集中した恋子の詠唱は続く。

「御身よ、この円の前に彼の霊を遣わし、我が意志を成就せしめたまえ。従順に、かつ速やかに来たれ。神の御み名な、アドナイ、ツァバオト、アミオランにおいて、来たれ汝なんじ！　汝に命ずるのは王の中の王、アドナイなればなり！」

　魔法陣の光が、熊の剥はく製せいとテンの襟巻きに収束する。

　そして、熊が、テンがゆらりとゾンビのように動き出した。

「恋れん子こ、強制の呪じゆ文もんを！」

　夕ゆう也やが叫んだ。

「え、でも……」

　強制の呪文。蘇よみがえらせた死者に命令を聞かせる呪文。

　しかし、それは一度試してみて効果を発揮しなかった呪文でもあった。だから、制御不能として、恋子は熊を使うことを躊躇ためらったのだ。

「いいから、早く！　僕を信じて！」

　夕也の強い言葉に気け圧おされて、恋子はボロボロのメモ帳のページをめくった。

「ええと……、我が言葉は大王の命なり」

「がう！」

　間髪いれずに、ゆすらが吠ほえた。

「汝従わざれば、天軍の主、至高にして永遠なる神イェホヴァー・テトラグラマトンの名と力において、我は汝を呪のろい、底なしの深しん淵えんに縛り、裁きの日まで留めおかん。我に服従せぬ霊よ、永えい劫ごうの火に焼かれることを恐れよ！」

「がう！」

　ゆすらが短く吠え終わった瞬間、熊のゾンビがくるりと恋子の方を向き、まるで臣下の礼をとるように膝をついて頭を垂れた。その脇では、テンの襟巻きも同様に大人しく恋子に頭を下げている。

「え？　ええっ？」

　何がどうなっているのかわからず目を白黒させる恋子に、ゆすらは、

「……恋子の言ってることを通訳した。オオカミの言葉と他の動物の言葉は、標準語と関西弁くらいしか違わない」

　こともなげにそう告げた。

　あんぐりと口を開けて、恋子は驚いた顔のまま固まってしまっている。

「動物の言葉がわかるゆすらも、前のときは熊が意味のある言葉を言わないから、意思の疎通はできないと思ったんだって。ほら、剥製って声帯とかも全部取られちゃってるから、そのせいじゃないかな」

「え……えー」

「まあ、それ以外にも、見た目とかも生き物とは思えないことになってたし」

「ツッコミどころが多すぎて、何から言ったらいいかわかんねーです……」

　呆ぼう然ぜんと、恋れん子こがうなだれた。

「そもそも、なんで動物の言葉とか喋しやべれるんですか……」

「……普通は喋れる」

「ゆすら先輩以外に誰だれにも喋れませんよっ！　しかも、あんな長い詠唱がどーして『がう』の一言で通訳できるんですかッ！」

「……ユウにも訊きかれた。根本的に、言語の概念が違う。一音一語で意味を当てはめる人間の言葉と違って、動物の言葉は様々な情報を一音に圧縮する」

「結局意味がわからないんですけどっ!?　もう、なんなんですか、いったい！」

「そう言わないでよ。恋子の力になりたいから、ってゆすら自ら発案したアイデアなんだからさ」

「え」

　困惑した顔で恋子がゆすらを見やった。

「がう。ボスは仲間を助ける」

　恋子の視線を受けて、ゆすらが得意げに胸を張った。屈託のない、無邪気な笑顔で。

「……ずるいです、そんな顔」

　照れたように、少し顔を赤くして、恋子がうつむいた。

　と、その瞬間、誰も触れていないはずの夕ゆう也やが置いたロウソクに火が点ついた。

「あ。やった、僕にも『式神の点火』ができたね」

「……」

　悔しそうに、沙さ月つきが夕也を睨にらんでいた目を伏せた。

「じゃあ、次行こうか」

「え？」

　恋子が困惑するのも構わず、さっと夕也が右手を挙げた。

　と、夕也の背後、屋上の出入り口の向こう側から、勢いよく白い霧が吹き出した。そして、その霧の中にぼんやりと何かの影が揺らめいている。

「ありゃ、やっぱり拡散しちゃってちゃんと見えるだけの濃度が保てないか。物理教室で試したときには上う手まくいったのに」

「ええっ!?　ちょ、何がどうなってるんですか!?」

　恋子が、夕也と沙月を交互に見ながらワケがわからないという顔で訊いた。

「種も仕掛けもあったってことだよ。おーい、スイッチを切って、出てきていいよー」

　夕也がそう呼びかけると、それぞれ機械を持って耶や宵よいと更さら紗さが屋上に姿を現した。

「重ぉーい」

　白衣姿の更紗が持っているのは、一〇キロはありそうな機械の塊。

「あら、その無駄に大きい胸で鍛えられてると思いましたのに」

「この小娘は……！　自分ばっかり楽してっ」

　一方、更さら紗さが言った通り、耶や宵よいが手にしているのは少し大きめのハンディカメラのような機械だった。

「御み子こ神がみさんが持ってるのが、スモークマシン。ライヴとかコンサートとかでミュージシャンが演出に使ったりするヤツだね。名前通り、特殊なリキッドを原料に霧を発生させる。これは物理教室の教壇に仕込んであった。市販されてるヤツに、リモコン操作できる改造が施してある。そうだよね？」

　夕ゆう也やは沙さ月つきに疑問を投げかけたが、沙月は無言で夕也を睨にらむだけだった。

「黙秘、か。まあいいけど」

　苦笑して、夕也はコリコリとこめかみを掻かいた。

「で、耶宵が持ってるのは小型のプロジェクタだね。ここでは上う手まくいかなかったけど、スモークに映像が投影できるほどの高性能だ。これ、かなり手を加えてあるよね？　こんなに小型で高性能なの、ネットで調べたけどどこにも売ってないみたいなんだ」

「え？　え？　じゃあ、あたしが見た式神の大鬼は……」

「そう、そんなモノは存在しない。ただの映像だよ。そして、彼女の陰おん陽みよう道どうはすべて、化学や機械を用いたトリックで説明がつく。つまり」

　語調は変えず、しかしハッキリと、夕也は言った。

「おそらく、土つち御み門かどさんは陰陽道――いわゆる魔法を、使うことができない」



　　　＊



「……ッ」

　図星を指されて、沙月は唇を噛かんだ。

　魔法を使えない。

　それは、紛れもない真実だった。

　平安の昔から脈々と続く陰陽道の一族の本家筋に生を受けながら、まったく魔法に関する天てん稟ぴんを得られなかった子。

　それが沙月だった。

　それを隠すために、あらゆる手段を講じた。

　薬品でも、機械でも、なんでも使った。

　必要ならば薬品は混ぜて使い、機械にも改造を施した。

　魔法の腕はどんなに努力しても上達しないのに、誤ご魔ま化かす技術だけはぐんぐんと向上していった。

　けれど、所しよ詮せんは小娘の浅知恵。それで誤魔化しきれるほど甘い世界ではない。

　やがてそれは露呈して、無能とそしられる日々が始まった。

　魔法を生なり業わいとする家で、魔法が使えないのだ。

　それは、文字通り無能に他ならなかった。

　何を言われても、返す言葉もない。なぜなら事実だから。

　軽んじられ、疎うとまれ、蔑さげすまれる。

　生まれ育った地でも、京都なんて嫌いだ。

　いやな思い出しかないから。

　土つち御み門かど家なんて、嫌いだ。

　自分を蔑む人間しかいないから。

　それでも、プライドを捨てきれなかった沙さ月つきは、ただ逃げ出すだけなど我慢がならなかった。

　一〇〇年に一人の逸いつ材ざいを――噂うわさに聞いた、木き滝たき恋れん子こを倒す。

　そうしてみせることで、無能のレッテルを払ふつ拭しよくしようと最後の賭かけに出たのだ。

　打倒恋子は、特に一族の総意というわけではない。沙月のわがままだった。だから、家に支援を頼むわけにはいかなかった。頼む気もなかった。

　沙月の『陰おん陽みよう道どう』はお金がかかる。機械も薬品も、特殊なものになればなるほど値も張るのだ。まして、危険な薬品などは近くのドラッグストアで買えるものではない。なじみの業者に頼むとなれば、送料もバカにならない。

　しかし、打倒恋子に必要な仕込みに妥協は許されなかった。

　お年玉やお小遣いを貯ためた通帳の残高はすぐに底をついた。

　薬品や機械、部品、資材を買うために最低限の仕送りを切り詰めるため、アパートはすぐに解約して学校で寝泊まりし始めた。

　食費を極限まで削って、昼食はあんパン一個と牛乳で済ませた。朝を抜くのは当たり前で、日によっては昼も夜も抜いた。

　生徒会長の琴こと音ねに喫茶店で仲間になることを持ちかけられても、秘密を守るために、独力で悲願を達成するために、断腸の思いで断った。

　秋あき月つき学がく園えんに入学してからずっと、沙月は何もかもを犠牲にして、全精力を打倒恋子に注ぎ込んできたのだ。

　なのに。

　思わぬ伏兵に、足下をすくわれた。

　ただの一般人に。

　あんな、お人ひと好よしだけが取り柄みたいな冴さえない男に。

　悔しさに、唇を噛かんだ。

「まだよ……ッ！　まさか、もう終わったと思ってはるのッ!?」

　沙さ月つきは、跪ひざまずく熊に向かって駆け出した。

　駆けつつ、袂たもとの中に潜ませた小瓶を器用に取り出し、コルク栓を抜いた。その中身を、熊の剥はく製せいにぶちまける。

　が。

「甘いわよぉ！」

　その液体は、声とともに飛来したコウモリ傘によって防がれてしまった。コウモリ傘に付着した液体は、すぐに燃え上がって傘を焼き始める。

「くっ、なんでやの……ッ。まるで、私が何をするか知ってたみたいな反応で……ッ」

　コウモリ傘の柄には包帯が巻きつき、その先は更さら紗さの手元に延びている。

「うふ、みたい、じゃなくて知ってたの。でも、驚いたわ。ホントに柊木ひいらぎ君の言った通りの攻撃だったわねぇ」

　言いながら、更紗は両手を軽く振った。まるで生き物のように、コウモリ傘から離れた包帯がその手元に戻る。

「そりゃまあ、発火する液体を使うのが得意なはずの土つち御み門かどさんが、舞台装置を仕込んであった物理教室ではなく屋上に決闘の場所を選んだ――その理由が一つしか推測できなかったからね」

「がう？」

　首を傾かしげたゆすらに、夕ゆう也やは笑って言った。

「火さ。剥製を燃やすほどの炎は、屋内で使うとなるとやっかいだ。まず当然火事になる危険性がある。そうなったら決闘どころじゃなくなるからね。それに、煙感知の火災報知器は切ってあったけど、熱感知型のスプリンクラーは機能していた。あれが作動すれば、燃やし尽くす前に火が消えてしまうかもしれない」

「そこまで調べて……？」

「まあね。ちなみに、煙感知型を切ってあったのは、スモークマシンに反応しないようにだよね。でも、燃えやすい劇薬を作ったりする以上、スプリンクラーまで切るリスクは避けたかったってところかな？」

「……」

　まったくもってその通りだった。腹が立つほどに。

「まあ、それはともかく、乾燥しきった剥製はよく燃えるだろうね。でも逆に言うなら、燃やし尽くしてしまわなければ、土御門さんの勝利はない」

　まるで、心を見透かされているようだった。

　恋れん子こがシスコンだなどと言っていた柊木夕也という男は、いちいち正確に沙月の思惑を言い当てる。

「燃やさないと勝利がないって、どういうことです？」

　恋れん子こが首を傾かしげた。

「土つち御み門かどさんは、ずっと恋子を見ていた、と手紙に書いてきた。だとしたら、恋子に戦力になる手て駒ごまが熊しかないことにも気がついたはずだ。だからこそ、恋子は必死になって死体を探していたわけだし」

「ええ、まあ、それはそうでしょうけど」

「つまり、熊さえ排除できれば恋子の魔法は機能しなくなるってことだ。やれ陰おん陽みよう道どうだの魔法だのと称して引火性の強い乾燥した剥はく製せいに発火しやすい溶液をかければ、当然燃え上がる。もしかしたら、油のような燃焼を促進させる薬品も隠し持っているかもね。とにかく、そうやって熊さえ焼き尽くしてしまえば、恋子には式神の大鬼に勝つ手段はなくなる。土御門さんは、ありもしない式神を切り札にして降参するよう迫れたってわけだ。召喚する必要さえない状況下でね」

「何もかもお見通しってこと……？　いけ好かない人やわ。ホントに、ムカツク」

「それはどうも。じゃあ、いけ好かないついでに、もう一つ指摘させてもらうよ。このやり方で土御門さんが恋子に勝ったとしても、何も変わらないと思う。純粋に魔法で勝ったわけじゃない以上、少なくとも貴女あなたを取り巻く人たちの態度は」

「な……ッ！」

　カチン、ときて、沙さ月つきは怒りに身を震わせた。長いツインテールが、それに合わせて小刻みに揺れる。

　散々邪魔してくれたこともそうだが、訳知り顔で賢さかしらに沙月の境遇にまで口を出してきたことに何より腹が立った。

「貴方あなたに何がわかりはるの……!?　私たちの世界のことなんか知りもしないくせに、偉そうなことを言わないでよ！」

「うん、確かに知らない。全部想像だし、それが合ってるとも限らない。けどさ、使えない魔法を使えるとうそぶいてケンカを売る理由なんて、そういくつもないよ。そこまでやろうって思い切るからには、相当追い詰められていたんだろうしね」

「うるさいッ！」

「いいや、冷静さを欠いているからこそ、君はきちんと状況を把握しなくちゃいけない。君が周囲の人の態度を変えさせたいと思うなら、これじゃダメなんだよ！　そのためには、君が実際に恋子を上回る魔法を使えるようになること、その条件を満たさなければ、何も変わるはずがないんだ！」

「うるさいうるさいッ！」

　沙月は両手で自分の耳をふさごうとした。

　聞きたくない。これ以上、自分の正体を、ウソを、暴いていく言葉を聞きたくない。

　が、その手が、耳をふさぐ前にピタリと止まった。

「……沙さ月つきちゃん」

　恋れん子こが、沙月を見ていた。

　驚いたような目で。

　心配するような目で。

　その目が、一族の者たちの目とダブって見えた。

　自分を蔑さげすむ目と。

　自分を見下す目と。

「いやあ……やめてよ……。そんな目で私を見ないで……」

　非難。侮ぶ蔑べつ。嘲ちよう笑しよう。

　心を押し潰つぶそうとする、見下したような視線。

「もういやッ！　やめてよッ！　私は……私は、無能やないもの！　私は要らない子でも、お荷物でもないもの！」

「それはそうだよ。当たり前でしょ」

　こともなげに、夕ゆう也やは言った。

「え……!?」

「確かに、君は魔法に関してはダメなのかもしれない。でも、だからって全部ダメとか、無能ってことにはならないよ」

「だ、だって……」

「何を驚いているの。僕らを欺あざむいた手腕とか、薬品の扱いとか、凄すごいとしか言いようがないじゃないか。あれだけの機械に赤外線による遠隔操作のシステムを組み込んだり、プロジェクタの画質や精度を向上させたり、バレないように天井や教壇に仕込んだり……プロ顔負けだよ。こんな真ま似ねができる高校生が日本に何人いるっていうのさ」

「そ、そうです！　あたしなんか、完全に騙だまされてました！」

「で……でも、魔法ができなきゃ意味なんか……」

「あるよ！」

　その語気に、そしてそう言った夕也の怒ど気きに、ビクッと沙月は気け圧おされてしまった。

　ヘラヘラしているだけの温厚そうな夕也が、真剣な目で睨にらむように沙月を見つめていた。

　その視線は、表情は、苛いら立だちを隠そうともしていない。

　――な、何……？

　夕也が怒気を発した理由が、沙月にはすぐには理解できなかった。

「あーもう！　もういい加減、無能だとか意味がないとか言うのを止やめなよ！　何か一つが苦手だったからって、その人のすべてが否定されるなんて絶対に間違ってる！」

　――ま、まさか、私が後ろ向きになっていることに腹を立ててはるの……？

　何様だ、と思う。

　大きなお世話だ、とも。

「何も知らないくせに……！　私の家のことも、私がどんなふうに育ったかも、知りもしないくせにッ！」

「そりゃ知らないよ！」

「なっ……!?」

「でもさ、そういう家に生まれたからって、他の生き方だってあるでしょ！　魔法じゃなくたって、土つち御み門かどさんは凄すごい才能を持ってるんだからさあ！　そのまま腕を磨けば、きっと土御門さんはマジシャンとしてやっていける。目を見張るようなイリュージョンで観客を魅了できる。あるいは、発明家としてもやっていける。他にも、色々才能を活いかせる道はあるはずだよ！」

「……」

「一つの狭い価値観しか認めない人たちなんか放ほうっておけばいいじゃないか。こんな凄い才能と努力を認めないなんて、その人たちの目は節穴なんだよ！　そこに基準を合わせなければ、君はもっともっと評価される！　堂々としていていいんだよ！」

　魔法以外の道。

　そもそも、その発想が沙さ月つきにはなかった。

　そして。

　凄い、と。

　才能がある、と。

　臆面もなくストレートに言われたのは生まれて初めてだった。

　今までは、その反対のことをズケズケと言われることばかりだった。

　なのに、今は称賛の言葉しか出てこない。

　肯定の言葉しか聞こえない。

　それが照れ臭くて、くすぐったくて、何より……嬉うれしかった。

　――私が、無能じゃない……？　ここにいれば、私は……。

　価値観が。

　心が。

　ぐらり、と大きく揺れた気がした。
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「つまり、土御門さんと恋れん子こが争う必要なんてないんだよ」

　その夕ゆう也やの言葉は、それまでよりも若干トーンが落ちて、柔らかくなったように恋子には感じられた。

「何も無理して嫌いなモノや苦手なモノを人生の主題にしなくてもいいじゃない。魔法に見切りをつければ、恋れん子こに勝つとか意味はなくなるし、そうなれば普通に仲良くなれるでしょ？　家の都合で戦ったりとか、そんなのおかしいよ。何より、損してる」

「……」

「せっかく仲良くなったんだから、恋子と一緒にいればいいじゃないか。絶対にその方が楽しいって。いっそ、帰宅しない部にくるといいよ」

　そして、夕ゆう也やは恋子の方に顔を向けた。

「あ、そうだ、恋子も戻っておいでよ。ゆすらも反省してるし、寂しがってるし、これからは僕らも発掘に協力するからさ」

「……も？」

　ぴしり、と恋子の表情が凍りついた。

「も、ってなんですか。あたしはついでですか」

「え、いや、その」

　しまった、という顔をして、夕也は恋子の剣けん幕まくにタジタジになって後あと退ずさった。

「そりゃまあ、沙さ月つきちゃんは顔も声も可愛かわいいですし、新キャラの方が新鮮で目新しいでしょうし、ときどきポロッと出る京言葉がチャーミングですし、機械とか薬品とか得意分野もあって頼りがいもあるでしょうけど！」

「ちょ、待って、そういうことじゃ……」

「うるせーです！　だいたい、ゆすら先輩のことなんてもうどうでもいいんですっ」

「はあ？　だって、直接の原因ってゆすらとケンカしたことじゃ……」

「この朴ぼく念ねん仁じん！　唐とう変へん木ぼく！　おたんこなす！」

「え？　あれ？　もしかして、僕が責められてる？」

「他に何があるっていうんですか、この変態シスコン野郎！」

「ええと、ごめん、まったく心当たりが……」

　困ったように苦笑いをして、夕也は参ったという意思表示なのか、ホールドアップして見せた。

　そのヘラヘラした態度が、また恋子の神経を苛いら立だたせる。

「そのわかってないところがさらにムカツクです――――ッ！」

「ええっ!?　ええと、マジでわからないんで、僕がなんで恋子を怒らせたのか教えてほしいんだけど……」

　恋子は夕也をキッと睨にらみつけた。

　夕也はその視線に怯おびえつつも、

「いや、ほら、でも、原因がわからないと反省も改善もできないし……」

　と、なおも原因を聞き出そうと食い下がる。

　イライラが頂点に達した恋れん子こはス―――――ッと大きく息を吸い込んで、

「四し六ろく時じ中ちゆう女の子とイチャイチャしてんじゃねえです――――ッ！」

「は……はあっ!?」

「朝起きたら誰だれかにおっぱい押しつけられてるし！　そうじゃなくてもぶつかったりうっかりとかで触っちゃうし！　最近そんなのばっかりじゃないですか――――ッ！」

　恋子が叫ぶと、耶や宵よいと更さら紗さは苦笑いを浮かべ、ゆすらは「？」な顔で首を傾かしげ、沙さ月つきは夕ゆう也やに底冷えするような白い目を向けた。

「いや、ちょ、だから僕は別の場所で寝るべきだってずっと主張してるよね!?」

「言い訳なんて男らしくねーですッ！　このっ、このっ」

　手にしていた魔導書グリモアや杖セプターを放ほうりだして、恋子は涙目で両手を振り回して、ぽかぽかと夕也を叩たたき始めた。

「いた、痛いってば、恋子」

「うるせーうるせーうるせーですっ！　どーせあたしはぺったんこだし、アクシデントが起こったって美お味いしくねーです！　でも、あたし以外の女の子とこれ以上イチャイチャするんじゃねーですっ！」

　ぽかぽかぽかぽか。

　恋子の攻撃の手は止まらない。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょ、あの、文脈的に恋れん子ことイチャイチャしろって聞こえるんですけど!?」

「ぎゃ――――ッ！　も、も、も、問答無用です――――ッ！」

　顔を真っ赤にして、ますます切せつ羽ぱ詰まったような顔で、恋子はぽかぽか殴り攻撃の速度をさらに上げた。

「痛い痛い痛い！　ちょ、ごめん、恋子！　謝るから！」

「うるさいうるさいうるさいです――――ッ！」

　ぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽか。

「ごめ……ああもう、じゃあこうしよう！　何か一個、恋子の言うことを聞くからさ。それで勘弁してよ」

　ぴたり、と振り上げていた恋子の拳が動きを止めた。

「……なんでも、ですか？」

「え、あ、うん。その、できれば常識の範囲内で……」

　空中で止まっていた拳が、今度は夕ゆう也やの襟首を掴つかんだ。

「絶対!?　絶対ですか!?」

「え、ええと……」

「ウソだったら本気で熊にパンチさせますよ!?　フルボッコにしますよッ!?」

「ええと、はい……。お手柔らかに」

　ニコッと恋子は笑みを浮かべた。

「だったら、帰宅しない部を辞めるの、やめます！」

　そして、夕也の襟首を解放し、上機嫌でそう高らかに宣言した。

「というわけで、沙さ月つきちゃんも一緒に帰宅しない部をやりましょう！」

「はあっ!?　ちょ、いくらなんでも変わり身早すぎやないの!?」

「あはは、気にしない気にしない。沙月ちゃんもどうせ夜学校にいるなら、入部しちゃえばいいです！　あたしも沙月ちゃんが一緒なら嬉うれしいですし」

「……ッ」

　沙月は赤面して恋子から目を逸そらした。

「そうだよ。恋子や君が夜の学校に居続けるためにも、帰宅しない部をなるべく早く成立させなきゃいけない。土つち御み門かどさんが名前だけでも貸してくれれば、恋子は大手を振って夜の学校で魔法の修行を頑張れるんだ」

　しかし、沙月はキッと夕也を睨にらみつけた。

「そうでしょうね。でも、気に入らない」

「え？」

「沙月ちゃん……？」

「理屈はわかる。けど、気に入らない。何より――」

　沙さ月つきは夕ゆう也やを指さした。

「柊木ひいらぎ夕也。私は貴方あなたが嫌い。大ッ嫌い」

「え？　えーと」

　いきなり嫌いと言われて面食らう夕也から、沙月はつーん、と顔を背けた。

　そして、そのまま沙月は足早に夕也と恋れん子この横をすり抜けて、屋上から去って行った。

「大ッ嫌いだって。あはは、困ったなあ……」

　乾いた笑いを口にしつつ、夕也は途方に暮れて頭を掻かいた。

「彼女を仲間に引き入れるのが一番の近道だと思ってたんだけど」

「まあ、普通はこんなに女の子に囲まれてデレデレしてたら、好意的には思われないですよね。沙月ちゃんじゃなくても」

「そんなこと言われてもなあ。それって僕のせいなの？」

「囲まれてるのはさておき、ヘラヘラデレデレはあんたのせいです」

「うーん。デレデレしてるつもりはないんだけどなあ」

「……っていうか、理由はもっと単純で明白だと思いますの」

　呆あきれ顔がおで肩をすくめながら、耶や宵よいが言った。

「そうよねえ。あたしも、今回ばかりはこの小娘の意見に賛成だわ」

　更さら紗さも同様の顔で相づちを打つ。

「え？　どういうこと？」

「そうです。わかってるなら教えてくださいです」

「これだもの」

　更紗はやれやれ、とため息をついた。

「……そんなのどうでもいい」

　ゆすらが恋子に駆け寄って、胸に顔を埋うずめるようにしてガッと抱きついた。

「えっ、ちょ……ゆすら先輩、何を……」

「……恋子が帰ってきた。辞めるのをやめた。だから、お帰り」

「あ、……はい。でも、これからも死体掘りは続けますから」

「がう。恋子には恋子のやることがある、それはわかってる」

「ならいいですけど」

「……でも」

「はい？　でも、なんです？」

「……やっぱり恋子の胸は残念すぎる」

　恋子は自分の胸からゆすらを引きはがし、無言のまま蹴けり飛ばした。

　そして、そんな様を、魔法によって魂を喚よび出されたまま特に用件もなくなってしまった熊とテンが、かしこまったまま見つめていたのだった。



    

  
    
      
エピローグ



「土つち御み門かどさんを引き込めなかったのは残念だったけど、まあ、成果もちゃんとあってよかったよね」

　燃えたコウモリ傘や床の魔法陣など、屋上の片付け真っ最中である。魔法陣を消すためにモップを絞りながら、夕ゆう也やは言った。

「がう。恋れん子こが帰ってきた！」

「ゆすら先輩は胸が小さいってあたしをからかいたいだけなんじゃないですか……？」

「……そんなことない。恋子は仲間」

「怪しいもんです」

「まあまあ。でも、ゆすらの通訳作戦も上う手まくいってよかったよ。これで、対武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい戦でも熊を有効に運用できる」

「あ。今にして思えば、魔法を使わせなくてもインチキ陰おん陽みよう道どうを暴くことはできたはずよねぇ。なのに、あえて魔法を使わせたのは、それを試すためでもあったのね？」

　更さら紗さの問いに、夕也は笑ってうなずいた。

「うん、そういう意図がなかったと言えばウソになるかな。もちろん、土御門さんを追い詰める意味でも、御み子こ神がみさんや耶や宵よいに恋子の力を実際に見てもらう意味でも、必要ではあったけどね」

「確かに実際見るとびっくりでしたの。もうこの際、死体掘るより熊の剥はく製せいをいっぱい買ってきた方が手っ取り早い気がしますの」

「無む茶ちや言わねーで下さいです。このテンの襟巻きで二万円以上するんですよ？　ちなみに熊の剥製は安くても何十万の世界です。高いヤツは桁けたが一個さらに上がります」

「え、そんなにしますの？」

「ほら」

　恋子は携帯電話で通販サイトを開き、耶宵に見せた。

「うわ、ホントに高いですの！　信じられませんの！」

「あのさ」

　夕也がモップの手を止めて、言った。

「テンの毛皮がアリなら、熊も毛皮だけでＯＫなんじゃない？　相場は知らないけど、手間がかからない分、剥製よりは安いんじゃないかな」

「あ、なるほどです」

　恋子は携帯電話を操作して、

「おおー、熊の毛皮の敷物が一〇万前後！　ずいぶんプライスダウンしました！」

「うへえ、一〇万か。それでも高いねえ。そんなのホイホイ買えるのは琴こと姉ねえくらいだよ」

「じゃあ、みんなでバイトでもしてみたらどうかしら？　夏までに、頑張れば一枚や二枚なら手が届くかもしれないわよ？」

「さすがにそれは申し訳ねーです」

「まあ、一つの選択肢ではあるかもしれないけど……」

　うーん、と夕ゆう也やは考え込んだ。

「ま、それはそれとして、約束忘れないでくださいよ。言うこと一つ、なんでも！　なんでも聞くって言ったんですから」

　上機嫌で、恋れん子こが夕也に釘くぎを刺した。

「うっ……」

「なんで『なんでも』って二回も言ったんですの……？」

　耶や宵よいが不機嫌そうに唇を尖とがらせる。

「もちろん、大事なことだからに決まってます！　なんでも一個！　えへへへへー」

　にへら、と恋子がだらしない顔で笑う。

「ええと、お手柔らかに。できれば晩ご飯のメニューとか、そんなのでサクッとすませちゃってほしいんだけど」

「いやです！　ここぞというときのために取っておきます！　えへへ、どんなお願いしちゃおっかなあ」

「その無邪気な笑顔が怖すぎるよ、恋子……」

「……じゃあ、晩ご飯は私がお願いする。この前食べられなかったから、豚を焼いたのがいい」

　そう言って、ゆすらが困りっぱなしの夕也の腕を引っ張った。

「あ、いいですね、ポークソテー。ショウガ焼きもいいです」

「兄にい様さまが作るスペアリブのグリルも最高に美お味いしいですの」

「うふふ、柊木ひいらぎ君が作るとなると、どれも美味しそうねぇ。そういえば、お腹なかが空すいてきたわ」

「……がう、お腹空いた」

「はいはい、じゃあ早く片付けてご飯にしようか」

「そういえば、久しぶりの温かいご飯ですー！」

　全員が、片付けの手を早める。

　――なんだか、みんなで片付けなんかをしてると……本当に部活をやってるみたいな気分になるなあ。

　ふと、そんなことを夕也は思った。
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「本物、と結論づけるしかなさそうね」

　オペラグラスを目から離して、琴こと音ねは呟つぶやいた。

「はい。この目で見てなお、信じられない思いですが」

　左さ京きようがうなずいた。

「土つち御み門かどって子の方は馬ば脚きやくを露あらわしたけどね」

　琴音のとなりで、まだオペラグラスを覗のぞき込こんだまま、右う京きようが答える。

　決闘が行われた一般教室棟と向かい合って建つ特別教室棟の屋上である。

　三人ともオペラグラスを持ち、片耳にはイヤホンを差し込んでいた。場所と時間がわかっているのだから、盗聴器を仕掛けるくらいは難しいことではない。

　そうした準備を万端に整えて、三人は高見の見物と洒落しやれ込こんだのだった。

「うふふ、欲しいわね」

　目を細めて、琴音が微笑ほほえんだ。

「出た！　会長の欲しい宣言！」

「土御門沙さ月つき嬢ですか？　結局、彼女の魔法はニセモノだったわけですが」

「あら、夕ゆうくんも言っていた通り、魔法の真偽は重要ではないわ。彼女の才能はとても有用よ。そうは思わない？　右京さん」

「確かに、あれだけ機械を改造したりできるなら、諜ちよう報ほう活動に役立つものとかも作ってもらえるかも、とは思うけど」

「でしょう？　うふふ、右京さんの二番隊とは特に相性が良さそうね」

「でも、この前から断られっぱなしだよ、ボクたち。誘っても仲間になるかどうか」

「だいぶ状況は変わっているわ。これまではダメでも、今なら充分可能性はあると思うの」

「そうかな？　まあ、会長がそう言うならまた声をかけてみるけど」

「いいえ、わたくしが直接行くわ。彼女は、帰宅しない部との決戦にはきっと必要な人材だもの」

「決戦、か」

　左京はその言葉を噛かみしめるように呟いて、ギュッと拳を握りしめた。

「嬉うれしそうだね、姉さん」

「ああ。やはり、柊木ひいらぎ夕ゆう也やは傑けつ物ぶつだとわかったからな」

「え、そう？」

「そうは思わないか？　土御門沙月嬢の勧誘こそ失敗に終わったが、陰おん陽みよう道どうがトリックであることの看破、証明、熊の運用方法の確立、木き滝たき恋れん子こ嬢の説得を全部同時にやってみせた。これはさすがと言わざるをえない」

「えー、まあ、結果的にはそうだけど……、そりゃあトリックの解明はたいしたもんだと思ったけどさあ。それは言い過ぎな気がするよ」

「うふふ、そうねえ。木き滝たきさんの説得なんか、ほとんどなりゆきだったものね」

「買いかぶりすぎだって、姉さんはさ」

「右う京きよう。彼を甘く見ると、また痛い目に遭うぞ」

「甘く見てるつもりはないけど……なんか姉さんアレだね。恋する乙女みたい」

「なっ、こ、こっ恋などと……ッ！」

「あれ、姉さん、何焦ってるのー？　もしかして、胸触られてキュンってなっちゃった？」

　意地悪い笑みを浮かべて、右京が揶や揄ゆするように言った。

「な、な、な、何を馬ば鹿かな……っ！」

「あらあら、胸を触られた、ですって？　それは聞き捨てならないわね」

　琴こと音ねの言葉に、左さ京きようはビシッと背筋を伸ばして直立不動になり、

「い、いえっ！　あ、あ、あれは事故でして、や、やや、疚やましいことは何もッ」

「まあ、事故は事故だよねぇ。そこへ直れ、とか言いながら殴ってたし」

「右京！　も、元はと言えば貴様が……ッ！」

「あはは、ごめんごめん。姉さんが言う通り、あれは不幸な事故だったんだよ、うん」

「せ、生徒会長殿！　右京の言うように純然たる事故でありまして、それ以上は何もありませんし自分と柊木ひいらぎ夕ゆう也やを表現するのに好敵手という以外に適切な言葉はなく自分としては決戦が待ち遠しいというだけでありましてそもそも武の道を究めんと日々精しよう進じんする自分にとって色恋などあってはならぬことですのでッ」

「うふふ、左京さん、そんなに必死になると逆に怪しいわよ？」

「うっ……。いえ、その……」

「まあいいわ。それにしても、夕ゆうくんにも困ったものね。どうして次から次へと、女の子と触れ合うようなアクシデントに遭遇するのかしら」

　琴音が呆あきれ気ぎ味みにため息をついた。

　そしてその横では、ようやく追及が終わったことに左京が安あん堵どのため息をついていた。
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　屋上を出て階段を下り、とぼとぼと校舎を歩く沙さ月つきの前に、ふらっと現れた人影が立ちふさがった。

「何か用？　生徒会長」

　そう訊きかれて、沙月の前に立ちふさがった琴音はにっこりと微笑ほほえんだ。

「うふふ、見せてもらったわ」

　そう言って、琴こと音ねは手に持ったオペラグラスを示した。

「見てたって、どこから」

「あそこ」

　琴音が指さしたのは窓の外、ついさっきまで右う京きよう、左さ京きようと一緒にいた特別教室棟の屋上だった。

　さらに琴音は耳からイヤホンを外して、

「ついでに、盗聴器で聞かせてももらったわ。風の音が入っちゃって、快適だったとは言い難かったけれど」

「あっそう。じゃあ、全部知ってるんでしょ？　私が紛まがい物ものだってことも」

「紛い物という言葉が、貴女あなたが魔法を使えないということを指すのならば、イエスね。それも聞かせてもらったわ」

「退どいて。私は恋れん子こちゃんへの対抗手段になりえない。それがわかった以上、もう私に用はないでしょ」

「いいえ」

　琴音は首を横に振った。もちろん、一歩たりとも退かない。

「それでもわたくしは、貴女を生徒会に招こうと思っているわ」

「どうして……っ！　同情なんて、馬ば鹿かにしてはるの……ッ！」

「いいえ。貴女は本当に、魔法以外のモノに価値を見みい出だそうとしないのね」

　諭すような優しい口調で、琴音は言う。

「自分で言うのもなんだけれど、わたくしは同情なんかで人を誘ったりしないわ。無能な人間になんて興味はないもの。わたくしが貴女を欲しいと思ったのは、貴女の才能に魅力を感じたからよ」

「私の……才能……？」

「夕ゆうくんも言っていたでしょう？　貴女は紛い物なんて言って卑ひ下げするけれど、間違いなくその才能は天才級よ。木き滝たきさんにも引けを取らないくらいの、ね」

「恋子ちゃんにも……？」

「ええ。それに、魔法は使えなくても、ずっとその世界にいた貴女だもの。アドバイザーとしても、この学園に貴女以上の人はいないでしょう？」

「それは……そうかもしれないけど」

　優しく、しかし妖よう艶えんに、琴音は微笑ほほえんだ。そして一歩間合いを詰めて、顔を沙さ月つきの耳元に寄せて、囁ささやくように、

「気に入らないんでしょう？　せっかく仲良くなった木滝さんが、また夕くんの方を向いてしまったことが」

「……ッ」

「わたくしも同じよ。以前にも言ったけれど、わたくしは帰宅しない部を解体したいの。貴女あなたが木き滝たきさんを夕ゆうくんから引き離したいなら、わたくしたちは目的を同じくする同志のはずよ。違うかしら？」

「……」

「わたくしは、貴女の才能を高く評価している。その才能が欲しいと思っている。そして、目的を同じくしている。迷う必要なんてあるかしら？」

「私は…………」

　――私は、何をしたいのだろう。

　誰だれかに自分を認めてほしい？

　恋れん子こと仲良くなりたい？

　それとも、まだ……見返して、認めさせたい？　あの、故郷のいけ好かない連中に。そのために、まだ恋子を倒したい？

　わからなかった。

　ただ、どういうわけか、無性に悔しかった。

　何が悔しいのかもわからない。ただただ、悔しさだけが際限なくこみ上げてくる。

「あらあら、まだ迷いがあるの？　うふふ。まあ、いいわ」

　ふわりとした足取りで、琴こと音ねは沙さ月つきの傍そばを離れた。

「答えは急がないから、わたくしと手を組む気になったらいつでも生徒会室にいらっしゃい。待っているわ」

　そしてもう一度にっこりと微笑ほほえみ、廊下の闇やみの中へと消えていった。

　ひとり残された沙月は、琴音が消えていった闇をジッと見つめ続けていた。
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　家庭科実習室に、豚肉が焼ける音とショウガの香りが立ちこめていた。

　音にも、香りにも、ゆすらの心はウキウキして楽しくなってくる。

　しかし、どんなに夕ゆう也やが美お味いしいものを作っても、ここ何日かは心から楽しいとは思えなかった。

　今は、心から楽しい。

「ゆすら先輩、何をニヤニヤしてるんですか。気持ち悪いですよ」

　そんな憎まれ口を叩たたかれても、恋子が戻ってきたことが嬉うれしくてたまらなかった。

「……恋子も一緒にご飯。やっぱり群れはこうじゃないとダメ」

　ストレートに言われて、恋子は照れつつも困惑気味に目を背けた。

「もう、群れ群れって、バカの一つ覚えみたいに……」

「いいじゃない。言い方はどうあれ、仲間が一緒だから楽しいってのは間違いないと思うよ？」

　フライパンから目を離さず、しかし夕ゆう也やは微笑ほほえんで言った。

「がう」

　その通りだ、とゆすらは思う。

　美お味いしいものを食べるのは、楽しい。

　しかし、もっと楽しいのは、それを群れの仲間と共有することなのだ。

　そして、その中心には、いつだって夕也がいる。

　夕也が。

　――恋れん子こは、ユウと番つがいになりたい……？

　更さら紗さに言われたことを思い出して、ゆすらは恋子を凝視した。

「な、なんですか」

「……別に、なんでもない」

　ふるふると首を振って、ゆすらは恋子から視線を逸そらした。

　その視線を、夕也へと移す。

「もうすぐできるから、もうちょっと待ってね」

　ゆすらの視線に気づいて、夕也はそう言って微笑んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「がう」

　返事をして、なおも夕ゆう也やを見つめ続けるゆすらの表情は、まるで恋する乙女のようだった。



    

  
    
      
あとがき



　今、ドラマＣＤの収録現場に来ています。ひゃっふー！

　収録のスタジオでこれ書いてます。この巻の原稿の最終チェックも、ついさっきここでやりました！

　どうも、おかざきです。

　ええと、監修というのをやりにきたんです。決して声優さん目当てで見にきただけじゃないんですよ？

　さて、スタジオは想像してたよりコンパクトな感じです。でも、そんな中にすごい機材が詰め込まれているから、なんかＳＦっぽくて格好いい。

　しかし今回は貴重な経験をたくさんさせてもらっています。普通、収録スタジオとか収録風景とか見る機会ないですし。

　っていうか、それにつけても。

　いやもう、声優さんパネェっす。可愛かわいらしい声とか、巧みな演技とかに圧倒されっぱなしっす。もう恥ずかしげもなくミーハー根性丸出しではしゃぎっぱなしです。

　えー、そして、ドラマＣＤのみならず、ゲーム化の情報も発表されましたね。

　しかも、「学園サマーウォーズ編」と「学園ドッグ・イヤー編」の二本を立て続けのリリースです。二本ですよ！　なんか豪華ですね！

　まあ、企画が立ったのが三巻発売の前なので、間に合わなかったかわいそうなキャラも何名かいたりするのですが、っていうか、一巻から登場してるキャラなのにハブられてる人もいますが、そこはパラレルワールドでの物語ということでご了承ください。

　ちなみに、ドラマＣＤは小説の一巻二巻をベースに再構成しています。しかも、なんとボリュームがありすぎて二枚組になっちゃったという嬉うれしい誤算。

　ぶっちゃけ声優さんたちの演技が素晴らしすぎるので、たくさん聞けるのは超ラッキーですよ！　超お買い得です！

　っていうかね、もう声優さんたちが眩まぶしすぎます。

　……ごめんなさい。おっさんでごめんなさい。

　……いっそ、生まれてきてすみません……！

　えー、それはそれとして。

　ゲームの方は、そのドラマＣＤの物語から続くような流れになっています。

　もちろん、ゲームだけでもちゃんと楽しめます。けど、併せてお買い上げいただけるといっそう帰宅しない部の世界を楽しめること間違いなしです。

　ちなみに、ゲームの初回限定版には色々特典がつくらしいデスヨ。

　なんか私も特典用に短編を書き下ろすみたいです。

　っていうかですね、もう去年の暮れからずっとゲームやＣＤのお仕事に追い回されています。

　クリスマス？　お正月？

　何それ。

　ってか、クリスマスって私の誕生日じゃん。思いっきり〆切だったけど！

　……いや、担当のＫさんに、

「確か誕生日ですよね？　もしご予定があるなら、少し伸ばしましょうか？」

　と言ってもらうも、

「予定なんかないからそのままでいいです」

　と即答したのは他ならぬ私自身なのですが。

　でも、いいもん！　クリスマスも部屋で一人お仕事してたけど、ツイッターで読者の皆様方とニーソについて熱く語り合ったりしたもん。

　充実してたもん。

　っていうか、オーバーニーソックスという正式な名称を「学校で広める」と言っていた彼が、その後変態扱いされていないかが心配です。

　さて、では謝辞を。

　イラストのぺこ先生、お忙しい中、美麗な絵をたくさん描いてくださってありがとうございました！　また日本酒を飲みに行きましょう！

　ドラマＣＤとゲームのスタッフ様、声を当ててくださっている声優の皆様方、また関係者の皆様。色々大変かとは思いますが、最後まで戦い抜きましょう！　私も死力を尽くします。

　担当のＫさん、編集長様、編集部の皆様。いつもながらご迷惑をおかけして申し訳ありません。

　勤務先の同僚の皆さん、有給ばっかり取ってごめんなさい。

　ときおり話し相手になってくださる森もり田た季き節せつ先生、ツイッターとかで相手をしてくださる先生方、読者の皆様。心が折れそうなとき、皆様のお言葉だけが支えです。っていうか、折れそうになってばっかりです。

　そして、この本を手に取ってくださった皆様。

　ありがとうございます。皆様に、この本が少しでも気に入っていただけると嬉うれしいです。

　そして、もう少し先の未来に、ドラマＣＤやゲームでもっと帰宅しない部の世界を楽しんでもらえると、物語の作り手としてはこんなに光栄なことはありません。

　これからも全力で取り組んでいきますので、帰宅しない部に今後もお付き合い頂ければ幸いです。

おかざき登のぼる
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